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　それは突とつ然ぜんの再会だった。

　初秋の夜、日ひノの本もとの庭園の片すみに──。

　かつて別れた親友の姿があった。飄ひよう々ひようとした魔ま法ほう使つかい風の少年。そのくしゃっとした髪かみと黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねは、まさに俺が知る上うえ島しま優ゆう介すけのものだった。

「優……介……？」

「おう」

　月明かりの下で笑う優介。

　その不敵な笑えみ、軽く手を上げる動作に、俺は胸がいっぱいになってしまう。

　ああ、本当に優介なんだ。優介がここに来てくれたんだ。再び出会えた嬉うれしさに、俺は思わず駆かけ寄りそうになるが、

「……っ！」

　すんでのところでもうひとりの親友のことを思い出していた。

　倉くら本もと蓮れん次じ。春先に再会し、訳の分からないまま戦った俺の幼おさな馴な染じみ。

　あいつは明らかに様子がおかしかった。俺には分からない理由によって、俺をどこかに連れて行こうと──いや、何かをさせようと企たくらんでいた。

　未いまだにあいつの真意は分からない。分からないからこそ警けい戒かいしてしまう。

（優介もれんちゃんと同じ状態なのか？）

　伸のばしかけた手を引いて、グッと構えて親友のことを見み据すえる。

　そんなあからさまな俺に対し、しかし、優介はあくまで飄々としたままだった。

「なんだ？　警戒してるのか？」

「…………」

「そんなにビビらなくてもいいって。俺は何もするつもりはねーよ」

「……どうだかな」

「気持ちは分かるけどさ。もうちょっとフレンドリーでもよくない？」

　笑う優介と身構える俺。

　その構図はしばらく待っても変わらず──。

　優介は仕方ないとばかりに息をつき、またその口を開き始めた。

「まあいいや。そのままでいいよ。でも、俺の話だけは聞いてもらうぞ？」

「話？」

「ああ、大事な話さ。俺にとってもお前にとってもな」

　そこで言葉を区切り、優介は夜空に浮うかぶ月を見上げた。

　釣つられて俺は視線を移し、しばらくふたりで月見のような状態となる。

「なあ、貴たか大ひろ。これはもしかしての話なんだけどさ」

「……ああ」

「同じように月を見上げてもさ。お前は弥や彦ひこさんほど望郷の念を感じなかっただろう？」

「え……？」

「ちょっとアンニュイな気持ちにはなったんだろうけどさ。故郷に帰りたいとか、元の世界に帰りたいとか、そんな強きよう烈れつな気持ちは湧わいてこなかっただろう？」

「それは……！」

「いや、隠かくさなくてもいいって。見れば分かるさ。仲間だもんな」

　そう言ってニッと笑う優介。

　こいつは一体、何が言いたいんだろうか？

　訝いぶかしむ俺に、なおも優介は嬉しそうな顔を見せている。

「半年前はまだ迷いがあったよな？　れんちゃんが聞いても答えられなかった」

「だけど今は違ちがう。もうお前の心は決まっている。お前は答えを持っているんだ」

「それは俺たちにとっても福ふく音いんだ。今のお前ならきっと大だい丈じよう夫ぶ。心からそう思うよ」

「どんな試練だって乗り越こえられる。きっと幸せな未来を掴つかんでくれる」

「直じかに会うことで……それが確信できたよ」

　一方的な語り、浴びせかけるような言葉の羅ら列れつ。それはかつてのれんちゃんと同じようなものだったが、しかし、今の俺はどこか親しみのようなものを感じていた。

「貴大。もうすぐ収しゆう穫かく祭がやってくるよな。盛大な祭りの日だ」

「そこが多分、運命の分かれ道だ。何もかもがそこで決まる」

「覚かく悟ごしておけよ、貴大。負けるんじゃないぞ」

「負けるなって……一体、何に？」

「…………」

「答えろって！」

　優介は微笑ほほえむばかりで何も言わない。

　その態度に苛いら立だちを感じ、俺はとうとうやつの胸むな元もとに手を伸ばしたが、

「……っ!?」

　掴んだはずの手が空を切った。

　驚おどろく俺に対し、半はん透とう明めいになった優介が間近で語りかけてくる。

『頼たのんだぞ、貴大。全部お前にかかってる』

『負けるんじゃないぞ……』

　それは最初から立体映像だったのだろうか？

　それとも俺の知らない魔法か何かで消えてしまったのか。

　不意に現れ、幻まぼろしのように姿を消した親友は──。

　れんちゃんと同じように、俺に謎なぞだけを残して去っていったのだった。

「なんなんだよ、一体……」

　誰だれに言うでもなくつぶやいて、俺はその場に腰こしを下ろした。

　残された謎、告げられた言葉、そのどれもが俺には分からないものだったが──。

　大きな何かが近づいてきている。そのことだけは俺にも漠ばく然ぜんとだが分かっていた。
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「うーーーーーーん」

「…………」

「うーーーーーーーーーん」

「…………」

「うーーーーーーーーーーーーん」

「一体何を唸うなっているのだ？」

　明くる日の朝、俺は寝しん室しつでうんうん、うんうんと唸っていた。

　さすがにそれを不ふ審しんに思ったのか、まずはルートゥーが俺に声をかけてくる。

「……何か気がかりなことでも？」

　横手からユミエルも問いかけてきた。畳たたみの上、ちょこんと座ったふたりの少女に、俺は「まあ、こいつらなら」と事情を説明することに決めた。

「いや、昨日の夜なんだけどさ。いきなり親友が訪ねてきてさ」

「……親友というと、あの大たい剣けんを持った剣士の？」

「ああ、あれとはまた違うやつだ。優ゆう介すけっていう魔法使いのやつなんだけど、そいつが急に現れてさ。なんか訳の分からないことを言ってきたんだ」

「訳の分からないこと？」

「うん。『運命の日は近い！』とか、『負けるんじゃないぞ！』とか、そんな感じの」

「……要領を得ませんね」

「負けるなとは、一体何に負けるななのだ？」

「それが聞いても答えてくれなくてな……」

「「「うーーーーーーーん……」」」

　今度は三人揃そろって考え込んでしまった。

　まあ、無理もないよな。直に聞いた俺でさえ意味不明だったんだから。

　しかし、わざわざ訪ねてきたからには意図があるはずで──しかし、俺にはその意図がさっぱり分からなくて──。

「あ～！　駄だ目めだ！　頭がこんがらがってきた！」

　お手上げとばかりに後ろに倒たおれる。

　布ふ団とんは厚手で柔やわらかかったが、今は何の慰なぐさめにもならなかった。

「せめてヒントくらいあればなあ」

　そうつぶやいた俺は、仰あお向むけのままに重たい息を吐はくのだった。

「はあ……」

　陰いん鬱うつな吐と息いきが早朝の空気に溶とけていく。

　少し肌はだ寒ざむい秋の朝、遠くで聞こえるにぎやかな声とは違い、この部屋には沈ちん黙もくばかりが満ち満ちていて──。

「……もしかして」

「うん？」

「……以前の話がヒントなのではないでしょうか？」

「どういうことだ？」

　ユミエルの言葉に体を起こす。

　俺の視線を受け、ユミエルは再び口を開いた。

「……以前、レンジさんはご主人さまに警告を残されました。悪神に気をつけろ。ＭＣに気をつけろ。そう伝えて去っていったと聞いています」

「うん、そうだな。確かにそう言ったよ、あいつ」

「……そして今回の話、運命の日と負けるなという言葉。それらは繋つながっているのではないでしょうか？」

「え？　ってことは……負けるなってのは、悪神に負けるなってこと？」

「……そう推測できます」

「ふむ……」

　ユミエルの推論について考えてみる。

　確かにあのふたりの言葉を繋げると、悪神に負けるなって話になりそうだが、

（いや、しかし、ＭＣってなんだ？　運命の日ってなんなんだ？）

　そもそも俺と悪神に接点なんか存在しない。

　そんなやつがいきなり攻せめてくる？　俺と戦いに来るって言うのか？

　少し無理のある話なんじゃないだろうか？　ルートゥーみたいな因いん縁ねんがあれば、まだ納なつ得とくの仕様もあるんだけど──。

（でも、他ほかに情報らしい情報はないもんなあ）

　今回の件、手元にあるのは優介とれんちゃんの警告のみだ。

　俺は少ない手札で「いずれ来る何か」に備えなければならない。

　はっきり言って無理ゲーにも程ほどがあるが、

（多分、やるしかないんだろうなあ）

　先日のゾンビイベントの件。生徒たちが漂ひよう流りゆうしてきた件。学校を模した謎の遺い跡せきがあった件。いるはずのない憤ふん怒ぬの悪あつ鬼きが現れた件。事件はいつだって有う無むを言わさずやってくる。そしてそれを解決できるのは、その場においてはいつも俺しかいなかった。

　今回もまた、同じようなことが起きるはずだ。警告通りに悪神が来るか、はたまた違う何かが襲おそってくるのか。正直、作さく為いめいた何かを感じなくもないが──。

　嫌いやだと言って逃にげてばかりもいられない。それが避さけられない運命ならば、俺はもう、腹をくくってしまおうと決めていた。

「よし。じゃあ、目下のところはユミィの案に従って動こう」

「……ということは」

「悪神対策だな。ボス戦ってことで、回復薬の準備とかしておくか」

「……はい。お任せください」

　こくりとうなずく和服姿のユミエル。

　認にん識しきを共有した俺たちは、更さらに悪神対策について話し合おうとして、

「くっくっくっくっ……！」

「ん？」

「ふふっ、くくくく……！」

「なんだ？」

「わーーーーーはっはっはっはっはっ!!」

「なんだーっ!?」

　くつくつと笑っていたルートゥーが、何やら立ち上がって高笑いを始めた。

　呵か々か大たい笑しようというやつだ。翼つばさを広げた混こん沌とん龍りゆうさんは、どうしたことか、実に楽しそうに笑っていた。

「決戦だ！　大いなる戦いくさが始まるぞ！」

「あ、ああ。そうだな」

「そうと決まれば我われの出番！　戦いなら我に任せておけ！」

「そりゃもちろん、力を貸してもらうつもりだけど……」

「貸すどころではないぞ！　我の力、すべて貴様に預けようではないか！　我が力、我が権力、我が財力のすべてを以もつてこの戦いに応じよう！」

「た、頼もしくはあるけど」

「そうであろう、そうであろう？　我は実に頼もしいドラゴンなのだ！」

　ふふーん！　と胸を張って自じ慢まんげな顔を見せるルートゥー。

　その興奮、その勢いは、傍はたから見れば引いてしまうようなものだったが──。

　しかし混沌龍さんは、なおも猛たけ々だけしい言葉を吐くのだった。

「よし！　では、早さつ速そく準備を始めるのだ！」

「そういう話をしていたんですがね」

「回復薬だけで足りるか！　戦に必要なのは、もっともっと大きなもの！」

　ルートゥーはそう言い切って、大きく手を広げると──。

「敵を迎むかえ撃うつ城じよう塞さいだーーーーーっ!!」

　更に大きな声で、そんなことを高らかに宣言するのだった。
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　イースィンドは広大な領土を誇ほこっている。

　そこにはなだらかな丘おかがあり、緑が豊かな草原があり、そして森や山、たっぷりと水を蓄たくわえた湖などがあった。

　魔ま物ものが現れる関係上、こういった自然は手つかずのままに残っていたが──。

　中には開発が進み、新たな生活圏けんとして利用されている場所もあった。

「みんな元気だなあ」

　はるか遠くに見える場所、大きな開かい拓たく村を眺ながめながらつぶやいてみる。

　村の名前は知らないが、みんな精力的に、一いつ生しよう懸けん命めい働いているのが分かる。

　結構大きな事業なのかもしれない。陣じん頭とうには貴族風の役人が立ち、大工や村人にあれやこれやを指示していて、

「って、どこだよここは!?」

　ようやく認識が追いついてきた。

　開拓村から遠く離はなれた高台の上、そこに俺たちは立っている。

　確か、妙みようにやる気になったルートゥーに連れられて──カオルや弥や彦ひこさんをジパニア村で下ろし、それからここまで直行してきたんだったか。

　鬱うつ蒼そうとした森の中、ぽっこりと突つき出たプリンみたいな形の高台。その上から辺りの様子を見回して、俺は再びツッコミの声を上げるのだった。

「だからどこなの、ここ!?」

　まるで見覚えのない光景だ。冒ぼう険けん者時代にも立ち寄ったことがない地域だ。

　そこに連れてきたルートゥーは、なぜか自慢げな顔になると、

「我の支配下にある地域だ。ここに城塞を建てるのだぞ」

　そう言って、甘えるように俺の腕うでを抱だいてきた。

「立派な城を建てような。千年先にも謳うたわれる居城を築くのだ」

「悪神など恐おそれることはないぞ。我が城は神であっても難なん攻こう不ふ落らくだ」

「居住性にもこだわろう。大きな風ふ呂ろ、大きな食堂、快適な寝しん室しつもつけるのだ」

　むふふと笑うルートゥーさん。

　まあ、言わんとすることは分かるけど──。

　やはり、いくら何でも急すぎる話だった。

「そもそもだな」

「うん？」

「そもそもの話、俺はうんともすんとも言ってないんだが……」

「何を言う!?　ここに立派な城を建てる！　その流れでここまで来たのだろうが！」

「有無を言わさず連れてこられたんだよ!!」

　帰り道のルートゥーは超ちよう音おん速そく、ミサイルも真っ青な速さでこの国まで戻もどってきた。
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　優介と出会った夜、そしてそれを話した朝から二十四時間も経たっていない。昨日の今日どころか今日の今日だ。

　あまりにスピーディーな展開に、俺はもう、頭がどうにかなりそうだった。

「ひとまず家に帰ろう。そこでちょっと話し合おう」

　ルートゥーを落ち着かせる意味でも、俺はそう提案したんだが──。

　事態は俺の想像を超こえ、もっと速いペースで進んでいたのだった。

「話し合うも何も……もう人員を集めたぞ？」

「え？」

「お前も知っているシャドウ・ドラゴンたちだ。もう北の空に見えるだろう？」

「え!?」

　慌あわてて北の方へと視線を向ける。

　開拓村とは反対方向、そこには黒いドラゴンたちが飛んでいて──。

　バッサバッサバッサバッサ！

「うわーーーーーっ!?　いっぱい来たーーーーーっ!?」

　大きな羽音と共に舞まい降りてきたドラゴンたち。それらはみるみるうちに縮んでいって、俺もよく知るメイドさんたちの姿になった。

　長く黒い髪かみ、みんな同じ顔のドラゴンメイドたち。普ふ段だんからルートゥーに仕えている彼女たちは、主人の前にひざまずくと、涼すずやかな声で参上の言葉を述べていた。

「ルートゥー様。我らシャドウ・ドラゴン、ただいま馳はせ参じました」

「うむ。ご苦労であったな」

「もったいないお言葉です。我ら配下はすべて御おん身みのものでありますゆえ」

「いかようにもお使いください。私どもが手足となって動きます」

「どうぞお命じください、ルートゥー様」

　顔を伏ふせたまま、淡たん々たんとしゃべるシャドウ・ドラゴンたち。

　そんな彼女らに対し、ルートゥーはバッと大きく手を振ふってみせると、

「よし！　それではここに、我が居城を築くのだ!!」

「「「ははっ!!」」」

　主人の言葉に合わせ、ドラゴンメイドたちは一いつ斉せいに動き出した。

　ルートゥーの無む茶ちや振ぶりには慣れたものなんだろう。図面を引く者、整地をする者、自身の影かげの中から様々な建材を取り出す者に分かれていって、

「って、そうじゃないだろ!?」

「うむ？　どうしたのだ、タカヒロ？」

「どうしたもこうしたも……ぜ、絶対に見られたよな？」

「見られたとは？」

「ドラゴンたちの姿だよ！　また王国を揺ゆるがすような事件になるぞ！」

　俺は半年前の事件のことを思い出していた。

　泣き叫さけぶ人々、絶望に囚とらわれる戦士たち。あれらはルートゥーが「うっかりドラゴンの姿で飛んできた」ことによって引き起こされた。

　今回もそれと同じようなことになるのかと思われたが、

「ああ、心配はいらんぞ。やつらは影の龍りゆう、シャドウ・ドラゴンだからな。隠いん蔽ぺい魔法に長たけているし、常時『気づかれにくい』性質を持っているのだ」

「な、なんだ」

　何のことはない、俺と似たような存在だったんだ。

　俺も隠かくれようと思ったら誰だれにも気づかれずに隠れることができる。斥せつ候こう職にはお決まりの能力だったが、シャドウ・ドラゴンたちも似たような力を持っていたのか。

（そういえばゲームでもそんな感じだったっけ）

　昔のことを思い出しながら、俺はほっと胸を撫なで下ろして──。

「じゃなくて！　そもそも俺は城の建設なんて……!!」

　もうどこからツッコめばいいのか分からなくなってきた。

　時差ボケと急展開で頭がくらくらし始めた。それでも俺はルートゥーの暴走をどうにかしようとして、なおも言葉を紡つむごうとしたんだけど──。

　それに待ったをかけたのは、意外にもルートゥーではなくユミエルだった。

「……ご主人さま。ここは一度任せてみては？」

「え？　な、なんでだ？」

「……龍の居城と言えば伝説にも出てくるような堅けん城じようです。悪神との戦いが起きるかどうかは分かりませんが、いざ起きた際はこれほど頼たのもしいものもないかと」

「そりゃ確かに、王都の家よりかはマシだけどさ」

「……王都を戦いの舞ぶ台たいにするわけにもいきません。悪神がやってくるというのなら、こうした場所で迎え撃つべきかと」

「まあ……そりゃそうだけど……」

　工事を止めるはずが、俺の方がしどろもどろになってしまった。

　ユミエルの言うことはいちいちもっともだが──俺の性しよう分ぶんなのか、あまり大きなことにはしたくないという気持ちもある。

　だけど考えてみれば、街中よりもこうした場所の方が戦いやすいわけで──。

「あー、もー！　分かった！　そうしよう！」

「……ということは？」

「ここに城を建てよう。いざという時のためにな」

「うむ！　タカヒロなら分かってくれると思っていたぞ！」

　抱き着いてくるルートゥー。ぺこりと頭を下げるユミエル。

　わがままで現実が見えていないのは俺だけだったか。はっきりと見えない危険に対し、保険をかけておくという行こう為いを躊躇ためらってしまっていた。

　迷うことはないんだ。親友たちの言葉を信じるなら、秋が深まった頃ころ、収しゆう穫かく祭の時分に何かが起きる。それまでに俺は、できる限りの準備をしておいてだな。

「よし！　では者ども、建築を始めろ!!」

「「「はっ!!」」」

「我が威い容ようを世に知らしめる城を築くのだーーーーっ!!」

「「「ははーっ!!」」」

　早まったかもしれない。

　俄が然ぜんやる気を出したドラゴンたちを見て、俺はたらりと一すじの汗あせを垂らすのだった。




　トンテンカン、トンテントン。トンテンカン、トンテントン。

　秋の空にリズミカルな槌つちの音が響ひびいていた。季節は中秋、九月から十月へと移り変わった時分のことだ。

　この日、工事現場を視察しに訪おとずれた俺は、その進しん捗ちよく状じよう況きように驚おどろきの声を上げていた。

「おお……！」

　先月は更さら地ちのままだった高台に──。

　なんと、すでに建物の輪りん郭かくらしきものが出来上がっている。

　土台があり、柱が立てられ、その周りをぐるりと城じよう壁へきらしきものが囲んでいる。

　どれもこれも作りかけの状態であり、未いまだ完成にはほど遠いものだったが、それでも完成形を予想するのには十分すぎる出来だった。

「大分進んだな。こんなに早いとは思わなかった」

「シャドウ・ドラゴンはなかなか器用な種族だからな。これくらいはお手の物なのだ」

「なるほどなあ」

　言っているうちにも石組みの壁かべが仕上がっていく。

　その熟練の技わざを眺めながら、俺は感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらしていた。

「この調子なら立派な城が出来そうだな」

「うむ！　この我われの居城だからな。宝物庫に酒さか蔵ぐら、舞ぶ踏とう場も造らせるぞ！」

「欲張りセットかよ」

　そんなに盛ると完成が遅おくれるんじゃないか？

　そう思ったけど、この調子なら全部含ふくめて十日のうちには落成しそうだった。

　龍に相応ふさわしい膂りよ力りよくを持ち、そのうえ職人のような繊せん細さいさも持ち合わせているシャドウ・ドラゴンたち。

　彼女らを頼もしく思いながら、俺は高台の上をゆっくりぐるりと回っていった。

「追加の建材、お持ちしましたー」

「そこに置いておいて。ええ。その端はしの方に」

「この木材はどこに置きましょう～？」

「それはすぐに使うから、加工場の方へ持っていって……」

　影の龍たちは本当によく働く者たちだった。

　その動きもテキパキとしていて、こういった現場は見ているだけでも面おも白しろい。

　運うん搬ぱんを担になっているのか、シャドウ・ワイバーンたちの姿もあり、彼ら飛ひ竜りゆうはこちらを見るとぺこりと頭を下げてきた。

（なし崩くずしに始まった工事だけど）

　こうなると完成が待ち遠しくなってくるな。

　もちろんルートゥーのものではあるが、なんだか自分たちの秘密基地を作っているような楽しさがある。

（今の家をリフォームした時も楽しかったけどな）

　今度は一から始める大建築だ。

　城を建てるという貴重な体験を、俺はルートゥーを通じて関かかわらせてもらっていた。

「タカヒロ。なあ、タカヒロ」

「うん？　なんだ？」

「お前は何か希望はないのか？　こんな施し設せつが欲しいとか、こんな部屋が欲しいとか」

「そうだな……あっ、でかい風ふ呂ろが欲しい。街の銭湯くらいでかいやつ」

「バスタブではなく、埋うめ込み式の浴よく槽そうか？　それならもう作っているぞ」

「マジか。じゃあ……書庫とか？」

「くくく……それももうあるのだ……！」

「至いたれり尽つくせりだな……！」

　考えてみればこのドラゴン、俺よりずっと長く生きている年長者だ。

　俺が考えつくような部屋なんて、こいつは当たり前のように思いついているはずで、

「あっ！　ならあれだ！　ホームシアター！」

「ほーむしあたー？　なんなのだ、それは？」

「映画を観みるための部屋だよ。リビングくらいの広さで、なんか微び妙みように薄うす暗ぐらくてな」

「ふむふむ」

「そこでまったりと映画を観るんだよ。映像水すい晶しようを使って、劇やら何やらをな」

「それは……何やら良さそうだな」

「いいと思うぞ。劇場とはまた違ちがった良さがあるはず！」

　れんちゃん家ちにもプロジェクターがあったが、あれはリビングを流用しての簡易的なシアターだったからな。専用の部屋を作れば、より一層楽しめるはず！　素人しろうと考えではあったが、俺は今からわくわくが止まらなかった。

「ここに塔とうを……そう、外壁を繋つなぐ位置に……」

「石材の加工、終わりました～！」

「念のために隠し通路も作って……」

　槌の音とシャドウ・ドラゴンたちの声が響いている。

　そんな工事現場の中にあって、俺は不思議と穏おだやかな気持ちでいて──。

「……ん？」

　視界の端に何かが映った。あれは確か、先日もちらりと見かけた開かい拓たく村だ。

　かなり遠くに見えるくらいだから、距きよ離り的てきには随ずい分ぶんと離はなれているはずなんだが──。

　見える範はん囲いに普ふ通つうの村があるのは気になるな。間に広大な森があるとはいえ、興味本位にここまで来ないか心配になる。

「なあ、ルートゥー」

「うむ、なんだ？」

「あの村なんだけど……いいのか？　あの位置にあって」

「別に我は構わぬが」

「人間の方が構うんじゃないかって話だよ。話を通しておかないと、あとで色々揉もめることになるんじゃないか？」

　まあ、仮にそうなっても、ドラゴンの集団に歯向かう人なんていないと思うが──。

　やっぱり心配だな。このままでは変な不満を生みかねないぞ。そう思った俺は、なおもルートゥーに問いかけようとしたが、

「ああ、根回しなら済んでいるぞ」

「なに？」

「使いの者をあの村にやった。管かん轄かつしている領主とも、すでに話は終えている」

　そう語るルートゥーに、俺は正直驚きを禁じ得なかった。

　思わずフリーズする俺に、混こん沌とん龍りゆうさんは心外だとばかりに唇くちびるを尖とがらせた。

「こう見えて我は千年も生きておるのだぞ？　人間が何をどう思うのかは知っているし、人間のルールも尊重しているぞ」

「いや、でも、お前……その割りにはドラゴンの姿で襲しゆう来らいしたじゃん……」

「あの時は昂たかぶる恋こい心ごころを抑おさえることができなかったのだ」

「やかましい」

　恥はずかしがるドラゴンにチョップを入れて、俺は少しだけ安あん堵どの息を吐はいた。

　根回しができている。ということは、少なくとも合意の上でこの城を建てているということだ。普段こいつのことをわがままだ、唯ゆい我が独どく尊そんドラゴンだと言っている俺も、今回の手て際ぎわにはすっかり感心してしまっていた。

「いや、マジで見直したよ。やればできるやつだったんだな」

「ふふん！　そうだとも！　我は常識も礼節も弁わきまえたドラゴンなのだ！」

　全面的な同意はできないが──。

　まあ、今回ばかりは感服した。俺は胸を張るルートゥーを、そうするに相応しいやつだなと素す直なおに思っていた。

「だけど……よく許可が出たよなあ」

「うむ？」

「いきなり着工してるってことは、それこそ即そく断だん即そつ決けつみたいな流れだったんだろう？　一体どんな交こう渉しようをしたんだ？」

　何でも屋《フリーライフ》には、厄やつ介かいな相手の説得、交渉なんて仕事もある。

　後学のためにも、俺はルートゥーの交渉術を聞き出そうとしてみた。するとルートゥーはますます胸を張り、えへんと自じ慢まんげに咳せき払ばらいをして、

「なに、実に簡単なものだったぞ。金の延べ棒を何本か放ほうり投げたら、野の良ら犬いぬのように飛びついて承しよう諾だくしてくれたぞ」

「は？」

「金に困っていたのだろうな。『私はあなた様の僕しもべであります！　何なりとお申し付けくださいませ！　靴くつを舐なめろとおっしゃってくださいぃ！』などと言っておった。いやあ、快く取り引きに応じてもらえて何よりだった」

「ちょっと待て自じ称しよう常識人」

「ぬわーっ!?」

　俺のアイアンハングを受け、片手で持ち上げられるルートゥー。

　小さな頭を万力のように締しめつけられた混沌龍は、さすがに悲鳴を上げて手足やしっぽをじたばたと暴れさせた。

「あんまり目立つことはするなって言っただろうが……ああ？」

「な、何が悪い!?　純度の高い金きん塊かいにひざまずいて、みんな尻しりを振ふって喜んでいたのだ！　それの何が問題なのだ!?」

「それが問題なんだよ……！」

「ああーっ！」

　ギリギリと音を立てて軋きしむ頭に、ルートゥーはとうとう悲鳴を上げた。

　体をピーンと突つっ張らせて硬こう直ちよくする主あるじの姿に、シャドウ・ドラゴンたちがやにわにざわめきだす。

（思えば家の買収の時もそうだった……）

　隣りん人じんがえびす顔で引っ越こしていったと思ったら、そこにこのルートゥーがメイドを連れてやってきたんだよな。その際に王国にも十分な額を支し払はらっていたと聞いた。

　何のことはない、こいつの交渉術とは「圧あつ倒とう的てきな力で押し通している」だけだ。この場合は圧倒的な財力、それを以もつて相手の首を縦に振らせていた。

　見た目はウィンウィンだろうし、実際、その金で助かる人もいるんだろうけど──。

　このやり方は、貴族でもやらないような強ごう引いんな手法だった。

「な、なぜだ……何が不満なのだ……!?」

「説明すると長くなるが……」

「ならいい！　我は聞かぬ！　我はこの城を完成させるぞ！」

「あっ、おい!?　ちょっと待て！」

「待たない！　タカヒロはそこで見ているがいい！」

　俺の手から逃のがれたルートゥーは、翼つばさを広げてぴゅーと飛び立ってしまった。その後ろ姿をシャドウ・ドラゴンたちが見送っていたが、彼女たちは何事もなかったかのように作業を再開させた。

　俺はひとり残されて、城じよう壁へきのそばで呆ぼう然ぜんと立ち尽くして──。

「あー、あー……おい、ちょっと待ってくれよ……」

　俺の声に返事はない。ドラゴンメイドたちも我関せずの態度で、せっせと建材を運び、せっせと壁かべを組み続けていた。大工顔負けの手際のよさで、見る見るうちに龍の巣ドラゴンズネストが出来上がっていく。

「まあ、ここまで来たらしょうがないけどさ……」

　また独りごちる。そして俺は息を吐くと、

「こっからどうやって帰ればいいんだ？」

　ここは王国中部に位置する場所だ。

　北部にある王都とは、歩いて帰るにはかなり厳しい距きよ離りがあった。




　　　　‐３‐




「だあああ……!!　疲つかれた～……!!」

　その日の夕方、俺はどうにかこうにか自分の家にたどり着いていた。

　シャドウ・ドラゴンを説得し、王都の近きん郊こうまで運んでいってもらって──。

　そこからはずっと歩き通しだ。ルートゥーとのいざこざもあって、肉体よりも精神の方がすっかり参ってしまっていた。

「はあ……ただいま～」

「……お帰りなさいませ」

　力なく玄げん関かんを開けると、そこにはユミエルの姿があった。【コール】で連れん絡らくを入れておいたから、時間を見計らってここで出で迎むかえてくれたんだろう。

　その手に上着を預けながら、俺は重たい足でリビングの中へと向かっていった。

「ふう……」

　また息をつき、愛用の揺ゆり椅い子すに腰こしを下ろす。

　ここでようやく落ち着けて、俺はぐにゃりとした姿勢で微かすかに椅子を揺らしていた。

「……何かあったのですか？」

「あ～……うん。あったというか、何というか……」

　異種族間コミュニケーションの難しさというか──。

　ともかく、俺の常識はルートゥーの常識じゃなかったし、ルートゥーの常識は俺の常識じゃなかったんだ。その辺りのことをなるべく丁てい寧ねいに話すと、ユミエルはこくりとうなずいて自分の考えを述べてくれた。

「……ルートゥーさんは自由奔ほん放ぽうですから」

「ああいうのは唯我独尊とか、暴走機関車って言うんだよ」

　手際よく淹いれられた紅茶をすすりながら、俺はまた悪態をついた。

　しかし同時に、「やってしまったな」という後こう悔かいもある。ルートゥーのやり方は確かに強引だったが、あそこまで強く責めなくても良かったかもしれない。

「どうしたもんかな……」

　俺はきぃきぃと音を立てて椅子を揺らした。

　ユミエルは暖だん炉ろのそばに立ち、前後に揺れる俺のことをじっと見守っていた。

　元々、饒じよう舌ぜつではない俺とユミエルだ。二人きりだと何も話さない時間の方が多い。普段はそれを心地ここちよくも感じるんだが、今の俺にとっては重たい沈ちん黙もくに過ぎなくて、

「……あの方に相談されてはいかがでしょう？」

「え？」

「……老ろう龍りゆうさんです。ルートゥーさんのお目付け役だと聞いています」

「そうだ！　あの人がいたな！」

　しばらく姿を見ていないから忘れていた。

　あの仙せん人にんめいた姿を思い出し、俺は膝ひざを打って立ち上がった。

「あの人ならいいようにしてくれる……はず！」

　亀かめの甲こうより年の劫こう、老龍には年長者としての落ち着きもある。

　彼が間に入ってくれれば、きっとルートゥーの行動も抑えられるはずだった。

「まだ隣となりの家にいるんだっけ？」

「……昼過ぎに通りで挨あい拶さつをしましたが」

「ならいるかもな」

　ちょくちょく山の方に帰っているみたいだけど、今日はどうやら隣の家に滞たい在ざいしているみたいだ。

　それを知った俺は、ハンガーから上着を下ろすとユミエルに言った。

「ちょっと行って話をしてくる」

「……行ってらっしゃいませ」

　うちのメイドに見送られ、俺は外へと出かけて通りを歩いた。目的地である隣りん家か、ルートゥー所有の邸てい宅たくには、ほのかにランプの明かりが灯ともっていた。




　まるで漢方薬の店のようだった。

　ルートゥーの邸宅内にある老龍さんの部屋。二階の奥にある自室に通された俺は、しばしの間、馴な染じみのない光景に見入ってしまっていた。

（なんか中国風だな）

　この世界にも中国のような国は存在する。

　仙人や妖よう怪かいがいる土地で、ゲーム内では度たび々たび訪おとずれたことがある場所だった。

　しかし、その時に見たものより奥深く、薬の匂においや香こうの匂い、それらが相まって、老龍さんの部屋は幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きを持っていて、

「サヤマ殿どの……サヤマ殿？」

「あっ、はい！」

　ぼんやりとしていた俺は、老龍さんの呼びかけにびくりと体を震ふるわせた。

　どうやらお茶を淹れてきてくれたらしい。音もなく入ってきた老人に、俺は斥せつ候こう職らしからぬ態度を見せてしまった。

「やはり珍めずらしいかな？　わしの国ではよくある種類の部屋なんだが」

「そう、ですね。馴染みがあるような、ないような……」

「サヤマ殿は東洋の出だったか」

「はい。だけど、極東も極東、島国の方でしたね」

「なるほど、なるほど……」

　微笑ほほえみながら、老龍さんは俺の対面に座って茶を出してくれた。

　小さな茶器に口をつける。そこでほっと息をついたところで──。

　老龍さんが、俺が持ち込んだ話を切り出してくれた。

「さて……嬢じようちゃんのことだったね？」

「はい。あいつが造っている城についての話なんですけど……」

「うん、うん……あの子も遂ついに、自分の城をなあ……」

「ええ。なんか、いきなり造るって言い出して……」

「ほほ……そうか、そうか……」

　何がそんなに面おも白しろいのか、老龍さんは随ずい分ぶんと機き嫌げんのいい顔をしていた。

　その目はどこか遠くの景色を見ているようだ。その様子におかしなものを感じながら、俺は先へ先へと話を進めていく。

「自分も少し乗り気になったんですけど、ちょっと交こう渉しよう面で問題があって」

「聞いておるよ。随分と乱暴な交渉だったようだの？」

「知ってたんですか!?」

「お目付け役だからのう。そういったことは耳に入るようにしておるよ」

「いや、でも、知っていたんなら……!!」

「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫じゃよ。人界を混乱させないよう、細かいところはあとできちんと調整しておくよ。サヤマ殿は安心しておればいい」

「は、はあ」

「ほほほ……」

　長いひげを撫なでながら、老龍さんは諭さとすように言った。

　その言葉が真実なら、後こう顧この憂うれいはこれで断たたれたわけなんだけど、

「あっ、でも、ちょっとルートゥーと喧けん嘩かみたいになっちゃって」

「そこはふたりで解決すればいい。なに、そう時間はかからんと思うよ」

「そうですかね……？」

「そうじゃよ」

　やはりにこにこと微笑む老龍さん。

　その好こう々こう爺や然とした態度に、俺はどうも居い心地ごこちの悪さを感じていた。

（何か言いたいことでもあるのか？）

　それにしては他意や悪意は感じられず、だからこそ俺は不思議に思っているんだが、

「ところでサヤマ殿」

「あっ、はい！」

「不ぶ躾しつけな質問で申し訳ないのじゃが……」

「ええと、はい。な、なんでしょう？」

「その、なんじゃ。ルートゥーとの夜の生活は……順調かね？」

「いきなりなんだこのジジイは」

　下世話な話を始めた老龍の頭にハリセンの一いち撃げきを喰くらわせた。

　子どものように頭を両手で押さえる老龍に、俺は呆あきれた顔を向けてため息を吐はいた。

「ルートゥーは孫みたいなものなんだろ？　それなのに、夜の生活とか何とか……見境なしのエロジジイか」

「いや、ち、違ちがうぞ！　それは違う！」

「どう違うんですかねえ？」

　慌あわてふためく老龍をジト目でにらみつけながら、俺はハリセンをパン！　パン！　と手のひらに打ちつけていた。

　それを見て冷や汗あせを垂らした老龍は、少し早口で弁解を始める。

「わしはただ、あの子のことが心配で……それに、城を建てるというから、子作りも順調なものとばかり……」

「は？　城と子どもを作るのと、どんな関係があるんですか？」

「なに？　知らんのか？」

「知りませんけど……」

　信じられないという老龍の顔に、今度は俺がたじろぐ番だった。

　その様子から俺が何も知らないのだと察した老龍は、ふむと一声発してから龍の文化について話し始めた。

「龍が自分の巣を作ったり、城を建てたりするのはじゃな。親から独立し、成人となることを意味する」

「え？　でも、ルートゥーって魔まの山に家がありますよね？」

「あれはあの子の両親の巣じゃ。今は不在じゃが、主あるじは別におる」

「なるほど」

　そういえば、と俺は思った。思い返してみれば、ルートゥーはシャドウ・ドラゴンたちから『姫ひめ様』と呼ばれていた。ということは、旦だん那な様、あるいはお館やかた様なる存在がいても何らおかしくはない。

　今回の一件は、その両親から離はなれての独り立ちを意味していたんだ。

（いや、だけど）

　そこになぜ、子作り、夜の営みが絡からんでくるのか。

　それはもしかして──。

「龍が独立するには条件があっての。それは生しよう涯がいの伴はん侶りよを見つけ、心身ともに結ばれることなのじゃが……」

「あああ、やっぱりそういうことかーっ!?」

　老龍が探さぐりを入れてきたのも無理はない。ドラゴンが新しく住居を構えるということは、つまりはそういうことなんだ。ドラゴンからしてみれば、今まさに完成しつつある城は「愛の巣」以外の何ものでもなく、老龍やシャドウ・ドラゴンたちは俺とルートゥーを「すでに結ばれた伴侶」と見ていたわけだ。

　ああ、やることやったんだな、と──。

「ちょ、ちょ、ちょっと止めて、止めてきます……！」

　羞しゆう恥ちに頬ほおを染めながら、俺は件くだんの城へ向かおうとした。しかし、それを引っ張って止められた俺は、たたらを踏ふんで元の位置へと戻もどっていった。

「げ、げほっ！　何するんすか！」

　締しまった襟えり元もとをほぐしながら、俺は老龍の方を見て抗こう議ぎした。

　だけど彼は謝るでもなく笑うでもなく、ただ真しん摯しな顔つきで俺のことをじっと見つめていた。これにたじろぎ、言葉をなくした俺に、老龍は懇こん願がんするように言った。

「あの子には好きにさせてくれんかね？」

「……え？」

　深く、知性を感じさせる黄こ金がね色いろの瞳ひとみに見つめられ、俺は浮うかしかけていた腰こしをゆっくりと下ろした。それに満足するでもなく、老龍はまた、真っ直すぐに俺に言葉を投げかける。

「あの子はかわいそうな子なのだ。箱入りで育てられた挙げ句、両親に置いていかれて、百年もさみしい思いをしてきた。家族の愛情が得られないまま、百年も魔の山で大人しくしていた。それがサヤマ殿と出会って、新しい愛情を見つけて、あのように活いき活きとしておる。両親から離れ、新しい家庭を築こうとしておる。その成長が、わしは嬉うれしくて……」

「それって……」

　俺はルートゥーの両親に会ったことがない。紹しよう介かいされたこともなく、ただ遠いところにいると──それだけ、教えられただけだ。

　あいつの能天気な姿から、当時は深く考えなかった俺だが──。

　今、老龍の話を聞いて、その脳のう裏りにはひとつのイメージが浮かび上がっていた。

　それはつまり、死や、永遠の別れといった──。

「じゃあ、ルートゥーの親おや御ごさんって……」

　おずおずとたずねる俺に、老龍は沈ちん痛つうな面おも持もちでうなずいた。

　やはりそうなんだ。そうだったんだ。意図せず知ったルートゥーの真実に、俺は心が沈しずんでいくような感覚を味わって、

「そうじゃよ。もう百年も『結けつ婚こん千周年記念旅行』に出かけておるのじゃ」

「あいつ、マジでかわいそうですね!?」

　直後、盛大にズッコケた。

「おお、おお、分かってくれたか。そうなのじゃよ、うん。あの子はかわいそうな子なのじゃよ」

「分かりました。分かりましたよ……はあ」

　緩かん慢まんな動作で立ち上がりながら、俺は大きな大きなため息を吐いた。

　それをさして気にも留めない老龍は、俺の手を取り、大きな体をくの字に曲げた。

「両親のことがなくとも、ルートゥーは生来さみしがりやでの。今回のことは先走りじゃったが、あの子に付きあってやってはくれんか」

「うーん……」

　思い当たる節がないわけではなかった。

　日常的なスキンシップ。視界に入っての猫ねこのようなアピール。かまってやると満面の笑えみで喜んで、よく俺に抱だき着いてきていた。

　あれが全部さびしさの裏返しだとしたら──。

　邪じや険けんにするのは、さすがの俺でも躊躇ためらわれた。

「うん……分かりました。しばらくあいつの好きなようにさせます」

「おお、そうか！　そう言ってくれるか！」

「だけど、話はしっかり通しておいてくださいね？　お願いしますよ？」

「うむうむ！　うむうむ！」

　俺の言葉に、老龍は我が事のように喜んでいた。

　その様子に苦く笑しようしながら、俺は城がある方へ視線を向けると、

（さみしがりやのドラゴン、か）

　あの恐おそろしい龍の姿からは想像もできないが──。

　どんな生き物も、外見から心を知ることはできないものだ。

　ルートゥーがかまってほしいと駄だ々だをこねているのなら、遊びに付きあってやって、最後にデコピンを喰らわせてやるのもいいだろう。

　そう思った俺は、あの城のことを思い浮かべながら、そのように考えていた。




　　　　‐４‐




　さて、あれから早くも一週間が過ぎていた。

　ルートゥーは依い然ぜんとして姿を見せなかったが、老龍から聞くところによれば建築は順調、城の完成はもう間もなくらしい。いや、正確には城そのものは完成しているようで、あとはその微び調ちよう整せいに入っている段階なのだとか。

　その割りにはアプローチがないな、接せつ触しよくがないなと気になっていたら──。

　今日の今朝方から、何やら近所におかしなものが現れ始めた。

「………………」

「「「………………」」」

　俺の家の周囲にいるシャドウ・ドラゴンたち。

　人の姿をした影えい龍りゆうたちが、何やら「送そう迎げい」と書かれた札を持って立ち尽つくしている。

　影かげにも似た性質上、その姿は常人の目には映っていないみたいだったが──。

　俺には見えている。はっきりとその姿を映している。だからこそ余計に恐ろしかった。一体彼女たちは、あんな道みち端ばたで何をしているのか、と。

（送迎ってことは、俺を迎むかえに来たんだよな？）

　それにしては声もかけられず、しかし、常に視界に入るように動かれて──。

　そのおかしな行動に、俺はたまらず自分から声をかけてしまった。

「ええと、その……シャドウ・ドラゴンさん？」

「はい！　何かご用でしょうか!?」

「うっ……!?」

　テンションが異様に高い。よく見ると若じやつ干かん目が血走っている。

　徹てつ夜や明あけなんだろうか。目をぎらつかせるドラゴンメイドに、俺は恐る恐る謎なぞの行動の理由について問いかけてみる。

「あの……何かあったのか？　その札は一体……？」

「気になりますか？　気になるのですか？」

「それはまあ。送迎ってことは……城は完成したのか？」

「それはお答えしかねますが……やはり気になるのですね？」

「まあ、うん。ルートゥーから声がかからないなって。ちょっと気になってたんだ」

「「「その言葉、お待ちしておりました！」」」

「ええ!?」

　我が意を得たりとばかりに両手を合わせたシャド子たちは、恭うやうやしく頭を下げて、エプロンドレスの裾すそをふわりと広げた。

「これでようやく、ルートゥー様の城にタカヒロ様をお招きできます」

「タカヒロ様もお待たせしました！」

「は？　どういうことだ？　何か条件でもあったのか？」

「はい。ルートゥー様が『放ほうっておけば、焦じれて向こうから会いに来るのだ』と申されまして……」

「その意を汲くんで、私どもはタカヒロ様からのお声がけをお待ちしていたのです」

「相変わらず面めん倒どう臭くさいなあ、あの混こん沌とん龍りゆうは……」

　千年を生きる龍のくせに、ロマンチシズムの気があるルートゥーだ。

　軽い頭痛を覚えなくもなかったが、俺はあえてその誘さそいに応じることにした。

「ユミィ、お前はどうする？　いっしょに来るか？」

　玄げん関かんを開け、家の中に声をかけてみる。しかし返ってきたのは否定の言葉だ。ユミエルはふるふると首を横に振ふっていた。

「……いえ。まずはご主人さまが一人で訪おとずれるのがいいと思います」

「そうですよ、タカヒロ様。恋こいする乙おと女めのお招きに、女性同どう伴はんはいただけません」

「そんな上等なもんか？　まあ、いいけどさ」

　俺は頭の後ろをガリガリとかいてから──。

　ため息を一つ吐はき、問題のルートゥー城へと向かうのだった。




「マジか……!?」

　シャドウ・ドラゴンに連れられて、はるばる訪れた王国中部。

　何もなかったはずの高台の上には、小さいながらも威い厳げんのある、三階建ての要よう塞さい城が築かれていた。

　周りをぐるりと城じよう壁へきで囲んだ洋風のお城。そこに過度な装そう飾しよくはなかったが、新築とは思えないほど威厳と実用美とを備えていた。

　まるで古城のような、しかし、現げん役えきの砦とりでのような──。

　まさに龍の根城といった城じよう塞さいに、俺はメイドたちに招かれて入っていった。

「ううっ……!?」

　ルートゥー城はハリボテなどではなく、内装も恐ろしいほどに美しかった。

　廊ろう下かはたっぷりとした幅はばで、部屋のひとつひとつは大きく広い。吹ふき抜ぬけの玄関ホールから正面階段を上り、今は二階を案内されている俺は、呆あきれ半分、感心半分で何度も声を上げていた。

「こちらは応接室です。すべての家具をウォールナットで統一しているため、『くるみの間』という名をつけました。同じように、隣となりは『チークの間』、その隣は『桃花心木マホガニーの間』と続きます」

「高級木材で家具をそろえるとか……」

　質しつ実じつ剛ごう健けんのように見え、しかし金を湯水のごとく使って建てられている。

　子どもの思いつきのように贅ぜい沢たく品ひんがちりばめられて、しかし下げ卑びたところがないのはルートゥーのセンスか、シャドウ・ドラゴンたちの尽じん力りよくによるものか。どちらにせよ、ルートゥーの城は鑑かん定てい士しを招けば卒そつ倒とうしかねないものに仕上がっていた。

「うわっ!?　このドアノブ、よく見たら龍金だ……いくら何でも金をかけすぎだろ」

「いえ。ルートゥー様の財産総額からすれば、はした金で済みましたよ」

「マジかっ!?」

「ええ」

　龍の住む山でしか産出されない龍金は、その希少性、上品な輝かがやきから、ただの金よりも高く評価されている特とく殊しゆな黄金だ。その性質から市場には滅めつ多たに出回ることはなく、俺自身、ＶＲゲーム以外ではフランソワの屋や敷しきでしか見たことがなかった。

　そのような素材を、人がべたべたと触さわるドアノブに使うなど──見る者が見れば冒ぼう涜とく的てきだと喚わめき散らしかねない。そういった品がふんだんに使われているルートゥー城の廊下を歩いていると、庶しよ民みん的てきな俺は段々と落ち着きがなくなっていった。

「二階の残りは客間をそろえました。基本構造こそ西洋風ですが、老龍様、タカヒロ様といった東洋の方向けに、和室も用意しております」

「うおお……!?　こ、ここだけ日ノ本の城みたいになってる！」

「岩いわ庭ば家のみなさまには、素材提供に協力していただきました」

「な、なるほどなあ」

　小ぢんまりとした和室にはご丁てい寧ねいにも日本庭園が備わっていて、扉とびら一枚向こうの浴室には総檜ひのき造りの浴よく槽そうが埋うめ込まれていた。

　その部屋の向かい側にはラベンダーの香かおりが漂ただよう洋室があり、キングサイズのベッドを置いてもなおゆとりのあるスペースは、いかにも西洋のそれだった。

「なんかくらくらしてきた……」

　檜やラベンダーの香りを立て続けに嗅かいだ俺は、廊下に置かれた椅い子すに座ってうなだれてしまった。しかしそこでも座りごこちのよさに驚おどろき、もう自分がどこにいるのかさえ分からなくなり始める。

（高級ホテルか！）

　この階に限っては、まさにその感想が正しかった。

「いかがでしたでしょうか？　この城塞は」

「すご過ぎて感覚がマヒしそうだ……」

「過分なお褒ほめをいただきまして、光栄です」

　筆頭シャド子がにっこりとすると、廊下の角で小さな歓かん声せいが上がった。

　他ほかのシャド子もこっそりついてきていたのだろう。ちらりちらりと見え隠かくれする黒い龍りゆう翼よくや尻尾しつぽに、俺はわずかに苦笑した。

「それで、ルートゥーはどこにいるんだ？　やっぱり最上階なのか？」

「いえ。確かに最上階には謁えつ見けんの間がございますが……現在、ルートゥー様はそこにはいらっしゃいません」

「え？　じゃあ、どこで待っているんだ？」

　てっきり玉座にふんぞり返り、にこにこしながら待っているのかと思っていたが──。

　違ちがうのか？　訝いぶかしむ俺に、筆頭シャド子は笑ってこう言った。

「ルートゥー様のお部屋は、地下にあります」

「……は？」

「なんと、地下十階にあるのです！」

「…………は？」

　予想外の答えに俺は凍こおりついてしまった。

　そんな憐あわれな青年に対し、シャド子たちがきゃっきゃとはしゃぎながら寄ってくる。

「サプラーイズ！」

「驚きました？　タカヒロ様、驚きました？」

　やはり徹夜明けのテンションだった。

　はしゃぐドラゴンメイドたちに囲まれて、俺はぎこちなく口を開く。

「えっと……どういうこと？」

「うふふ、地上の城塞は世を忍しのぶ仮の姿」

「ルートゥー城の実態は、地下にこそあるのです！」

　呆ぼう然ぜん自じ失しつの俺に、やはり笑え顔がおのシャド子たちが答えた。

「全十階の迷めい宮きゆう構造！」

「強敵モンスターてんこ盛り！」

「お宝もあるけど、罠わなもたっくさん！」

「「「かかってこいのルートゥー城は、難なん攻こう不ふ落らくの地下要塞城なのです！」」」

　ふふーん！　と鼻を高くして、ふんぞり返るシャド子たち。

　満を持して秘密を披ひ露ろうし、彼女らは実にご満まん悦えつだった。とっておきのサプライズを提供できたことは、奉ほう仕し者である彼女らにとっては何よりの喜びなんだ。

　しかし、それに対するこの俺は──。

「そうか……そういうことか……」

「…………？」

「まあ、平へい穏おんに終わるわけがないよな」

「タカヒロ、様？」

　うつむき、何やらぶつぶつつぶやいている俺に、筆頭シャド子が声をかけてきた。

　しかし俺はそれに答えず、変わらずぶつぶつとつぶやくばかり。

「そうだよな……ドラゴンって隠し通路とか裏ダンジョンとか大好きだもんな」

「え、えっと？」

　返事の代わりに伝わってくる剣けん呑のんな気配に、数人のシャド子が思わずたじろぐ。

　しかしもう遅おそい。自重するかと思いきや、城だけで満足するかと思いきや──。

　まさかダンジョンを造っていただなんてな!!

「大人しくしていればつけ上がりやがって……あのクソドラゴンが……!!」

「「「ひ、ひええ……!?」」」

　ぬらりと立ち上がった俺は、ぼさぼさの髪かみを垂らしたまま暗く笑う。その姿に、シャド子たちの脚あしがぷるぷると震ふるえだした。

　自らの主人にも引けを取らない強者のオーラ。平時であれば好ましく思うそれを、今のシャド子たちは恐きよう怖ふの象しよう徴ちようとして捉とらえており──。

「──おしおきの時間だ」

「「「ひーん！」」」

　俺の全身から放たれる濃のう厚こうな殺気！

　暗い笑みを浮うかべた俺を前にして、シャド子たちは一いつ斉せいに腰こしを抜かした！

　高レベルのドラゴンたちをあわや失禁の危機にさらしながらも、俺は振り返ろうともせず進んでいった。黒いオーラを立ち上らせた俺は、廊下を進み、階段を下り、玄関ホールまで到とう達たつし──。

　そして、鉈なたのようなナイフで勢いよく床ゆか板いたを叩たたき割るのだった。




『ヌオオオオオオオ!!』

『オオオオオオオオ!!』

『オオオオオオオオオオあうん！』

　龍巻模様が刻まれたゴーレムたちは、わずか数ミリの急所にナイフを突つき立てられ、奇き妙みような声だけを残して絶命した。さらさらと崩くずれていくゴーレムたち。砂山のような死体を一いち瞥べつすることもなく、俺は扉を蹴け破やぶり、階下へ続く階段を下りて行った。

「あと九階だ……！」

　足を動かしながら、俺はぼそりとつぶやいた。同時に発動された探たん索さくスキルによって、ルートゥー城の地下は丸まる裸はだかにされていく。

「待ってろよ、ルートゥー……！」

　言うと同時に駆かけだした。今の俺は一いち陣じんの烈れつ風ぷうだ。黒いオーラの残ざん滓しで軌き跡せきを描えがき、ナイフを構えた俺は迷宮内を駆け抜ける。

　斥せつ候こう職を極きわめた俺は、もはや通路や罠を目で確かく認にんする必要がない。脳のう裏りに浮かんだ鮮せん明めいな立体地図に沿って、俺は駆ける、駆ける、駆ける──。

『ギエエエエエエエエエ!?』

『アオオオオオオオオオ!?』

『アバーッ!?』

　弾だん丸がんのように突き進む俺とエンカウントした魔ま物ものは、威い嚇かくや咆ほう哮こうよりも早く断末魔の叫さけびを上げていた。

　的確にのどを切り裂さかれ、あるいは心臓を突かれた魔物たちは、魔素を噴ふき上げながら床ゆかに倒たおれていく。そこでようやく自分の死に気がついた魔物は視線をさ迷わせたが、そこにはすでに敵俺の姿はなかった。

『ギヒーッ!?』

『アアアアッ!?』

　両手にナイフを構え、低姿勢で飛ぶように駆ける俺は、珍めずらしくも本気の力、全身全ぜん霊れいの１００％を発揮していた。レベル２５０の〈パニッシャー〉は、その名の通りに何もかもを裁いていく。俺は影かげさえ残さず、道を塞ふさぐ魔物さえ切り飛ばしていった。

　罠を避さけ、あるいは解除し、宝物などはすべて無視して──。

　そして、俺は驚きよう異い的てきな速さで、わずか数十分で城の最深部に辿たどり着いていた。

「──ここだな？」

　呼吸さえ乱していない。極限の集中力が俺に力を与あたえていた。

　俺は、身の丈たけをはるかに超こえる扉に手をかけて、

「──ここにいるな？」

　目を閉じて、脳裏にこの階のＭＡＰを描く。斥候職のスキルと勘かんは、間違いなくカオス・ドラゴンが扉の向こうにいることを告げていた。

「ク、ククク……」

　俺の目には、きっと暗い炎ほのおが燃えている。

　わがままで、自分勝手で、傲ごう岸がん不ふ遜そんなカオス・ドラゴンへの不満やストレス。それらを燃料にして燃え上がる炎は、俺の体を力強く動かした。

「さあ、待っていろよ……!!」

　ひと呼吸溜ためると──俺は吠ほえた。

「おしおきだ！」

　扉を開け放って飛び込んでいく！　一いつ塊かいの弾丸と化した俺は、部屋の奥に控ひかえるカオス・ドラゴンへと勢いよく突とつ進しんしていき──。

　しかし、予想に反する笑顔にその動きを止めてしまった。

「おい、ルートゥー！」

「うむっ！」

「うごっ!?」

　飛び込んできた俺に、ルートゥーはカウンターのように抱だき着いてきた。

　小さな頭がみぞおちに突き刺ささり、俺は思わず体をくの字に曲げて後ろに倒れる。しかしルートゥーはいっしょに倒れ込み、子こ猫ねこのように愛いとおしげに頬ほおずりを始めた。

「タカヒロ！　待っておったぞ、タカヒロ！」

「お、おい、ルートゥー？」

　堪たん能のうするように肌はだをすり合わせるルートゥーから、薔薇ばらの芳ほう香こうが微かすかに香った。自然と手に触ふれるゴスロリドレスの生き地じはいつもよりも滑なめらかに感じられ、伝わる体温はいつもよりも温かに感じられた。

　その温度に、俺の怒いかりは氷のように溶とけて──。

「いくかぁぁぁああああ!!」

「ぬわーっ!?」

　人形のように軽々と体を持ち上げられたルートゥーは、くるりと体勢を変えられて、うつぶせに俺の膝ひざの上に下ろされた。

「な、何をするのだ!?　再会の挨あい拶さつにしては、少し乱暴だぞ！」

「どの口が言うか、どの口が！　村の近くに巣穴ダンジヨンなんぞ掘ほりやがって……！　この暴君モンスターがっ!!」

「ま、待て！　訳があるのだ！　これには訳が……！」

「やかましい！　今日という今日こそおしおきだーっ！」

「ああーっ!?」

　ルートゥー城最深部に、甲かん高だかい音が響ひびき渡わたった。

　スカートをめくり、ショーツをずり下げ、真っ白な臀でん部ぶに強きよう烈れつな平手を喰くらわせる。ビリビリと肌を震わせる張り手に、ルートゥーは目を見開いて、手足や尻尾しつぽ、龍りゆう翼よくをピーンと伸のばして驚おどろいた。

「いつまでもわがままが通ると思うなよ！」

「や、止やめ」

「問答無用だーーーーーっ!!」

「ひあーーーーーっ!?」

　赤くなりかけている臀部に、おしおき、おしおき、おしおき！

　貴族を買収し、魔物が跋ばつ扈こする迷宮を造るなど言語道断。思い上がったわがまま娘むすめに、俺は教育的指導を喰らわせる。

「世の中にはなっ！　やっていいことと悪いことがあるんだぞっ！」

「ああっ！　ああ～！」

「郷ごうに入っては！　郷に従えよっ！」

「んんっ！　んあーっ!?」

「親はっ！　どんなっ！　躾しつけをしたんだっ!!」

「あああ～……!!」

　断続的に尻しりを叩かれたルートゥーは、もう言葉も出なかった。

　ぐったりと俺のひざにもたれ、四し肢しを弛し緩かんさせて小こ鹿じかのように震えていた。

　それでも「ごめんなさい」の言葉は一度も出ていない。反省の色が見られないと、俺はもう一度手を振ふり上げて、

「うう、ぐすっ。ううう～！」

　ルートゥーが泣きだしたことに気がついて、ぴたりと動きを止めた。

「ひどい。ひどいのだぁ。ぐすっ。尻、尻をぶつなんて、とっ、父様にもされたことはなかったのだぁ。う～！」

　うつぶせのまま、どもりながら泣きじゃくるルートゥー。予想以上の幼さに、俺はたじたじになってしまう。

「な、何だよ。お前が悪いんだからな？　地下迷めい宮きゆうなんて造って……」

「必要だったのだぁ！　敵を迎むかえ撃うつための設備が必要だったのだ！」

　叫びながら顔を上げたルートゥーは、ぽろぽろと涙なみだをこぼしながら俺をにらみつけてきた。その表情に気け圧おされ、俺は続く文句を呑のみ込んでしまった。

「悪神と戦うというから、我われは迷宮を築いたのに～！」

「うう……っ!?」

「なのに、尻を叩かれた！」

「うっ！」

「話も聞いてもらえず、尻を乱打された」

「ううっ!?」

　事実を淡たん々たんと述べる形で抗こう議ぎするルートゥーに、俺は罪悪感を覚え始めていた。

　俺を驚かせるつもりで迷宮のことを秘密にしていたルートゥーが悪い。しかし、話を聞こうともしなかった俺の姿勢にも問題はある。

　怒りと勢いに任せた行動とはいえ、少女の尻を真っ赤になるまで叩くのはさすがにやりすぎだ。ようやく頭も冷めてきた俺は、自らの行動の非常識さを痛感していた。

「す、すまん。俺が悪かった」

「ふーん」

「謝るって……なあ」

「つーん」

　俺が回り込もうとすると、ルートゥーは体を回してまで顔を背そむけた。

　視線さえも合わせたくないのか、少女は腕うでを組んだまま目を閉じて、可愛かわいらしく頬を膨ふくらませていた。

（どうしたもんか……）

　それなりに人生経験を積んできたが、さすがにこういった時にどうすればいいのかは分からない。拗すねてしまった少女をなだめすかす手法など分からないし、舌先三寸で機き嫌げんを取る自信もない。考え込んでも妙みよう案あんが浮うかんでくるはずもなく、俺はすぐに白旗を上げて全面降こう伏ふくの意を見せた。

「なあ、悪かったって。何でもするから許してくれよ」

「……何でも？」

「ああ。俺にできることならだけど」

「じゃあ、その場でズボンを脱ぬぐのだ」

　唇くちびるを尖とがらせたままのルートゥーが、薄うすく目を開けて俺に指示を出した。

　ズボンを脱げということは、同じ辱はずかしめを与えるつもりなのだろう。尻を叩たたかれることまで覚かく悟ごして、俺は潔いさぎよくズボンを脱いだ。

「パンツも脱ぐのだ」

　やはり尻を叩くつもりなんだ。躊躇ためらいがちに尻を出した俺は、すぐにも訪おとずれるであろう衝しよう撃げきに備え、固く目を閉じた。

（カオス・ドラゴンの張り手か）

　きっとキツイんだろうな。死ぬほど痛いんだろうな。

　だけどそれが反省の証あかしになるのなら──。

「さあ、やってくれ」

「うむ！　やるぞ！　すぐにやるぞ！」

　来る！　カオス・ドラゴンの強烈な張り手が、俺の臀部に直撃する！

　尻がスイカのように腫はれあがる一撃が──！

（……来ない？）

　張り手が来ない。代わりに妙な感かん触しよくがある。

　不ふ審しんに思った俺が目を開くと、息を荒あらくしたルートゥーが俺のパンツを下げようとしていて──。

「って、おいおいおい!?　ストップストーップ!!」

　思わぬ展開に悲鳴を上げる。

「まさか！　まさかお前!?」

「ふふふ、そのまさかだ！」

　パンツを引き上げながら、俺は豹ひようのような素す早ばやさで大きく後ずさる。それを不敵に笑うルートゥーが追ってきて、俺はすぐにも壁かべ際ぎわにまで追いつめられた。

「赦ゆるしを得るため、何でもすると言ったぞ？」

「い、いや、言ったけどさ！　俺にできることならって話で！」

「できるぞ。男なら誰だれでもできる」

「そうだけども！」

　目を爛らん々らんと光らせたルートゥーが、俺のパンツを脱がせようと猛もう烈れつなジャブを繰くり出してきた。そのすべてを最小限の動きでかわしながら、俺は何とかルートゥーを思いとどまらせようとした。

「戦いが終わった後は、ここを我らの愛の巣にする予定だったのだ。その予定は早まってしまうが、なに、遠えん慮りよすることはない」

「俺、予定大好き！　まずは悪神を倒たおしてからってレールを敷しこうぜ！」

「なに？　布ふ団とんを敷こうぜ……？」

「わざとらしい聞き間ま違ちがいはよせぇー!!」

　チャンスを逃のがさないルートゥーと、そうはさせじの俺が、迷宮最深部でぴょんぴょんと飛んだり跳はねたりをし始める。宝物庫も兼かねた煌きらびやかな部屋で、割と真しん剣けんな追いかけっこが繰り広げられる。

　諦あきらめればそこでベッドイン。ベイビー爆ばく誕たん待ったなし。

　凶きよう悪あくな龍りゆうから自由な生活を守るための戦いは、まだ始まったばかりであった。
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　知られてはならないことがある。誰にも明かせないことがある。

　それは常識外れのレベルだったり、愛らしい龍人少女の正体だったり、胸の奥に秘ひめた恋こい心ごころだったり──。大小それぞれ、誰もがみんな秘密を抱かかえて生きている。辛つらいことも悩なやめることも、仮面を被かぶって隠かくしている。

　裸はだかのままでは街を歩けないように、みんながみんな、秘密を覆おおい隠して生きている。そうすることで、人は見知らぬ他人とも手を取り合えるのだ。

　だけど、もしも、その仮面をはがされた時、人はどうなってしまうのだろうか？　心の奥底を暴あばかれた時、人は何を思うのだろうか？

　とある少女は恐きよう怖ふに身を縮こまらせた。

　そして、とある青年は──。

「違うんだ」

　十月中ちゆう旬じゆんのグランフェリア。秋風が吹ふき、涼すずしさよりも寒さを感じる日のこと。

　佐さ山やま貴たか大ひろは『ドラゴンが教える！　ハウトゥー教本！』なる本を手にしたメイドと向かい合い、ただただ首を横に振っていた。

「違うんだよ」

「……はい」

「それはだな、老ろう龍りゆうさんに押しつけられた本で……今日にも暖だん炉ろにくべて燃やそうと思っていたんだ」

「……そうですか」

　いつものように、貴大の部屋を掃そう除じしていたのだろう。左手に箒ほうきを持っていたユミエルは、妙に薄い本をめくるでもなく、空いた右手でそれを貴大に差し出した。

「……ご主人さまの私物に手をつけて、申し訳ありませんでした」

　それだけを言い残し、去っていくユミエル。残されたのは顔を赤くしたり青くしたりしている貴大と、扇せん情じよう的てきな女性が表紙に描えがかれた『ハウトゥー教本』。

「違うんだ」

　やっとの思いで口にした言葉は、やはり現実を否定するものだった。

　確かに違う。貴大は何も嘘うそは言っていない。淫いん猥わいな指南書は奥手な貴大を心配して老龍が持ってきたものだし、それを余計なお世話だと思って燃やそうとしたのも本当のことだ。

　ただ、行動が遅おそかったというか、タイミングが悪かったというか──部屋のすみに放ほうり投げていたエロ本を、ユミエルに見られたのは痛つう恨こんのミスだった。

「ああああ……！」

　妙な気き恥はずかしさを感じ、ベッドに倒れ込んで足をバタバタと動かす貴大。

　秘密を暴かれることは、こんなにも辛いことなのだ。朴ぼく念ねん仁じんで通っている貴大にとってもそうだし、まして繊せん細さいな彼女にとってはなおさらそうだ。

　そう、彼女。秘密を抱えたひとりの少女。

　彼女は貴大にさえ明かしていない過去がある。

　知られてはならない。暴かれてはならない。そのためなら、彼女は──。
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「第一回、悪神対策会議～！」

「おおー」

「……ぱちぱちぱち」

　貴大の家のリビングで、何やら奇き妙みような会議が始まろうとしていた。

　議題は読んで字のごとくに悪神への対策に関してだ。押しかけてきたルートゥー、付き添そいの老龍、そして貴大とユミエルはテーブルを囲み、近く訪れるであろう災さい厄やくのことについて話そうとした。

　しかし──。

「とは言っても、あんまり語れることはないんだよな」

「うーむ。相手の出方が分からぬのではな」

「……情報源はご主人さまの親友、その言葉のみですか」

「検討するのも難しいのう。確定情報が少なすぎやせんか」

　開始早々、一同は腕を組んで考え込んでしまった。

　相手の姿も分からない。悪神とはいえ、一体どんな悪神なのかも分からない。

　そもそも来るかどうかも確定していることではないのだ。蓮れん次じや優ゆう介すけがそう言うのならという、ある種の願望のようなもので貴大たちの行動は組まれていた。

「まあ、嬢じようちゃんの城は無む駄だにはならぬよ」

「うむ！　何と言っても我われとタカヒロの愛の巣だからな！」

「いやいや、立派な城だと言いたかったんじゃよ。あれなら別べつ荘そうや避ひ難なん先にも使えると思うての……サヤマ殿どの、そんな目でわしのことを見ないどくれ」

　老龍という名のエロ本ジジイを、ゴミムシを見るような目で見つめている。

　そんな貴大の視線にぷるぷるしつつ、老龍は誤ご魔ま化かすようにほっほと声を上げて笑うのだった。

「しかし、悪神、悪神なあ」

「なんだタカヒロ？　何か気になることでもあるのか？」

「いや、悪神なんだけどさ。実は俺、何度か倒したことがあるんだよ」

「ほほう？」

「俺のジョブは神をも殺す《パニッシャー》だからな。小規模レイド……ああ、いや、乱戦の隙すきを突ついて、二、三回、即そく死し技わざも決めたことがある」

　それはもちろん、ゲームでの話のことだったが──。

　貴大の経験上、そこで通じた技はこの世界でも同じように通じていた。

　だからこそ、なぜあのふたりが悪神を危険視するのか、それがどうしても貴大には分からなかった。

「実際問題、厄やつ介かいな相手ではあるんだけどさ」

「そうさのう。悪神が操あやつる状態異常は、どれも手を焼くものよな」

「ですよね？　だけど軽度なものなら、普ふ通つうに薬や治ち療りようで治せますし」

「……重度のものは難しいのでは？」

「そりゃそうだけど……そうなる前に専門職に治してもらえばいいんだよ」

「……専門職？」

「聖職者だよ。ルードスさんとか、メリッサみたいなな」

　そう言って、貴大はあの桃もも色いろ聖女のことを思い出した。

　自分と同じレベルを持ち、死人でさえ生き返らせようという超ちよう回復スキルの持ち主。

　彼女にかかれば悪神の状態異常も対処できると、貴大は信しん頼らいを持って告げようとして、

「って、あれ？」

「……どうなさいましたか？」

「いや、あのさあ。なんか最近……メリッサと会ってなくない？」

「……言われてみれば」

　最後に会ったのはいつだろうか。貴大は懸けん命めいに記き憶おくをたどり、「闘とう技ぎ場の時にはそばにいたな」と思い出した。

　バイオハザードの際も、何やらメモを残していたが──。

　それは直接姿を見たわけではない。その後にジパニア村、ジパングへの来訪を含ふくめていくと、都合一ヶ月以上も彼女の顔を見ていなかった。

「ルートゥーは最近、あいつと会ったか？」

「いや、会ってないな。しばらく声も聴きいておらん」

「少し前までは頼たのまれなくてもここに来ていたのにな」

「……そうですね。いつも自然な形で交ざっておられました」

「そんなメリッサがいないとなると……」

　少し気になるなと貴大は続けた。もしかすると巡じゆん回かい治ち療りように出かけていて、それが長旅になっているだけなのかもしれなかった。

（でも、それならそれで伝えていくよな）

　単なるすれ違いなのかもしれない。知れば単純な話なのかもしれない。

　しかし時期が時期だけに、どうにも知人の異変について敏びん感かんに反応してしまう。

　貴大はしばらく考え込むと──。

「よし。じゃあ、ちょっと調べてみる」

　そう言って席を離はなれるのだった。




　思い立ったが吉きち日じつ、善は急げというわけではないが、貴大はその日のうちにメリッサに会いに行くことにした。

　考えてみれば、もう一ひと月つき、いや、二ふた月つき近くも顔を合わせていない。超ちよう人じん仲間ということもあり、メリッサの動向は気になるところだった。

「確か……ああ、あったあった」

　街路樹の葉が舞まい散る王都を、秋物のジャケットを着た貴大が軽快な足取りで進んでいく。彼が進む先には、小ぢんまりとした教会があり、やはり小さな鐘しよう楼ろうには、青銅の鐘かねがわずかに風に揺ゆれていた。

　あの教会こそがメリッサの勤め先であり、彼女の住居でもあった。住み込みで教会で働いているメリッサは、よほどのことがない限り、あそこにいるはずなのだが──。

「やっぱり【コール】に出ないな」

　右手を耳に当て、貴大は通話スキルを発動する。しかし、待てど暮らせど反応がなく、貴大はため息を吐ついて手を下ろした。

　ここまでの道のりで、何度か【コール】をかけてみたものの、メリッサは一向に出ようとしない。考えられるのは、仕事中につき【コール】をオフにしているか、どこか遠い場所にいるかだ。

「あいつも大たい概がい、神しん出しゆつ鬼き没ぼつだからなあ」

　ひょっこりと顔を出し、いつの間にかいなくなる。メリッサという少女のつかみどころのない性格を思い出しながら、貴大は教会の戸を叩たたいた。

「すみませーん！」

　教会のドアはいつも開かれている、という話もあるが、こんなに寒い日は閉じられていても仕方がない。そう思わせるだけの寒風が吹く中、貴大は何度かノックを続けたが、

「……あれ？」

　繋つながらない【コール】と同じように、貴大を出で迎むかえる者はいなかった。

　試ためしにドアノブを引いてみたが、鍵かぎがかかっているのか、つっかえたように戸が開かない。中に誰だれもいないのだろうか。

　いや、しかし、教会に？　街の救護院を謳うたっているあの教会に？

　たとえ安息日であっても、誰かしら聖職者がいるはずなのだが──。

「おう、ボウズ。粘ねばっても無駄だぞ」

「え？」

「神父様もいねえ。シスターもいねえ。みんないなくなったんだ」

「いなくなった？　どこに？」

「さあな。オレが聞きてえよ」

　通りかかった職人は、それだけ言い残して去っていった。

　無料で治療を施ほどこしてくれる教会が閉へい鎖さされ、彼も難なん儀ぎしているのだろう。凝こっていそうな肩かたをぐりぐりと回し、初老の男は曲がり角の向こうへと消えていった。

「……メリッサがいなくなった？」

　それも、通知もなく、住み込みで働いていた教会の人員ごと。

　そういったことはあり得ることなのか。もしかしたら、祭事に関かかわることなのかもしれないが──教会の事情に疎うとい貴大にも、何かがおかしいということだけは分かった。

「ちょっと調べてみるか」

　ぼそりとつぶやいた貴大は、さりげない動きで、人ひと気けのない路地へとするりと入り込む。そこで【インビジブル】を発動した貴大は、透とう明めいな姿となって跳とび上がり、音も立てずに鐘楼へと潜もぐり込んだ。

「ん……閂かんぬき扉とびらか」

　鐘楼の床ゆか、そこに鍵穴がないことを確かく認にんした貴大は、木戸の上でするりと手を滑すべらせる。すると、ゴトンと鈍にぶい音が響ひびくと同時に、木戸は下に向かって勢いよく開いた。

　得意げにうなずくでもなく、無感情に教会の中に入った貴大は、そっと戸を閉め、閂をかけなおす。ここまでわずか十五秒。熟練の斥せつ候こう職である貴大にとって、家屋に忍しのび込むなど造作もないことだった。

「さて、メリッサの部屋は、と」

　ただ、若じやつ干かんの後ろめたさを感じ、ついつい独り言を口にしてしまうのが貴大らしさといったところか。実に小市民的な青年である。誰も見ていないというのに、襟えり元もとで口を隠かくそうとする辺り、彼の小心さがうかがえた。

「あれ？　物置……じゃないよな？」

　泥どろ棒ぼうではないが、それに近いことをしている。その焦あせりから、手早くメリッサのことを調べようとした貴大は、すぐにも首を傾かしげることになった。

「ここも……ここもか？」

　それほど大きな教会ではない。三階に並んだ部屋を調べ終わり、二階の治療室、控ひかえ室を調べ終わると、もう見るべきものはなくなってしまう。

　もしやと思い、一階に下りてみるも、そこにあったのは信者が祈いのりを捧ささげる礼拝堂と、神父の部屋だけだった。

「メリッサの部屋がないぞ？」

　どれだけ質素に暮らそうが、人の部屋には生活感というものが生まれるものだ。毎日、そこで寝ね起おきすることによって生まれる、人の営みの痕こん跡せきが。

　それがこの教会のどこにも見当たらない──いや、それどころか、メリッサが使うであろう家具の類たぐいも見当たらない。

　ベッドがない。ドレッサーがない。クローゼットがない。机がない。

　まさか、治療室のベッドで寝起きしているはずもない。いくら人工聖女とはいえ、そこまで常識外れでも、浮うき世よ離ばなれしているわけでもなかった。

「となると、誰かが片づけていったんだろうが……」

　思案気に口元に手を当てて、貴大はしばしの間、考え込んだ。

　教会が不ふ穏おんだと聞いた。メリッサが消えた。そして自分は、今、尋じん常じようならざる事態に気づいてしまった。

「……まあ、調べてみるか」

　考えすぎかもしれない。放ほうっておいても、別段、問題ないことかもしれないが──。

　もしも悪神が関わっていたとしたら、あながち、自分に関係がないわけでもない。

　それに、時に子どものように笑う聖女様が行方ゆくえ不明だと知ると、どうにも落ち着かなくなってくる。

　我われながら馴な染じんだものだと自じ嘲ちようしながら、貴大は鐘楼の木戸に手をかけた。




　この世界をお芝しば居いにたとえると、きっと喜劇なのだと少女は思った。

　そうでなければあんまりだ。笑い話にしなければ耐たえられるものではない。

　自分がしたことを少女は覚えている。自分にされたことを少女は覚えている。吐き気を催もよおすような時間を、少女は覚えている。

　ああいったことができるということは、やはり人間はどこか壊こわれているのだ。

　少なくとも、自分や彼らのような人種は救いようがない。だからこそ彼らは神に祈りを捧げるのだろう。赦ゆるされたくて。罪から逃のがれたくて。

　度し難がたいとはこのことだ。自分を正当化するために神を求めるだなんて。

　純じゆん粋すいではない。そこに真しん摯しな心はない。あるのはドロドロとした我が欲よくだけだ。

　まったくもって救いようがない。きっと終わりが来るまで、自分たちに贖しよく罪ざいの手が差し伸のべられることはないだろうと少女は思った。

「待て。そこのお前、フードを取れ」

　丘おかの上から聖都サーバリオを望む宿場町。

　その路地裏で、ひとりのシスターが憲兵に声をかけられていた。

　防寒着を兼かねた黒いフードローブ。その下から包帯が巻かれた顔が現れ、憲兵はうっと声を上げた。

「お務め、ご苦労様です」

「いや、失礼。その、申し訳ない」

「いえ、いいんです。慣れていますから」

　火傷やけどを負ったのか、魔ま物ものに頬ほおを抉えぐられたのか。

　声は鈴すずを転がすように愛らしいというのに、かわいそうなものだ。憲兵は思わず胸の前で十字を切り、その場を離れようとしたが、

「あの、少しお聞きしたいことがあるのですが」

　と、シスターに声をかけられて足を止めた。

「ええ。自分にお答えできることでしたら」

　若い身空で、顔に傷が残るような怪け我がを負ったのだ。神に祈りたくもなるだろうし、人に頼たよりたくもなるだろう。

　憲兵は、小動物に向けるような保護欲をもって、シスターにできる限りのことをしてやろうと思ったが──。

　即そく座ざに、驚きよう愕がくに身をすくませることになる。

「そうですか。それは……助かります」

　シスターの目が爛らん々らんと光っている。

　赤い瞳ひとみが、妖あやしく、蠢うごめくように輝かがやいている。

　まるで絵画にあるメデューサのようだ。そう思うと同時に、憲兵の体が石のように固まっていく。

「あ、ああ……!?」

　全身に痺しびれが走り、指先ひとつ動かせなくなる。声を上げて助けを呼ぼうにも、喘あえぎ声さえ自由にならない。

　顔に包帯を巻いたシスターが、ゆっくりと近づいてくる。

「大だい丈じよう夫ぶです。体はすぐに動くようになります。ここであったことは……怖こわいことは、みんな忘れてしまいます」

　諭さとすような声。なだめすかすような音調。

「だから……」

　そこに不穏な響きを感じた憲兵は、

「貴方あなたが知っていること、教えてくださいね？」

「～～～～～～～っ!!」

　最後に声にならない声を上げ、意識を失った。




「やっぱり……」

　憲兵を路地裏のすみに寝かせ、包帯を巻いたシスターは──。

　メリッサ・コルテーゼは、足早にその場を後にしていた。

（警備主任が替かわってる。正規でない命令系統がある）

　黒いフードを引き下げながら、メリッサは宿場町を進む。彼女の横手には丘の斜しや面めんがあり、その先には聖都サーバリオがあった。

「やっぱり、まだ生きてたんだ」

　ぼそりとつぶやいて、瞳に剣けん呑のんな光を宿らせるメリッサ。

　それを隠すようにうつむきながら、彼女はゆっくりと歩を進めた。

　宿屋までの道中、思い出すのはかつての日々だ。人工聖女を生み出す工こう房ぼう、あの暗く、虚うつろな場所での凄せい惨さんな記き憶おく。

　いいことなんてひとつもなかった。辛つらく苦しいことばかりだった。だからこそ、自由を得たその日に、跡あと形かたもなく消したはずだったのに──。

　首しゆ謀ぼう者しやがまだ、残っている。中ちゆう核かくとも言える人物が生きている。『人工聖女育成計画』を立ち上げた男が、まだ生きている！

　あの枯かれ木のような老人を思い出すたびに、メリッサの心は怒いかりと憎にくしみにどろりと濁にごった。キリリと小さな音を立て、歯ぎしりをした少女は、憎ぞう悪おに燃える瞳をもう一度聖都に向けていた。

「今度こそ……！」

　変装のため、顔に包帯を巻いていてよかったとメリッサは思った。

　このような顔、誰だれにも見せられない。神様にも、かつて共に過ごした仲間にも──。

　そして、一度は自分を救ってくれた青年あの人にも。

　バレたらきっと嫌きらわれる。自分の醜みにくい部分は隠し通して、あの人に見せてはダメだ。

　笑え顔がおで戻もどれるようにしよう。あの人には、笑顔だけを見せよう。

（だけど、今、この時だけは）

　陰いん鬱うつな目をしたメリッサは、ふっと聖都から視線を外し、今度こそ宿へ戻っていった。
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　サーバリオは極きわめて特とく殊しゆな国家である。軍隊を持たず、畑を耕さず、漁に出なければ獣けものも狩からない。教会の総本山である「聖都」だけがサーバリオのすべてであり、この小さな国は信徒のお布ふ施せによって支えられていた。

　この話を聞いた某ぼう国こくの王は、「さすが教会、清貧であるな」と感心したそうだ。税を求めず、徴ちよう収しゆうせず、パンとワインがあればいいと──まさに聖書の通りではないかと王は思ったのだろう。

　そんな彼も、実際にサーバリオを訪おとずれて腰こしを抜ぬかして驚おどろいたそうだ。背が高く、荘そう厳ごんな建築物の数々。司祭がまとう煌きらびやかな服。饗きようされるのは山海の珍ちん味み、極ごく上じようのワイン、食べ切れないほどのパン。

　千年続く教会の富と栄えい華がを味わって、王は「さすが教会」とつぶやいたそうだ。そんな与よ太た話が残っているほど、今の教会は理想と現実がかけ離はなれていた。

　無理もないことだ。ここには大陸各地から莫ばく大だいな金品が集まってくる。誰でも一度は考えたことがある、「この国のみんなが銅貨を一枚くれれば、すぐにも金持ちになれる」という妄もう想そうが、ここでは現実となっているのだ。

　黄金の光は人心を惑まどわせる。宝物の重みは人の目を曇くもらせる。税金とは違ちがう、お布施という名の「自由になるカネ」。それを手にした時、聖職者は理性を保てるのか。

　教皇はどうか。司教はどうか。司祭はどうか。教えを信じれば、神に祈れば、人は世せ俗ぞくの欲を捨てられるのか。そんなわけがない。満たされたい、救われたいと願う彼らは、聖職者だからこそ間違いを犯おかす。

　現世での救いを！　これは福ふく音いんである！　信徒のため、教会のため、尽じん力りよくしたのならば、多少、甘い汁しるを吸すってもいいではないか。

　そうした欲が積もり積もって出来上がったのが聖都サーバリオである。ここではみんなが狂くるっている。常識は失われ、良識は彼方かなたへ去り、神の恩おん恵けいは遠ざかる。少なくともメリッサはそう思っていた。

「変わらないなあ」

　広さはグランフェリアの十分の一以下だろうか。

　小一時間ほどあれば、ぐるりと外周を回れそうな、小さな小さな聖なる国家。なだらかな丘きゆう陵りようの中ほどに位置するサーバリオは、何年も変わらず威い容ようを誇ほこっていた。

「ほんとに、変わらないなあ」

　信徒のために用意された四階建ての住居、その一室から通りを見下ろしながら、メリッサはため息を吐はくようにつぶやいた。

「聖なる都、サーバリオ……」

　失望や疲つかれの感じられる独り言。

　暗く濁った彼女の瞳は、この街での思い出を映していた。

『みんなー！　ほら、こっちだよー！』

　楽しかった記憶。小さな子どものころの記憶。

　孤こ児じ院いんの庭で走り回った。みんなでいっしょに遊んだ。嵐あらしの夜はシスターに抱だかれて眠ねむった。神様の祝福を感じていたあの日。

『シスター？　ねえ、シスター？　そのお金はなあに？』

　孤児院を巣立った日の記憶。何も知らなかったころの記憶。

　シスター見習いになった。そう思っていた。でも、本当は「出荷」されただけだった。それでも神様を信じたあの日。

『やだよ……やだ！　止やめて！　止めて！』

　辛かった記憶。人工聖女になったころの記憶。

　ダンジョン・コアを埋うめ込まれた時の感かん触しよく。ぞっとするほど冷たい魔素の奔ほん流りゆう。そして始まる実験体としての日々。生まれて初めて、神様の存在を疑ったあの日。

『成功だ。偉えらいよメリッサ』

『君は選ばれた。あのお方もきっと喜ぶ』

『祝福はここに。福音はここに。これこそまさに奇き跡せきである』

　笑う神官たちをメリッサは覚えている。彼らの顔も言葉も覚えている。そして、彼らが自分にさせたことも、みんな、みんな──。

「どうして」

　あれが繰くり返されないように、頑がん張ばったのに。

　腐くさった根を取り除き、教会を正したはずなのに。

　それなのに、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も。まるでそれが正しい道であるかのように、教会は腐ふ敗はいしていくのか。過去はどうして追いかけてくるのか。

　メリッサは、本当に、どうしてなのか分からなかった。

「でも、今度こそ。今度こそ根を断たつ。断たなくちゃ……」

　何のために『あの子たち』は死んでいったのか。

　何のために自分は汚よごれてしまったのか。

　何もかもが分からなくなってしまう。すべてが無意味になってしまう。それだけは嫌いやだ。絶対に嫌だ。嫌だ、嫌だ、嫌だ！

　教会を浄じよう化かしたいという想おもいはあった。しかし、それを上回る妄もう執しゆうに駆かられ、メリッサは気だるげに部屋のドアを開けた。




　Ｇ・Ｇ・ユンバースは立派な憲兵隊長である。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとたくましく、顔は男らしく角ばって、豊かなひげは羽を広げたツバメのよう。剣けんを使わせれば並ぶ者はなく、槍やりを振ふらせれば有う象ぞう無む象ぞうを薙なぎ払はらう。

　聖都を守護する東西南北の宿場町、その憲兵隊長として申し分ない力量を備えている。当然、それに相応ふさわしい品格を伴ともなっており、鎧よろいをタキシードに替かえれば、王城のダンスパーティーでも通用する紳しん士しに早変わりだ。

　このように、Ｇ・Ｇ・ユンバースは立派な憲兵隊長である。

　少なくとも本人はそう信じているし、だからこそ、警けい邏ら中に前後不覚に陥おちいった自分を許せなかった。

（むう、思い出せん……）

　一体、我が身に何が起きたというのか。

　先日、街の通りを威い風ふう堂どう々どう、肩かたで風を切って歩いていた時に、何かを見つけて──。

　その何かがどうしても思い出せない。記憶が見事に抜け落ちている。

　通りを歩いていて、次の瞬しゆん間かんには裏路地で目を覚ました。時間にして三十分ほどの空白だった。無視出来ない記憶の欠けつ如じよに、Ｇ・Ｇ・ユンバースはツバメのようなひげを撫なでてううむと唸うなった。

「あの、すみません」

「むっ！」

　横からかけられた声に、Ｇ・Ｇ・ユンバースはハッとした。

　そうだ、あの時、同じように声をかけられた！　いや、声をかけたのか──順番はどうでもいいが、誰かと言葉を交かわした。それだけは思い出すことが出来た！

　そうだ、そうだ、自分は誰かと話していたのだ──しかし、どこで？　何を？　相手は男だったか、女だったか。歳としを取っていたのか、若いのか。それさえ分かれば、芋いもづる式に記憶がよみがえりそうなのだが──。

「あの～……」

「むうっ!?」

　太い眉まゆをピクピクさせて考え込む憲兵隊長に、先ほどの声の主、黒くろ髪かみの青年が再び声をかけた。それで我に返ったＧ・Ｇ・ユンバースは、姿勢を正し、青年と向き合った。

「ああ、いや、すまない。物思いに耽ふけっていた。許せ」

「はあ」

　憲兵隊長たる者、いついかなる時も放心してはならない。

　いやしくも聖都を守護する役目を持った憲兵だ。直接ではないが、だからといって気を抜いていいわけがない。気の緩ゆるみは風紀の緩み、あまりにだらしない姿を見せていては、憲兵隊を、ひいては聖都の品格さえ辱はずかしめかねない。

　Ｇ・Ｇ・ユンバースはいつもより三割増しの厳いかめしさで、異国から来たと思おぼしき青年に問いかけた。

「それで、何用だ？　何か事件でも起きたか？」

「いやいや、そんな大おお事ごとじゃなくて。ちょっと聞きたいことがありまして」

「聞きたいことぉ？」

　困り事は困り事だったが、憲兵でなくとも解決出来そうなことだった。拍ひよう子し抜ぬけした憲兵隊長は、鼻からふんと息を吐はきながら、さも面めん倒どう臭くさそうに腕うでを組んだ。

「それで、何が聞きたいのだ？」

「いえ、向こうに見える聖都なんですけど……なんか、妙みように物々しいな～、って。前からああでしたっけ？」

「ああ、あれか」

　青年が指差す方には、聖都サーバリオと、その外周を巡じゆん回かいしている重装騎き士したちが見えた。全身を厚い装そう甲こうでおおい、十じゆう字じ架かを模した剣を腰に提さげた彼らは、俗ぞくにテンプルナイツと呼ばれる聖都の自警団である。

　聖都は軍事力を持たないが、自衛力は持つ。そんな言い分によって常じよう駐ちゆうしている騎士たちは、並の騎士など歯が立たないほどの手練てだれという噂うわさだ。

　そんなテンプルナイツがぞろぞろと隊列を成して歩いているのだから、いかにも物々しく見える。なるほど、このような状じよう況きようでは旅人は立ち寄りづらいだろうと、Ｇ・Ｇ・ユンバースはうなずいた。

「要人が訪れているか、もしくは大がかりな儀ぎ式しきが行われているか。そういった時は、ああしてテンプルナイツが護まもりを固めるわけだ。ああなっては、貴様のような旅人は近づくことさえ許されんぞ」

「そうですか……やっぱり、こっそり参拝、ってわけにはいかないんでしょうね？」

「無む駄だだ、無駄だ！　外がい壁へきの代わりに張り巡めぐらされた不可視の結界は、聖職者以外の侵しん入にゆうを拒こばむ！　貴様はそんなことも知らんのか！」

　とんだ物知らずがいたものだと、Ｇ・Ｇ・ユンバースは大きな口を開けてワハハと声を上げて笑った。だというのに、未いまだに未練がましく聖都を見つめる青年に、憲兵隊長はくつくつと笑いながら、冗じよう談だんめかしてこう言った。

「まあ、どうしてもというのなら、地下墓地カタコンベを通って聖都に入るのだな！」

「地下墓地？」

「ああ。街の外れに入り口があるぞ。中に入ると出られないと言われているがな！」

「へ～……」

　一瞬の沈ちん黙もく。その後、

「それは、いいことを聞きました」

　にやりと笑う、黒髪の青年。

　ぞくり、とＧ・Ｇ・ユンバースの背筋が震ふるえた。まるでこの周辺だけ、気温が下がったような、空気が重くなったような、恐おそろしげな感覚を憲兵隊長は味わっていた。

　だが、それもすぐに霧む散さんし、Ｇ・Ｇ・ユンバースがひるんでいる間に、黒髪の青年は駆け足で去っていった。

「すみません、助かりました。じゃ！」

「お、おお」

　右手を上げて、憲兵隊長に礼を述べる青年。平へい凡ぼんそうな彼のどこに、自分は戦せん慄りつを覚えたのか。

　本当に地下墓地を通るつもりなのか？　あの大だい迷めい宮きゆうを？　どこまでも掘ほり進め、改築に改築を重ね、訳が分からなくなった死者の寝ね床どこを？

　バカな。どうかしている。そんなことは不可能だと、子どもでも知っている。立ち入ってしばらくすれば、きっと冗談だと気づく。

　──でも、もしかして。

　──もしかすると、彼なら。

　──このＧ・Ｇ・ユンバースを気け圧おした彼ならば。

「……ふむ、今日も空が青いな」

　Ｇ・Ｇ・ユンバースは立派な憲兵隊長である。

　憲兵隊長は細かいことを気にしない。細かなことに拘こだわらない。

　先ほどは、物を知らぬ若者に一いつ般ぱん常識を教えただけだ。それだけのことだ。地下墓地攻こう略りやくなど、人に話せば笑われてしまうような話だ。

　そう自分に言い聞かせ──でも、ちょっぴり自信がなかったＧ・Ｇ・ユンバースは、なおのこと胸を張って警邏に戻もどった。
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　聖都サーバリオは元々、ひとつの霊れい園えんだったという。

　教会関係者を埋まい葬そうするだけの寂さみしげな霊園。それが今日こんにちのような発展を遂とげたのは、ひとえに聖人の影えい響きよう力によるものだ。

　死後、疫えき病びようを払うという奇き跡せきを起こした聖人アルザーノ。彼が埋葬されたサーバリオには、その威い光こうに縋すがって多くの者が集つどうようになった。彼のそばで眠ねむれば天国に行けるという噂が広まり、小さな霊園は瞬またたく間に拡張されていった。

　地面を掘り返し、広大な地下墓地を用意し、無数の信徒を受け入れるだけの余地を作った。それでもすぐに埋うまってしまう空間を広げるために、教会は無む秩ちつ序じよに地下を掘り進んでいった。

　教会には内ない緒しよで、金持ちのにわか信徒を埋葬する神父がいた。こっそりと地下に潜もぐって穴を掘る民衆がいた。そうした輩やからが加わって、今、地下墓地は教会関係者でも全容をつかめない魔ま窟くつと化していた。

（……まだ新しい）

　シスターとして聖都に入り、そこから地下に潜ったメリッサは、壁かべに埋め込まれた魔石に触ふれていた。

　手のひらから伝わるのは、新しん鮮せんな魔力の残ざん滓し。ほんのりと温かく感じる波動を読み取りながら、メリッサは吹ふき抜ぬけの底を見下ろした。

（いる。ここにいる）

　巨きよ大だいな井い戸どのような縦穴を、壁へき面めんに沿って作られた螺ら旋せん階段を使い、メリッサは一歩一歩、ゆっくりと下っていく。手元の小さな灯あかりしかないというのに、その足取りに迷いはなく、階段を踏み外してしまうかも、という恐れもない。

　それもそのはず、この縦穴は何度も上り下りした場所であり、目を閉じていても底まで行けるほどだった。その事実を忌いま々いましげに思いながら、メリッサは横目で縦穴の壁を見る。

　さすが地下墓地というべきか、四角くくり抜かれた小さな穴には、人間の頭骨が安置されていた。それがいくつもいくつも連なって、まるでここは死の展覧会場のよう──いや、まさしくそうなのだと、メリッサは怒ど気きを強めた。

　この奥に狂きよう気きの実験場、人工聖女を作るための工こう房ぼうがある。そこで罪のない子どもたちが、何十人も、何百人も犠ぎ牲せいになった。

　地下墓地に埋葬されることもなく、ゴミのように処理されたかつての仲間たち。彼女らの顔を思い浮うかべながら、メリッサは長い階段を下り切った。

「絶対に……絶対に許さない！」

　ふつふつと沸わき立つ怒いかりのままに、メリッサは正面にある鉄てつ扉ぴに攻こう撃げきスキルを放った。彼女の手から発せられた聖なる光は、鉄扉を水みず飴あめのようにどろどろと溶とかし、奥へと続く通路を明るく照らした。

　覚えている。忘れるものか。

　左の部屋は素材の部屋。あそこに入れられ、あそこから連れて行かれた。

　右の部屋は神官の部屋。あそこにいる人たちに、実験台にされた。

　そして、正面の大きな部屋は──。

「ゼルゼノンッ!!」

　かつて実験場だった大部屋には、いるはずのない人物がいた。

「……おお、久しいな、メリッサ」

　何もない四角い部屋の中央で、呆ほうけたように立ち尽つくしていた老人。彼こそは人工聖女育成計画の要人であり、メリッサの胸にダンジョン・コアを埋め込んだ張本人であった。

「本当に久しい……どうだ、変わりはなかったか」

「ああああああッ!!」

　親しげに話しかけてくる老人に、メリッサは怒声を返した。

　一体、どうしてそのような態度がとれるのか。自分がしたことを忘れてしまったのか。

　いずれにせよ許しがたい。

　他ほかの者はまだしも、こいつだけは絶対に──絶対に「殺す」。

　メリッサは全身に殺意をみなぎらせ、枯かれ木のような老人に飛びかかった。

「素す晴ばらしい。素晴らしい性能だ。やはりお前は、完成品だ。教会の誇ほこりだよ」

　彼のレベルは１４８。ジョブは《大司祭》。レベルが高いとはいえ戦士職ではないのだ。メリッサの攻撃を受ければ、四発、五発と持たずに絶命してしまうだろう。

　だというのに、逃にげるでもなく、防ぼう御ぎよするでもなく、依い然ぜん立ち尽くしているのはなぜなのか。ぶつぶつと何事かつぶやいている老人に怖おぞ気けを感じたが、メリッサは構わず杖つえを振ふり抜いた。

　しかし──。

「……えっ!?」

　渾こん身しんの一撃を片手で受け止められて、メリッサは困こん惑わくした。

　あり得ない。あり得るはずがない。この老人には、ここまでの力はなかったはずだ。この杖は、メタルゴーレムさえ砕くだくというのに──。

　凍こおりついたメリッサにしわ顔を寄せ、ゼルゼノンがそっと囁ささやく。

「ほう、殺すか。私も殺されるのか。かつてここで斃たおれた少女たちのように」

「～～～～～～～～っ!!」

　他人ひと事ごとのような言葉に、メリッサはカッと燃え上がった。

「お前がっ！　お前がやらせたのにっ！」

　怒り狂くるってゼルゼノンを乱打するメリッサ。その一撃一撃を丁てい寧ねいに受け止めて、老人は空いた手で細く長いアゴを撫なでていた。

「うむ……」

　おかしい。絶対におかしい。ただの人間がここまで持ちこたえられるはずがない。仮にレベルが上がったのだとしても、神官職にここまでの膂りよ力りよくが身につくはずがない。

　いや、そもそも、彼は老ろう衰すいで死んだはず──。

「メリッサよ。私がいない間もよく働いてくれたようだな」

「何を……」

「教会の暗部を暴あばき、関係者の記き憶おくを消し、残された資料をすべて燃やした。それは近々、私がしようとしていたことだ。おかげで手間が省けた」

　ゼルゼノンの言葉に、メリッサの混乱はより深いものになっていく。

　人工聖女育成計画を灰に帰した。それでどうして、礼を述べられるのか。あれは、ゼルゼノンが一命を賭として成し遂げようとしていた計画だったのに。

「もう必要ないのだよ」

　無知な孫を諭さとすように、ゼルゼノンは首を横に振った。

「なぜなら、奇跡はもう起きたから。神の祝福は得られたから」

　達観した表情で、天てん井じようを仰あおぎ、両手を大きく掲かかげて、

「あれはもう、必要ない」

「……っ!?」

　ここでようやくメリッサは気がついた。

　ゼルゼノンがまとうローブの下に、何があるのかを。どうして彼が部屋の中央から動かないのかを。

　露あらわになった二にの腕うでを見て、メリッサは思わず息を呑のんだ。

「それ、は……!?」

「美しいだろう？　これこそ選ばれし者の肉体である」

　美しいなどと、とんでもない。まるでミミズのように蠢うごめくいくつもの筋。ゼルゼノンの腕は、木の根が絡からみ合って出来ていた。

　いや、腕だけではない。ローブの下の彼の肉体は、すべてが古木のようになっている。不自然に揺ゆれるローブと、その裾すそからのぞく幹を見つけ、メリッサはここに来て初めて顔を青ざめさせた。

「まさか、その体……魔物に、取り込まれた……!?」

「違ちがう。取り込んだのだ。偉い大だいな神の御お力ちからにより、私は新たな段階に進んだ」

　陶とう然ぜんとして自分の腕をさするゼルゼノン。彼はそう言うものの、一体、どのような違いがあるというのか。

　膨ぼう大だいな魔素を一度に取り込んだ人間は、時に魔物になることがある。メリッサはそのことをよく知っている。何しろ、ダンジョン・コアとの適合に失敗し、魔物と化した仲間を処理したのは彼女なのだから。

　今のゼルゼノンは、まさしくその状態にある。自意識を保てているのは、彼が言う神の力によるものなのか──いや、そのようなことはどうでもいい。

　仮にも聖職者が、力を求めて魔物に成り果てるなど。やはり、何も変わっていない。

　貪どん欲よくに力を求めて道を外れた大司祭。唾だ棄きすべき存在に、メリッサは今度こそ杖を振り下ろした。

「っ!!」

　聖なる光を込めた一撃に、ゼルゼノンの右腕が砕け散った。

　しゅうしゅうと音を立てて煙けむりを上げる傷口。ゼルゼノンは、しばし、それを見つめていたかと思うと、

「無む駄だなことは止やめよ」

　ずるりと、音を立てて右腕を再生させた。

　ぬらぬらとした木の根が絡み合い、ゆっくりと人の腕や手になっていく。そのおぞましさは神聖さとはほど遠い。

「神の意志に従うのだ。正道に戻もどれ。振り上げた拳こぶしを下ろせ」

「うるさいっ！」

　メリッサが十字を切り、聖なる光を放つたびに、ゼルゼノンの体の各所が千切れ飛ぶ。しかし、老人の体はすぐにも再生していき、元通りになってしまう。

　それでも、ダメージがないわけではない。再生速度の低下を感じ、ゼルゼノンは足元から無数の根を伸のばした。

「聞き分けのない娘むすめだ」

「あううっ！」

　冷れい徹てつなメリッサならまだしも、怒り狂った今の彼女など捕とらえるのはたやすい。猪ちよ突とつ猛もう進しんに攻撃をしかけてくるメリッサを、伸ばした根で縛しばり上げ、ゼルゼノンは彼女を空中へと持ち上げた。

「人の話は落ち着いて聞くものだ。そう教わらなかったか？」

「うるさいっ！　うるさいうるさい！」

　なおも暴れるメリッサに嘆たん息そくし、ゼルゼノンはしばし考え込む。

（さて、どうしてくれようか）

　今は反はん抗こう的てきとはいえ、メリッサは得え難がたい戦力だ。

　ひとりで軍とも渡わたり合える教会の切り札。それをみすみす手放すわけにはいかない。ましてや、出来そこないのように処理してしまうなど以もつての外だ。

　しかし、彼女の手た綱づなでもあったダンジョン・コアはすでに失われている。これは再調整に手間と時間がかかりそうだと、ゼルゼノンは露ろ骨こつに渋じゆう面めんを作った。

（……主においで願うか）

　老衰で果てようとしていた自分を救った神。偉大な力と体を惜おしみなく与あたえてくれた彼女ならば、きっとメリッサのこともどうにかしてくれるだろう。

　ゼルゼノンが、そう考えていた時のことである。

「……む？」

　メリッサを持ち上げていた根が、ふっと軽くなる感かん触しよく。違い和わ感かんを覚えたゼルゼノンが顔を上げると、そこにメリッサの姿はなかった。

　代わりに、彼の正面に立っていたのは──。

「ふー……やっとこさ見つけたと思ったら、何やってんだお前」

　ぼさぼさの黒くろ髪かみ。ひょろりとした体たい躯く。少し猫ねこ背ぜ気味の青年が──この場には似つかわしくない存在が、なぜか地下墓地に立っていた。

「タカヒロくんっ!?　どうしてここに……!?」

　彼に救出されたメリッサが、驚おどろきと戸と惑まどいの声を上げる。

　今回のことだけは知られたくなくて、いつもより念入りに痕こん跡せきを消してきたのに──狼狽うろたえるメリッサに、貴大はあっけらかんと答える。

「教会がごたごたしてるって聞いたから、もしかしてお前が何かしてるんじゃないかと思ったけど……ドンピシャだったな」

「そうじゃなくて……！」

　沸わき上がる焦しよう燥そう感かんに、メリッサは貴大をこの場から遠ざけようとする。しかし、肝かん心じんの貴大はその様子に気づかず、魔物のような風ふう貌ぼうのゼルゼノンと対たい峙じした。

「で、こいつを倒せばいいのか？」

　特に気負った様子もなく、ゼルゼノンにナイフを向ける貴大。その切っ先にちらりと目をやり、老人はゆっくりとうなずいた。

「……そうか、お前が」

　彼のことは偉大なる主から聞いていた。

　この世界の未来を左右する重要な人物なのだと。仮に敵対することがあっても、絶対に殺してはならないと。今の主にとって、唯ゆい一いつ、大事なものなのだと──ゼルゼノンは、そう聞いていた。

　だとすると、ここで戦うのは得策ではないが──。

（あれを捕ほ獲かくし、献けん上じようすれば、主はお喜びになるだろうか。私に更さらなる力を与えてくださるだろうか）

　俗ぞくな考えが、大司祭の心を支配した。

「いや、しかし……」

「うむ？」

「まさか聖都の地下にこんな化け物がいるなんてな」

「化け物？　これは異なことを。化け物なら、お前の後ろにもいるというのに」

「……は？」

　おどけたような仕草で、ゼルゼノンは貴大の後ろを指差した。

　そこには床ゆかにへたり込んだメリッサがいて──彼女は、ゼルゼノンの粘ねばついた視線から、彼が何をしようとしているのかを悟さとった。

「や、やだ！　止めて！　止めて！」

　すくみ上がり、歯を鳴らして震ふるえだすメリッサ。それでも彼女は手を伸ばして、ゼルゼノンを止めようとしたが──大司祭は情なさけ容よう赦しやなく、伸ばした根で壁かべの一部を押した。

「止めてぇぇぇぇえええっ!!」

　メリッサの絶ぜつ叫きようと同時に、部屋のすみからせり上がってくる映像水すい晶しよう。そこから投とう影えいされた映像は、果たして──。

「これ、は……」

　部屋中に浮うかび上がったのは、ここで実際にあった過去の出来事だ。

　ダンジョン・コアを埋うめ込まれる少女たち。彼女らは、急激に供給された魔ま素そに耐たえられず、おぞましい魔物へと変質していく。それを初めのうちは、神官たちが総出で対処していたのだが、

「止めて、見ないで、見ないで……」

　途と中ちゆうから、幼い少女が魔物を処理するようになった。

　否定の声を上げながら、神に赦ゆるしを請こいながら、仲間たちに手をかける人工聖女メリッサ。今、貴大の後ろですすり泣いている少女が、何人もの、いや、何十人もの『出来そこない』を殺していく。

　貴大は魅み入いられたかのように映像から目を離はなせずにいた。メリッサは両手で顔を覆おおい、同じ言葉を繰くり返していた。その様子にほくそ笑えみながら、ゼルゼノンは体の末まつ端たんに指令を送っていた。

　人間の心は脆もろい。動どう揺ようさせることなど、実にたやすい。放心した侵しん入にゆう者たちを縛り上げるべく、ゼルゼノンはゆっくりと包ほう囲い網もうを狭せばめていき──。

「なっ!?」

　秘ひそかに伸ばしていた根を切断され、ゼルゼノンは驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた。

「ぐおっ!!」

　続いて、いくつものナイフが飛んでくる。それらはゼルゼノンの急所に突つき刺ささり、塗ぬられた毒は彼の再生能力を阻そ害がいした。

　流れるような動きで、容赦なく襲おそいかかってくる貴大に、ゼルゼノンは悲鳴のような声を上げた。

「なぜだ……！　貴様には人の心がないのか!!」

　人心掌しよう握あくに長たけ、教会の闇やみに潜ひそんでいた老人だからこそ分かる。

　彼は暗部の人間ではない。人を手にかけることを何とも思わない輩やからではない。メリッサが行った虐ぎやく殺さつに、これから自分が行う殺人に、動揺しないはずがないのだ。

「止めろ！　止めろぉおおおっ!!　貴様は間違っている！」

　支し離り滅めつ裂れつな言葉を放ちながら、同時に根を広げるゼルゼノン。ほんの少しでいい、貴大に隙すきがあれば、きっと縛り上げてやれるのに！

　そう、わずかな隙さえあれば──！

　わずかな隙が──隙があれば──！

「がああアアアアッ!!」

　とうとう脳天を鉈なたのようなナイフでかち割られ、ゼルゼノンは絶叫した。傷口から万ばん能のう感かんが抜ぬけていく。神から授さずかった力が抜けていく。

　そして、自分の魂たましいさえも──。

「なぜだ……なぜ、なぜ……」

　繰り返される疑問にも、貴大は答えない。

　それどころか、メリッサの方へと振ふり返り、ゼルゼノンを一いち瞥べつしようともしない。かつてない屈くつ辱じよくに、老人は怨えん嗟さを込めた大だい音おん声じようを発した。

「愚おろか者めっ！　罪を罪とも思わぬ殺さつ人じん鬼きめっ!!　偉い業ぎようを成さんとする聖人を葬ほうむる罪は重い！　生しよう涯がいをかけて贖あがなうがいいっ!!」

　けたたましく大部屋に響ひびく声。

　そこでようやく振り返った貴大は、きょとんとした顔をした。

「は？　聖人？」

　しげしげとゼルゼノンを見つめる貴大。彼はしばらくそうしていたかと思うと、ひょいと疑問を投げかけた。

「……どこが？」

　嘲あざけるでもなく、皮肉を言うでもない、素そ朴ぼくな疑問。

　それを受けて初めて、ゼルゼノンは異形と化した自分の手を見つめ──。

　呆ほうけたような表情のまま、魔素の粒りゆう子しへと解けていった。




　飛ひ竜りゆうの発着場がある街へと続く道。朝日に照らされた街かい道どうを歩きながら、貴大は、ずり落ちそうなメリッサを背負い直した。

「ねえ、タカヒロくん……」

「ん？」

　虚きよ脱だつしていたメリッサは、そこでようやく口を開いた。

　彼女は貴大の背中から、恐おそる恐る、震える声で問いかける。

「怖こわくないの？　わたしのこと」

「なんでだ？」

「だって！　だって、わたし、たくさん殺した。自分が死にたくないからって、同じ境きよう遇ぐうの子をたくさん、たくさん……」

「ああ、あれな……まあ、お前に責任はないって。同じ状じよう況きようだったら、誰だれだってああすると思う」

「そんなの」

　死んでいった子どもたちへの言い訳にもならないと、メリッサは思った。

　だが、口を開けば陰いん鬱うつなことばかり言ってしまいそうで、それが怖くて、メリッサは口をつぐんでしまった。

（……どうしたもんかな）

　黙だまりこくった少女を背負ったまま、貴大は気まずそうにぽりぽりと頬ほおをかいた。

　そして、しばらく考えた後にこう言った。

「俺、さ。ここに来る前にユミエルにエロ本を見られたんだ」

「……え？」

　いきなり、何を言い出すのだろうか。

　メリッサは思わず目を丸くして、貴大の後ろ頭を見つめる。

「や、あれは俺のじゃねえんだけど……いや、まあ、そんなことはどうでもいいな。とにかく、部屋にあったエロ本が見つかって、すごい恥はずかしい思いをしたんだ」

「うん……」

「でも、ユミエルはそんなの気にしてないかもしれない。いや、あいつのことだから、多分、気にしてない。冷たく聞こえるかもしれないけど、秘密って他人ひと事ごとだからな。本人が思うほど、他人にとっては恥ずかしいことじゃないんだ」

　そこで言葉を切って、貴大はしばらくの間、黙って歩いた。

　朝あさ靄もやが漂ただよう街道を、メリッサを背負ったまま、黙もく々もくと歩いていた。

　そして、しばらくの後に、ぽつりとつぶやいた。

「俺もそうだ。そんなに気にしてねえよ」

　それが彼の結論だったのだろう。貴大は今度こそ口を閉じ、遠くに見える宿場町へと進んでいった。その背中で揺ゆられながら、メリッサは呆あつ気けにとられていた。

　同居人にエロ本を見られたことと、自分の凄せい惨さんな過去が同列にされるだなんて──。

　他ほかにもっといいたとえはなかったのかと、怒いかりよりも先に呆あきれが浮かんできた。

　しかし同時に、人間とはそういうものかもしれないとも思った。墓場の底まで持っていくような秘密も、心の底にしまった大切な思い出も、見る人が見ればくだらないことでしかないのかもしれない。

　逆の立場になって考えてみると、自分も貴大の過去を気にしないだろうなとメリッサは思った。そのことに思い至った瞬しゆん間かん、なんで自分はこのように考えられなかったのだと、おかしな気持ちになった。

　自分の愚かさにうっすらと笑みを浮かべ、

（……そっか）

　やはり、この世界は喜劇なのだとメリッサは思った。

　辛つらいこともあるけれど、悲しいこともあるけれど、最後は笑って幕が下りる。めでたしめでたしでピリオドが打たれる。

　教会の腐ふ敗はいも、凄惨な出来事も、いつか誰かが笑う日が来る。何をやっているんだ、馬ば鹿かじゃないのかと笑われる時代が訪おとずれる。

　そして、人はちょっとずつ学んでいくのだろう。

　そんな遠い遠い未来を想おもいながら、

「ねえ、タカヒロくん……」

「ん？　なんだ？」

「んーん……何でもない……」

　メリッサは今、この瞬間、感じられる温ぬくもりに浸ひたっていた。
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　事が終わった地下墓地。主あるじが消え、訪問者も去り、やがて時間の中に埋もれていくはずだった暗くら闇やみに、ひとりの女が立っていた。

「強くなった。本当に強くなった」

　喪も服ふくに身を包んだ女は、万感の思いを込めてそうつぶやいた。これまでの努力が、苦難の道のりが、その一いつ切さい合がつ財さいが報むくわれたような気持ちを味わっていた。

「よくここまで……」

　反はん芻すうするように思い浮かべるのは、驚おどろきや恐きよう怖ふ、負の心を抑おさえ込んで、傷ついた少女を慮おもんぱかる青年の姿。言葉に惑まどわされず、真っ直すぐに悪を討うつその勇姿。

　四年前に比べて、彼は本当にたくましくなった。体が、ではない。その心が、実に強きよう靭じんなものとなっていた。比べものにならないとはこのことだ。平へい凡ぼんな少年は、一人前の青年へと成長していた。

「会いに行こう。約束の日、また彼に会いに行こう」

　女は零こぼれる涙なみだを拭ぬぐいながら、そう言った。

　青年に──貴大に会いに行こうと、そう思った。

「そして……」

　一瞬、黒曜石のようにつるりとした目をのぞかせて──。

　喪服の女は、地下墓地の闇の中へと消えていった。
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　まだ陽ひが昇のぼらないうちに目が覚める。

　そのまましぱしぱと瞬まばたき。それから、ユミエルはゆっくりと体を起こす。

　もこもことした冬用のスリッパに足を通し、なるべく音を立てないように着き替がえを済ませる。そして、同じ階にある洗面所に入り、冷たい水で顔を洗う。貴たか大ひろは寒い、寒いと言って、いつも温水を使うが、ユミエルは冷たい方が、かえって意識が引き締しまっていいと思っていた。

　とはいえ、体はむやみやたらと冷やすものではない。ユミエルは詳くわしい原理を知らないが、学者であるエルゥも、物知りな老ろう龍りゆうも、揃そろって体を温めることを勧すすめていた。

　なるほど、確かに、秋冬は暖かさが心地ここち好よい。少し贅ぜい沢たくだとは思ったが、ユミエルは一階のリビング、その奥にある暖だん炉ろに薪まきを並べ、着火の魔ま石せきで火をつけた。

　多少の寒さは我が慢まん出来たが、それで風邪かぜをひき、主人に移してもしょうがない。ユミエルは薪に火がついたのを確かく認にんし、今度は台所に移動した。

「ユミィちゃん、おはよう！」

「……おはようございます」

　やかんを火にかけた後、ユミエルは近所のパン屋に買い物に出かけた。

　この辺りにパン屋はここしかない。必然的に、ご近所さんであるカオルとは、毎朝、顔を合わせるようになっていた。

「今日は寒いね～」

「……ですね」

　イースィンドでも南方生まれのカオルは、北部に位置する王都の寒さが苦手だった。空気が冷たい、朝靄がかかる、おまけに潮風が吹ふきつける。まだ秋なのにたまったものではないと、彼女は服を何枚も重ねて着ていた。

「うひ～、早くパン買って帰ろう！」

「……そうしましょう」

　羊のように丸々と膨ふくらんだカオルは、少し動きにくそうにパン屋へと向かった。

「む、む、む……」

　カオルに続いてパンを買い、家に帰ってきたユミエルは、リビングに這はいつくばった何かを見つけた。

　黒く、大きな毛虫のようなそれは、ずりずりと音を立てて床ゆかを這い、ゆっくりと台所へと向かっている。そんな奇き妙みような生き物に、ユミエルは焼きたてのパンを差し出し、次いで、手早く淹いれたお茶を差し出した。

「むぐっ、むっ、むっ！　んごっ！　ごっごっごっ！」

　実に下品な音である。

　食事というよりは、まるで排はい泄せつ物をひり出しているような、恥はじも外聞もかなぐり捨てたような音。それを発していた怪かい物ぶつは、白パンをふたつ、くるみパンをひとつ、瞬またたく間に胃の腑ふに収め、満足げに息を吐はいた。

「ふうー……いやあ、助かったよ、ユミエル君」

「……それはようございました」

　毛虫のお化けと思われたそれは、なんと天才エルゥと謳うたわれた女性だった。

　研究が第一で、人間として大事な部分が欠落していると思おぼしき彼女は、限界が訪れるまで自分の空腹に気づかないことがままある。今回もそのケースだったのだろう。この家にご飯をたかりに来たはいいものの、途と中ちゆうで力ちから尽つきた、と。

「いつも世話になっているね。あ、これ、お詫わびの品だ。私が改良したものだがね。役立ててくれたまえ」

「……ありがとうございます」

　腹をさすりながら、暖炉前の揺ゆり椅い子すに座ろうとしていたエルゥは、今、気がついたとばかりに白衣のポケットからさくらんぼ大の魔石を取り出した。

　紅あかく、つるつるとしていて、ほんのりと温かい。見た目と質感は風ふ呂ろを沸わかすための魔石に似ているが──エルゥの手が入っている以上、油断は出来ない。

　彼女が持ってくるものは、市し販はん品とは一線を画した性能のものが多いが、時々、とんでもないハズレも交ざっているのだ。

　後で貴大に鑑かん定ていしてもらおうと、ユミエルは魔石をポケットに入れた。

「すー……すぴー……」

　ユミエルが朝食の準備を進めている間に、エルゥは暖炉の前で寝ね息いきを立てていた。あの痩やせぎすな黒くろ髪かみエルフは、貴大が愛用している揺り椅子が大のお気に入りである。隙すきを見てはあの位置に収まり、ああして仮か眠みんを取ったり、論文を読んだりしている。

「むにゃむにゃ……」

　今日は揺り椅子を奪うばい合う相手もいない。彼女はそのままにしておこうと思い、ユミエルは手元の鍋なべに視線を落とした。




　店主がいないとはいえ、平日に店を閉めることはない。

　午前九時ごろ、ユミエルは一階事務所のカーテンを開き、何でも屋《フリーライフ》を開店する。何でも屋の仕事は、基本的にその日のうちに終わるものが中心となるため、開店からしばらくは手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまう。

　今は抱かかえ込んだ案件もない。だからといって気を抜ぬくことは出来ない。困った事情を抱えた客が、いつ何時、扉とびらを開くか分からない。そうした人、すべてに対応出来てこそ、何でも屋はひとつの商売として成り立つのだ。

　ユミエルは開店直後だからこそ、より一層気を引き締めて、自分の仕事机に向かった。すると、真しん摯しな彼女に応こたえるかのように、カラン、コロンとベルが鳴り──。

「……いらっしゃいませ」

　出入り口へと振ふり返り、ユミエルはきっちりとした所作で頭を下げた。すると、彼女の頭の、ずっとずっと高い位置から、明るい声が降ってきた。

「わんっ！」

「……クルミアさんでしたか」

　店の入り口に立っていたのは、ユミエルもよく知る犬いぬ獣じゆう人じんの少女だった。

　ベビーブロンドの短い髪と、垂れた犬耳、ふさふさとした尻尾しつぽ。厚手のジャケットは着ているものの、秋冬でも好んでショートパンツをはいている彼女は、まさしくクルミア＝ブライトその人であった。

「……今日はここでの仕事ではありませんね。お仕事の依い頼らいですか？」

「ううん。タカヒロにね、会いに来たんだけど……いない、ね？」

　くんくんと鼻を動かして、貴大の匂においを捜さがすクルミア。

　犬獣人は鼻が利きくというが、彼女のそれは格別だ。この場から感じられる匂いだけで貴大の不在を看破したクルミアは、少し寂さびしそうに尻尾を垂らした。

「……ええ。ご主人さまは遠方へ出かけております。お戻もどりがいつになるかは、はっきりとは分かりません」

「わう」

「……何か言こと伝づてがあればうかがいますが」

「ううん、いいの。顔を見に来ただけだから」

　ぷるぷると頭を振ったクルミアは、にっこりと笑って《フリーライフ》を出ていった。

「じゃあ、お仕事、がんばってきまーす！」

「……行ってらっしゃいませ」

　元気よく手を振るクルミアにお辞じ儀ぎをして、ユミエルはその後ろ姿を見送った。

（お仕事。クルミアさんも、大人になられましたね）

　出会ったばかりのころは、まだ言葉が上手うまく話せず、孤こ児じ院いんの手伝いも満足に出来なかったと聞く。それが今では多くの仕事を任されるようになり、年少組のお世話も上手にこなせるようになったそうだ。

　人間は成長する生き物である。特に子どもはそうだ。顔を合わせるたびに、ちょっとしたところが変わっていることに気づく。

　そう考えてみると、自分はどうなのだろうか。

（わたしも、そうなのでしょうか）

　自分では気づきにくいものだが、人から見ると、ユミエルも成長しているのだろうか。二年前の冬、この家にやってきたころに比べ、少しは成長出来ているのだろうか。

（少なくとも、この家は変わりましたね）

　つい先日、事務所の壁かべ紙がみを張り替かえてもらった。以前は味気ない色だったが、今は温かみのあるクリーム色になっている。どちらかと言えば、ユミエルは今の壁紙の方が良く思え、壁紙ひとつで随ずい分ぶんと変わるものだと感心さえしていた。

（わたしも変わらなくてはいけませんね）

　そのためにも、仕事に励はげまなければならない。

　ただ漫まん然ぜんと生きていては駄だ目めだ。様々な体験を経て人は磨みがかれ、成長するのだとルートゥーも言っていた。だとすれば、何でも屋の仕事ほど相応ふさわしいものはない。そうユミエルは信じ、背筋をピンと伸のばし、ドアが開かれるのを待ち続けた。

　すると、十分もしないうちに再びベルが鳴り──。

「……いらっしゃいませ。何でも屋《フリーライフ》へようこそ」

　ユミエルは丁てい寧ねいに、しかし、いつものように無表情に訪問者へと頭を下げた。




「今日はもう、帰って来そうにねえな」

　夕食の席でそう漏もらしたのは、赤毛の女冒ぼう険けん者、アルティだった。

　健康的に日に焼けた彼女は、やや行儀悪くスプーンをくるくると回して、曲芸のようにコップの中へと投げ入れた。それから頭の後ろで手を組んで、面おも白しろくなさそうに後ろに倒たおれようとする。

「せっかく差し入れを持ってきたってのによ。忙せわしないやつだぜ、ったく」

　ギシギシと音を立て、後ろに倒れるか、倒れないかで椅子のバランスを取るアルティ。言葉通りに仏ぶつ頂ちよう面づらをする彼女に、ユミエルは頭を下げた。

「……申し訳ありません。ご主人さまがお戻りになった際は、すぐにご連れん絡らくを差し上げますので」

「ああ、いいんだ、いいんだ！　別にそこまでしてもらわなくていーって！」

　慌あわててアルティはテーブルに身を乗り出して、ユミエルの頭を上げさせようとした。

「肉にく串ぐしぐらい、また持ってくるって」

　そう言う彼女の手の脇わきには、皿に盛られた羊肉の串くし焼やきがあり、そしてそれはどこか不ふ揃ぞろいで、少しだけ焦こげていた。きっと彼女が自分で焼いたのだろう。人の機き微びには疎うといユミエルにも、それはよく分かった。アルティが貴大を驚おどろかせようと、連絡もなしにこの家に来たのだということも。

「それじゃな。晩飯、ごちそーさま」

「……はい。おやすみなさいませ」

　結局、串焼きはユミエルとアルティが食べることになった。それでも余った串焼きはスープにでも使えばいいと、そのまま置いていかれた。アルティがいなくなった後、夕食の片づけをしながら、ユミエルは串焼きをちょっとかじる。

（上達されましたね）

　以前の冒険者サンドと比べれば雲うん泥でいの差だ。

　あの酷ひどい味を思い出しながら、やはり人間、成長するものだと、ユミエルは何度もうなずいていた。

「…………………………」

　さて、食器を洗い終えてしまうと、いよいよすることがなくなった。

　貴大がいれば、彼にお茶を淹れたり、いっしょに映像水すい晶しようを見たりするのだが──ひとりではどうにもそんな気分になれない。

　せめてルートゥーがいてくれれば、話し相手にもなってくれるのだろうが、彼女は先日出来たばかりの城に赴おもむいている。今晩はもう、ひとりで過ごすしかない。別にそれは苦ではないし、どうということではないのだが、

（ご主人さまは、どこで何をしているのだろう）

　ひとりでいると、どうしても貴大のことを考えてしまう。

　明け方のエルゥのように、貴大愛用の揺り椅子で揺られながら、ユミエルは最近、忙いそがしくしている主人のことを思い浮うかべた。

（何だか物々しくなっていますが……何か、関係があるのでしょうか）

　ユミエルは貴大の理解者のようでいて、その実、多くのことを知らない。彼が異世界人であることも、かつて元いた世界に戻ろうとしていたことも、何も、何も、知らない。

　貴大は、家ではそれほど多くは話さない。だから、ユミエルは想像力を働かせ、不足を補おうとするのだが──。

　考えても考えても、貴大のことだけはよく分からなかった。

　どうして自分を買ってくれたのか。どうして自分をメイドにしてくれたのか。どうしていっしょに暮らしているのか。どうして教えてくれないことがあるのか。暖だん炉ろの中で揺らめく炎ほのおを見つめながら、ユミエルはぼんやりと、そのようなことを考えていた。

　すると、唐とう突とつに玄げん関かん扉とびらが開く音がして、

「うひー、さみぃー！」

　ドタドタと、何やら騒そう々ぞうしい足音が聞こえてきた。

「……ご主人さま」

　これだけはよく分かる。貴大が帰ってきたのだ。

　ユミエルはサッと揺り椅子を離はなれ、エプロンドレスのしわをパンパンと叩たたいて伸ばし、リビングのドアへと近づいた。

「おーい、帰ったぞー」

　廊ろう下かから近づいてくる声。紛まぎれもない貴大の気配に、ユミエルはにこりともせずにドアノブに手をかけた。そして、彼女は、

「……おかえりなさいませ、ご主人さま」

　と主人を出で迎むかえる。

　いつも通りの光景。いつも通りの挨あい拶さつ。

　これだけは変わらず、ずっと続いていくのだろうなと──。

　少なくとも、ユミエルはそう思っていた。
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　邪よこしまなる神は数いれど、悪神ほど性質たちの悪い神は存在しない。

　彼らが司つかさどるのは状態異常。【怒いかり】【混乱】【毒】【麻ま痺ひ】【魅み了りよう】。その他、様々な状態異常に合わせて、それぞれ一柱の神がいる。

　灼しやく熱ねつの悪神カーリーは、燃える【怒り】を【憤ふん怒ぬ】に変えて、生き物を闘とう争そうの渦うずへ引き込んでいく。汚お泥でいの悪神オールド・ワンは、無限の【呪のろい】を【呪じゆ怨おん】に堕おとし、人間の心も魂たましいも汚お染せんする。

　歴史の陰かげに現れては、そのたびに悲劇を起こすと言われる悪神たち。彼らに共通するのは、強化された状態異常を操あやつることだ。その毒どく牙がにかかったら、自決を選んだ方がいいとまで言われる恐きよう怖ふの神々。悪神という存在に、いつの時代の人々も悩なやまされてきた。

「悪神は厄やつ介かいな輩やからじゃよ。隙すきを見せるべきではない」

「うん、そうだね。もしも深く状態異常にかかったら、わたしでも治すのは難しいよ」

「混こん沌とん龍りゆうたる我われにはそのようなもの、通じはせんが……人間には手に余る害毒だ。気を抜ぬくではないぞ」

「そうだね。気をつけようね、タカヒロくん」

「あ、ああ」

《フリーライフ》の住居部分、そのリビングでは実力者による第二回悪神対策会議が開かれていた。貴大、ルートゥー、メリッサ、老龍。いずれもレベル２５０という猛者もさたちは、炬こ燵たつを囲んで真しん剣けんな表情で話し合っている。

　ピリピリと張りつめた空気の中では、さしもの貴大も緊きん張ちようした様子だ。額に汗あせを浮かべ、ゴクリと唾つばを呑のみ込んでいる。

「一対一でやり合ったら、ドラゴンと悪神、どちらが強いんですか？」

「我だな！」

「そうさのう。状じよう況きようにもよるが、十中八九、勝てると思うよ」

「頼たのもしい！　ね、タカヒロくん！」

「あ、ああ」

　強力な状態異常に頼たよる分、悪神は純じゆん粋すいな戦せん闘とう能力では龍に劣おとる。

　決して油断や増長ではなく、ルートゥーや老龍はやり合って勝てると確信していた。なにせ、長い人生の中で、悪神とは何度か戦ったことがあるのだ。そのすべてに勝利してきた経験者たちの言葉は重い。

　だというのに、貴大の表情は硬かたいままだ。一体、どうしたというのだろうか。心配になったメリッサとルートゥーが、彼の顔をのぞき込むと、

「……だー！　べたべたくっつくなーっ！」

「「わーっ!?」」

　貴大は両りよう腕うでを振ふり上げて、そこに抱だきついていた少女たちを振り解ほどいた。

　勢いに押されたメリッサとルートゥーは、ころころと畳たたみの上を転がって、ぽすっと音を立てて壁かべにぶつかった。

「何をするのだ、酷いではないか」

「そうだよ、タカヒロくん。ちょっと痛かったよ」

　唇くちびるを尖とがらせた少女たちは、はいはいをしながら元の位置へと戻もどってくる。

　すなわち、貴大の両りよう隣どなりへと──。

「なんでここなんだよ！　両サイドが空いてるだろ!?」

「都会の寒さが骨身に沁しみてな……人ひと肌はだが恋こいしいのだ」

「ちゃんと暖だん房ぼうは利きいてますぅーっ！」

　暖炉にくべられた薪まきを指差し、貴大はルートゥーを斜はす向むかいへと押しやった。

「仲良きことは美しきかな、って言うよね？」

「過ぎたるは及およばざるがごとしとも言うぞ」

　すり寄ってくるメリッサをくるりと回転させ、貴大はそっと彼女を遠ざけた。

「むー！　けち臭くさいぞ、タカヒロ！」

「そうだよ。みんなで仲良くしようよ」

「あー、もー！」

　少女たちに抱きつかれ、もみくちゃにされる貴大。彼は真剣に悪神について話そうと思ったのに、一体、どうしてこうなるのか。ルートゥーはともかくとして、メリッサはここまで積極的だったか。

　いくつもの疑問を浮かべながら、貴大が何とか少女たちを引きはがそうとしていると、老龍が下世話な笑え顔がおで耳打ちをした。

「教本が早さつ速そく役立ちそうじゃの？」

「うるせえぞジジイ!!」

　鋭するどく放たれた丸い煎せん餅べい。それはチャクラムのように飛ひ翔しようして、カッと高い音を立てて老龍の額に突つき刺ささった。




　さて、そんなドタバタの一方で──。

　ユミエルは《フリーライフ》の仕事を淡たん々たんとこなしていた。

　着るごとにくたびれる衣服。毎日口にする食べ物。月々、持ち家にかかる資産税。そうしたものを賄まかなうためには、労働に勤いそしみ、対価を得なければならない。

　しかし、店主である貴大は別件で忙しそうだ。彼がのっぴきならない事情を抱かかえているのであれば、自分がその分、頑がん張ばるべきだろう。

　恩返し、というわけではないが、ユミエルはいつにも増してやる気を見せていた。

「……お届け物です」

「ん？　メイドさん？」

「…………」

「まあ、いいや。サイン、ここでいい？」

「……はい」

　サインを受け取り、それと引き換えにして小包を渡わたす。

　今日の仕事は荷物の配達だ。大手が嫌いやがる細々としたもの、それをまとめて引き受けては街の各所に配っていくのだ。

　手間はかかるが報ほう酬しゆう的には悪くない。素早くこなせば店の評価にも繋つながるだろう。

　そう考えたユミエルは、いつもより足早に中級区の街を巡めぐっていた。

（この調子でいけば、夕方までには終わるかもしれない）

　すでに鞄かばんは軽くなっている。中にあるのは手紙が一枚、小箱がふたつ程度だ。

　本来であれば明日、明後日あさってに回しても問題ない荷物なのだが──。

　中ちゆう途と半はん端ぱは性に合わない。時間があるなら今日のうちにも済ませるべきだ。

（それがお店の、そしてご主人さまのためにもなる）

　静かなやる気を心に秘めて、ユミエルはよいしょと鞄を肩かたにかけ直した。

　そしてやはり足早に、路地から通りに抜けようとして──。

　そこで、出会い頭がしらに誰だれかとぶつかってしまった。

「きゃっ!?」

　短く声を上げる少女。その手からいくつかの紙かみ袋ぶくろが落ち、服やスカート、装飾品等が石いし畳だたみの上に滑すべり出てくる。少女自身も尻しりもちをついていたようで、彼女は「あたた」とつぶやきながら痛みで顔をしかめていた。

「……大丈夫ですか」

　手を差し伸のべながらユミエルがたずねる。

　しかし少女は歯は噛がみをして、キッと彼女をにらみつけたかと思うと、

「ちょっとあんた！」

「…………」

「どこに目をつけて……？」

　そこでゆるりと言葉が止まった。怒いかりの表情も消え失うせて、少女はぽかんとユミエルのことを見上げていた。

　対するユミエルも動きを止めて、少女のことを見つめながら、

「……フェアさん？」

「ユミエル？」

　お互たがいに呼び合う少女と少女。なんてことはない、どちらも見知った相手だったのだ。

　年のころは十六歳ほど、髪かみの毛にウェーブがかかった、やや吊つり目の少女は、ぶつかった相手がユミエルだということに気がついて、気安げに笑いかけてきた。

「奇き遇ぐうね。なに、仕事中？　あんたも大変よね」

　そう言って立ち上がる少女。人間のような姿に見えるが、彼女はれっきとした妖よう精せい。妖精三さん姉し妹まいの長女、フェアだった。

　彼女は両手を地面に向けると、魔法で荷物を拾い集めながらぼやき始めた。

「あーあー、もう。散らばっちゃって」

「……申し訳ありません」

「ああ、いいって、いいって。わたしも急いでたし、ぶっちゃけ前見てなかったからね」

　笑いながら、フェアが荷物を集め終えると──。

　タイミングよく、残りの姉妹たちも姿を現すのだった。

「姉さん！　姉さん、急がないでください！」

「そうだよ～。せかせか歩かないで～」

　思わぬところでの、思わぬ人との再会。ユミエルが内心驚おどろいていると、やはりというべきか、妖精三姉妹の次女と三女もやってきた。

「まったくもう、お菓か子しは逃にげませんよ……って、あら？」

「ユミィちゃん～？　あ、ユミィちゃんだ～」

　眼鏡めがねをかけた理知的な少女と、幼さが残る柔やわらかな雰ふん囲い気きの少女。

　フェアと同じく人間の大きさになってはいるが、彼女らは間違いなく、次女ピークと三女ニースだった。

「どうしてユミエルさんがここに？」

「フェア姉が呼んだの～？」

「違うわよ。今、ここでばったり出会ってね。わたしも驚いてたところなの」

　人間大になっても、三姉妹の姦かしましさは変わらない。いや、むしろ、増したというべきか、彼女らは合流した途と端たんにわいわいと騒さわぎ出す。

「久しぶり～。元気だった～？」

「ご無ぶ沙さ汰たしていました。今日は配達のお仕事ですか？」

「ちょっと！　押さないでよ！」

　ユミエルの前で、騒そう々ぞうしくじゃれ合う妖精三姉妹。それを無表情に見つめながら、ユミエルは懐なつかしさを感じていた。

　思えば彼女らには世話になったものだ。貴大との関係に悩んでいた時はアドバイスをもらい、その他ほかの悩みも聞いてもらった。あれはもう、半年近くも前の話だろうか。

（少し不義理でしたね）

　忙いそがしさにかまけてフェアリーズ・ガーデンからは足が遠ざかっていたが、ここで会ったのも何かの縁えんだ。彼女らとお茶を飲みに行き、そこで旧交を温めるのも悪くはない。

「……みなさん、これからどちらに？」

「ああ、それそれ！　これからさぁ、お菓子が美味おいしい喫きつ茶さ店てんに行くところだったのよ。もちろん、あんたも来るわよね？」

「ちょっと、姉さん！　ユミエルさんにも都合があるのですよ！」

「でも～、美味しいものはいっしょに食べたいな～」

　やいのやいのと話し合う妖精三姉妹の勢いに、ユミエルは少しだけ目を見開いた。そして、こういう人たちだったなと、やはり懐かしく思いながら、

「……大だい丈じよう夫ぶです。是ぜ非ひ、ごいっしょさせてください」

　と、こくりとうなずいた。




　　　　‐３‐




　閑かん静せいな住宅街の中にひっそりと佇たたずむ、一いつ軒けんの小ぢんまりとした店。

《ノワゼット》という名の喫茶店に、ユミエルと妖精三姉妹の姿があった。

「ここね。わたしの行きつけなの」

　得意げなフェアは、内装の趣しゆ味みの良さも、マスターの清潔な身なりも、店内に漂ただよう紅茶の香かおりも、すべて自分の手て柄がらであるかのように語る。

「マスターのお菓子はすっごく美味しいんだよ～」

「お茶もいいものがそろっています」

　続くピークとニースの言葉に、ユミエルはただうなずくだけだった。

　喫茶《ノワゼット》がいい店だということは、もちろん彼女も知っていた。何しろ、貴大や知人、友人に連れられて何度も訪おとずれたのだ。ここで仕事を手伝ったこともある。お菓子やお茶の美味しさなど、言われるまでもないことだった。

「マスター、いつもの。彼女にも同じものをね」

　気取ったフェアが、ツンとすまして指を鳴らした。

　カウンターの中で食器を洗っていた壮そう年ねんの男は、それを受けて、ただにこやかにうなずいた。もちろん、彼もユミエルが常連であることは知っているのだが──それを指し摘てきしては、フェアが赤あかっ恥ぱじをかいてしまう。

　だからこそユミエルとマスターは沈ちん黙もくを選んだ。実に優やさしい世界であった。

「でさ、最近どうなの？」

　注文を終えたフェアが、突とつ然ぜん、こう切り出してきた。

　マイペースな少女である。肝かん心じんな単語が抜ぬけ落ちている話に、当たり前であるが、ユミエルはついていけなかった。

「あいつとのことよ、あいつ。タカヒロとかいう、あのニンゲンとの話！」

　小首をかしげるユミエルを、じれったそうにフェアが煽あおった。甘いもの以上におしゃれや恋こいバナを好む彼女は、先ほどからそのことばかりが気になっていた。

「……ご主人さまとのこと、ですか？」

「そ～そ～」

「同居を始めて、もうすぐ二年が経たつのですよね？　もちろん、進展があったと思いますが……どうなのでしょうか？」

　それぞれ違う個性を持っているように見えて、やはり似たもの姉妹ということなのだろうか。長女に追従し、ユミエルをせっつき始めるニースとピーク。

　向かいから、また、隣となりからも顔を寄せられて、ユミエルは、

「……おかげさまで、平へい穏おんに暮らしております」

　感謝を込めて、妖精三姉妹に頭を下げた。

「「「……はああ～……！」」」

　期待に目を輝かがやかせていた妖精たち。彼女らは一いつ瞬しゆん、固まったかと思うと、ため息を吐はきながらテーブルに突っ伏ぷした。

「ちょっと、どういうことなのよ？　なんで何も起きてないの？」

「あたしが聞きたいよ～」

「むう、憎にくからず想おもい合う仲だと思っていたのですが」

「あの男、枯かれてんじゃないの？」

　額を突つき合わせ、ごにょごにょと何かしら話し合う妖精たち。

　彼女らは一体、何が言いたいのだろうか？　それがどうにもつかめなくて、ユミエルは黙だまって彼女らの動向を見守った。

「ねえ、聞きたいんだけどさ。ぶっちゃけ……や、やったの？」

「……やった？　何をですか？」

「だ、だからさあ！　その……」

　頬ほおを染めたフェアが、ユミエルの耳に何かしらを吹ふき込んだ。

　しばらく話を聞いていたかと思うと、ユミエルは合が点てんがいったとばかりにうなずいて、

「……いえ、ご主人さまとはまだ閨ねやを共にしておりません」

「わ～!?」

「ひえっ!?」

「ああああんたねえ、もうちょっと小さな声で……！」

　包み隠かくさず口にされた言葉に、妖精三姉妹はわたわたと慌あわて出した。

　ませているように見えて、その実、純情な彼女たちは、顔を真っ赤にしながら辺りを見回した。幸いにして他に客の姿はなく、マスターも店の奥にいた。

　誰だれにも聞かれていなかったはずだ。妖精三姉妹はほっと肩かたの力を抜いて、ユミエルをじっとりとにらみつけた。

「あんたも相変わらずねえ」

「ユミエルさん、デリケートな話は、もう少しオブラートに包んでいただければ」

「……はい」

　たしなめる言葉に、ユミエルは曖あい昧まいに返事をする。

　この辺りの機き微びが、ユミエルにはよく分からない。ご近所の主婦たちが好んでする話題だし、淫いん魔まのイヴェッタは笑え顔がおで貴大との行こう為いを勧すすめてくる。今は眉まゆを寄せている妖精三姉妹も、話を振ふったのはそもそも彼女らだというのに──。

　何が恥はずかしくて、何が恥ずかしくないのか。ユミエルにはまだ、難しいことだった。

「それにしても、まだだったのですね」

「わたしたち、会ってからもう一年は経ってるわよね？　その間、何もなかったとか……もしかして、あいつのこと、嫌きらいなの？」

「……いえ、そのようなことは」

「だったら～、お兄ちゃんみたいで～、男としては見られないとか～？」

「……そのようなことはありませんよ。ご主人さまは立派な男性です」

　ユミエルの言葉をどう解かい釈しやくしたのか、また頬を染めて黄色い声を上げる妖精たち。彼女らは鼻息を荒あらくして、貴大とユミエルの生活を想像する。きゃいきゃいとはしゃぐ彼女らを見つめながら、ユミエルはいつも元気なものだと感心していた。

「お待たせしました。チョコナッツケーキと紅茶でございます」

　話に一段落ついたのを見計らって、マスターが注文された品をそっとテーブルに置いた。この時ばかりは妖精三姉妹も口を閉じ、背筋を伸のばしてお行ぎよう儀ぎよくしている。

「では、ごゆっくり」

　しかし、それも数分と持たなかった。マスターがその場を離はなれると、妖精たちはわっと歓かん声せいを上げ、甘いお菓子にフォークを伸ばす。

「やっぱチョコケーキはこの店ね」

「うんうん～。質のいいチョコレートを使ってるよ～」

「キャラメルコーティングされたナッツも憎いですね」

　口いっぱいにチョコナッツケーキを頬ほお張ばりながら、妖精たちはなおもしゃべり続ける。色気も食い気も人一倍──というよりは、年相応なのだろう。ましてや彼女らは自由気ままな妖精、本能には忠実であった。

「それでさ、話は戻もどるんだけどさ、仲良くしなきゃダメよ、あんたたち」

　紅茶をぐいと飲み干して、フェアはユミエルを指差した。

「……なぜでしょうか？」

「なぜって、そりゃあ」

　不仲なつもりはなかったが、殊こと更さら仲良くするというのもおかしな話だ。

　強ごう引いんに迫せまれば貴大が嫌いやがるということは、これまでの経験からユミエルは知っていた。そのようなことは、なるべく主人にはしたくない。ひとりの少女としても、また、メイドとしても、ユミエルは首を横に振ろうとしたが、

「ニンゲンのキズナってやつが大事なのよ。特に、今みたいな状じよう況きようだとね」

「姉さん！」

　ピークの鋭するどい声に、ぴたりと動きを止めた。

「その話、部外者には……！」

　ピークは険しい顔をして、フェアの肩に手をかけている。ピークも困ったように眉を下げ、ちらちらとユミエルをうかがっていた。そして、肝心のフェアは、迂う闊かつだったとばかりに手で口を押さえていたが、

「いーじゃないの。これぐらいならヘーキよ。教えてあげない方がどうかしてるわ」

　コバエを払はらうように手を振って、ユミエルに向き合った。

「いい？　これからこの街を災さい厄やくが襲おそうわ。それはとっても恐おそろしくて、常じよう軌きを逸いつした力なの。きっと嵐あらしみたいに、何もかもをめちゃくちゃにするわ」

　フェアのこれほど真しん剣けんな表情を、ユミエルは今まで見たことがなかった。彼女の言わんとしていることは分からなかったが、きっと大事な話なのだと一言一句、聞き逃のがさないようにした。

「その時が来たら、手を離しちゃダメよ。縁えんやキズナを確かめて、決してそれを疑わないで。そうすればきっと、大丈夫」

　心からの忠告であった。今のユミエルには、それが分かった。ただ、あえてぼかして伝えられた話は、やはり理解が出来なかったが──。

「上司が傍ぼう観かん者気取りの堅かた物ぶつだから、積極的に助けてあげることはできないけどさ。あんた、頑がん張ばりなさいよね」

　それきり、フェアは疲つかれたように後ろに倒たおれてしまった。背もたれに体重を預ける姉を見ながら、妹たちは「やれやれ」「あ～あ」と呆あきれた声を漏もらしている。

　一体、何が問題だったのだろうか。今の話は、聞いてはいけないことだったのだろうか。ユミエルは反はん芻すうするように、フェアの話を何度も思い返す。

（街を襲う災厄。嵐のような災わざわい）

　同じような話をつい先日、耳にしたが──。

　まさか。グランフェリアには極限の強さを持つ者が何人もいるのだ。

　彼らが対処出来ないことはない。いざとなれば自分も腕うで輪わの力を使える。ユミエルはそう信じているのだが──胸の奥から湧わき上がる不安は何だろう。

（絆きずな。ご主人さまとの絆）

　妖よう精せいは確かにそう言った。絆こそが肝かん要ようなのだと。それがあれば大だい丈じよう夫ぶなのだと。

　ならば、やはり何の心配もないではないか。この二年、培つちかった絆は本物だとユミエルは思っている。今からどうこうするものではないと、そう思ったのだが、

（……そういえば、最近、ふたりでいる時間が減っていますね）

　そこまで考えて、はたと彼女は気がついた。

　貴大が忙いそがしそうに飛び回っているせいもあるが、近ごろ、ゆっくりと話が出来ていないと思った。そうした時間があったとしても、ルートゥーを始めとする少女たちが間に入っていたのだと。

（……ふむ）

　焦しよう燥そう感かんではない。寂せき寥りよう感かんでもない。

　ただ、自分は貴大の役に立っているのか、必要とされているのか。フェアの話を聞いたユミエルは、そのことがどうにも気になった。




　　　　‐４‐




『悪神だ』

『悪神に気をつけろ』

『気をつけるんだ、貴大』

「……うう」

　夢見が悪いとはこういうことか。

　離れ離ばなれになっている親友が、枕まくら元もとに立って忠告を繰くり返す。そのくせ、その手には剣けんや杖つえが握にぎられていて、それをこちらに向けてくる。

　まさに悪夢であり、それは現実でも起きたことだ。苦々しい記き憶おくを噛かみしめながら、貴大はベッドの中で寝ね返がえりを打った。

「もう朝か……」

　薄うす目めを開け、システムメニューを開いた貴大は、目覚ましより早く起きたことに気がついた。こういった目覚めは、これで何度目だろうか。ため息を吐きながら、彼はのっそりと体を起こすと、

「うおっ!?　って、ユミィか」

　起こしに来たのであろうメイドの姿を見て、驚おどろいた。

「……おはようございます」

「おはようさん。相変わらず早いな」

　無表情に見つめてくるユミエルの頭をぽんぽんと撫なで、貴大はうんと背せ伸のびをした。自然と漏れるあくびを噛み殺そうともせず、大きな口を開ける主人を、ユミエルは観察するように見ている。

　この小さなメイドさんは、気を利きかせて視線を逸そらしたり、他ほかのことをしたりなどしない。いつも彼女はじっと見つめてきて、慣れないうちは貴大も気き恥はずかしい思いをした。

　それも今では気にならないのだから、慣れとは恐ろしいものである。貴大は目をこすりながら、ベッドから下りて、着き替がえを始めようとした。

「……どうぞ」

「おっ、すまん」

　丁てい寧ねいに折りたたまれた服を差し出すユミエルと、それを受け取る半はん裸らの貴大。そこに思春期の少年少女のような恥じらいはなく、ただ、熟年夫ふう婦ふのような円熟味だけがあった。

　妖精三さん姉し妹まいが見れば、呆れと嘆なげきから、思わず目を覆おおいそうな光景だ。色気やトキメキはどこに落としてきたのと──だが、これが貴大とユミエルの日常である。これまでに培ってきた、そして、これからずっと続いていくような、そんな光景──。

「……ん？」

　流れのすべてを諳そらんじることが出来そうな朝のひと時。そこにほんの少しの違い和わ感かんを覚え、貴大はズボンにかけていた手を離した。

「ユミィ？　なんかあるのか？」

　いつもなら部屋を出ていって、リビングで貴大を待つはずのユミエルが、この日は動こうとしなかった。何か言いたいことでもあるのだろうか。貴大は怪け訝げんそうな顔でユミエルを見たが、

「……いえ、お気になさらず」

　彼女は理由も告げず、依い然ぜん、部屋のすみに立っている。

「気にするなって言われてもな……」

　彼女にストリップ鑑かん賞しようの趣しゆ味みがあるとは思えないが、だからといって恥ずかしくないわけでもない。まだまだ若い貴大は、ユミエルのような美少女にパンツ一丁の姿を見せられるほど枯かれてはいなかった。

「そんなに見られていたら、着替えにくいんだけど」

「……ご安心ください。わたしは気にしませんので」

「俺が気にするんだよ！」

　ユミエルをポイと廊ろう下かへ放ほうり出し、貴大はようやくズボンを下ろした。

　まさか着替えを手伝いたかったのだろうか。そんな馬ば鹿かな、お貴族様じゃあるまいし──と疑問を浮うかべながら、彼はシャツに腕を通す。秋の寒さに身み震ぶるいをした彼は、タンスからタートルネックのセーターを取り出して、それを頭から被かぶりながら部屋を出た。

　すると、

「うおっ!?　す、すまん」

　セーターからぽんと飛び出た頭が、ユミエルのおでこにぶつかった。慌あわてて顔を上げた貴大は、しかし、不思議そうに声を上げる。

「って、まだいたのか？」

「……お邪じや魔までしたか？」

「邪魔ってことはないけどさ」

　やはり無表情に見上げてくるユミエルに、どうしたものかと悩なやむ貴大。

　問題があるわけではない。邪魔というわけでもない。ただ、理由もなく、いつもと違ちがう行動を取るユミエルに落ち着かないだけだ。

「……タオルです」

「あ、ああ。ありがと」

　ハンドタオルを差し出して、貴大の後ろにそっと控ひかえるユミエル。

　後ろから無言で送られる視線に、居い心地ごこちの悪さを感じながら、貴大は仕方なしに洗面所へと歩き出した。

（なんか変だな……）

　またイヴェッタに何事か吹ふき込まれたのだろうか。

　それにしては何の動きもなく、それがかえって貴大を不安にさせる。これは一体、何の予兆なのかと──。

（う～ん……）

　メイドさんに観察されながらの洗顔、歯は磨みがき。新手のプレイかと疑いながら、貴大は鏡に映るユミエルを薄目でにらんでいた。

　親友のこと、悪神のこと、考えなければならないことは山積みだが、いつまでも仕事を疎おろそかにするわけにはいかない。

　見えない問題に煩はん悶もんとするよりも、今、目の前にある仕事を。そう思った貴大は、積んでいた仕事を精力的に片づけ始めたのだが──。

（んん……？）

　今日はどうにも視線を感じる。

　何でも屋《フリーライフ》の事務所、そこに置かれた自分の机でそろばんを弾はじきながら、貴大は横目で隣となりの机をうかがった。すると、そこには貴大を真っ直すぐに見つめるユミエルがいて、彼女と目が合った貴大は、サッと顔を書類に戻もどした。

（まさか、俺……監かん査さされてる!?）

　あまりにも放ほう蕩とうが過ぎて、事務能力を疑われているのか。それとも、サボらないように監視されているのか。

（最近はちゃんとしていた……はず！）

　しょっちゅうおしおきを受けていた一年前ならいざ知らず、近ごろは真面目まじめになったと貴大は自負していた。少なくとも最近は、仕事をする態勢になってから、だらけたり、手て抜ぬきをしたりした覚えはない。

　だというのに、ユミエルは頻ひん繁ぱんに視線を送ってくる。一体、何だというのか。朝から何度も尋たずねてみたが、彼女はそれらしい理由を答えてくれない。

（そのうち穴が開きそうだ）

　脂あぶら汗あせをかきながら、それでも手は止めず、貴大はひたすらに書類仕事を片づけていた。

　すると、

「タカヒロ～？　ああ、いた。良かったあ」

　救いの女め神がみが鐘かねの音とともに訪おとずれた。貴大にはそう思えた。

「おお！　カオル、仕事か!?」

「う、うん、そうだけど……？」

　満面の笑えみで飛びついてくる貴大に、カオルは目を白黒させた。

　今にも抱だきしめられそうで、それがちょっと恥はずかしかった彼女は、回り込むようにそっと距きよ離りを取った。

「何でもするぞ！　調理か？　給きゆう仕じか？　皿洗いか？」

「い、いや、ちょっと買い出しに付き合って欲しいんだけど」

「よし行こう！　すぐ行こう！」

「ちょ、ちょっと！　他に仕事はないの？」

「うっ……！」

　カオルに指し摘てきされ、そして背中に視線が突つき刺ささり、貴大はその体を強こわ張ばらせた。

　仕事は、ないことはない。ただ、幸か不幸か、いつもより集中出来たおかげで、ほとんど残っていない。貴大としては、しばらく放置して問題ない量なのだが──彼女にとってはどうだろう。

「……………………」

　今なお、貴大をじっと見つめるユミエルにとってはどうか。

　少し完かん璧ぺき主義者の気がある彼女のことだ。中ちゆう途と半はん端ぱに仕事を残したまま、外に出かけることを快く思わないはずだ。特に、貴大が受け持つ書類仕事は、彼にしかこなせないものが多い。王立学園の採点用紙、冒ぼう険けん者ギルドへの報告書、孤こ児じ院いんでの奉ほう仕し活動記録。そういったものを置かれていっても、ユミエルでは手の付けようがない。それを彼女は、殊こと更さら、気にするのではなかろうか。

　悪い予感に、貴大は恐おそる恐る、ユミエルへとお伺うかがいを立てる。

「あの～、ユミエルさん？」

「……はい」

「席を離はなれてよろしいでしょうか」

　最後は蚊かの鳴くような声だった。

　しかし、消え入りそうな言葉はしっかりユミエルに届いており、鉄仮面メイドは値ね踏ぶみするように黙もつ考こうする。下される審しん判ぱんは、果たして。

「……構いませんよ。行ってらっしゃいませ」

「そ、そうか。じゃあ、行ってくるな！」

「ちょっと、タカヒロ!?」

　ユミエルが首を縦に振ふるのを確かく認にんして、貴大はカオルの手を取って素す早ばやく事務所の外へと飛び出していった。ドアベルの音からもなるべく離れたいとでもいうように、彼は通りの先へと急ぐ。

「タカヒロ、どうしたの？　ユミィちゃんと喧けん嘩かでもしたの？」

　さすがにおかしいと思ったのか、カオルが貴大を引きとめて、事情を尋ねてくる。心配そうな目にのぞき込まれ、貴大はうっとうめいて、バツが悪そうに横を向いた。

「そんなんじゃないけど……なんか、調子が狂くるうんだ」

「なんで？」

「ユミィがじーーーっと俺のことをガン見してきてな。理由を聞いてもはぐらかされるし、そのくせ、ピッタリ俺について回るし。訳が分からん」

「う～ん……？」

　カオルからしてもおかしな話だった。

　しっかり者のユミエルが、意味のないことをするとは思えない。あの人形のような少女は、見た目通り、事務的、効率的な人間だった。良くも悪くもおふざけをするような子ではないと、カオルは思ったのだが、

（だとすると、なんでだろ？　タカヒロ、お尻しりでも触さわったのかな？）

　メイドさんにいたずらをする貴大を思い浮かべ、すぐにも首を横に振った。

（そんな甲斐かい性しようがあったら、今ごろ誰だれかに手を出してるよね）

　信用されている──いや、男としては信用されていない青年である。

　惚ほれた腫はれた手を出した、よりも、枯れた萎しおれた逃にげ出した、という印象を世間様から持たれている貴大は、カオルの呆あきれたような顔にも気づかずに頭を抱かかえていた。

「カオル、お前の方からそれとなく聞き出してくれよ」

「そうしてみるけどさ。タカヒロの方も、よく考えないとダメだよ？」

「俺？　朝から散々、悩んでるけど……」

「違う違う！　ユミィちゃんがどうして変になったのか、ってことよりも、自分に何が出来るかだよ」

「はあ？」

　きょとんとする貴大にため息を吐はいてみせ、カオルはピンと指を立てた。

「ユミィちゃん、我が慢まん強づよいでしょ？　あの子が愚ぐ痴ちを吐いてるところなんて、見たことないもん。でも、その分、不満やストレスを溜ため込むタイプだと思うの」

「なるほど……」

「それをタカヒロの方で察してあげなきゃ。ちゃんとケアしてあげなきゃダメだって」

「なるほどなあ……」

　年上の男を諭さとす少女と、腕うでを組み、ううむと唸うなる青年。

　肝きもっ玉たま若妻さんと、尻に敷しかれた駄だ目め亭てい主しゆ、という構図にしか見えないが、本人たちは至って真面目であった。その証しよう拠こに、

（そうか、ケアかあ）

　貴大は神しん妙みような顔で、深く深くうなずいていた。

　彼は一筋の光明を得た思いだったが──。
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　それがどうにも的外れなのは、彼らしいことと言えた。




　ユミエルは困こん惑わくしていた。

　なるべく貴大のそばにいて、出来る限りいっしょの時間を過ごす。そうすれば会話も増え、ふたりの仲はより深まるはずだった。

　だというのに、肝かん心じんの貴大はオロオロとするばかりで、ちっとも笑いかけてこない。それも仕方ないことである。自分が口くち下べ手たであること、受け身な性格であることを忘れ、より濃のう密みつなコミュニケーションを求めようなど、土台無理な話だったのだ。

　そのことには、ユミエルも早い段階で気づいていたのだが──。

　今、この状じよう況きようについては理解出来なかった。

「おつかれさま。昼飯、出来てるぞ」

「……っ!?」

　お使いの依い頼らいを終え、家に帰ってきたユミエルは、台所から漂ただよってくる香こうばしい匂においに気がついた。

　さてはカオルかクルミアが来て、貴大に手料理でもふるまっているのか。そういえば、もう昼時である──などと思いながら、リビングのドアを開けたユミエルは、エプロン姿の貴大と対面した。

「今日は野菜炒いためとショウガ焼きだ。ほら、手ぇ洗ってこい」

「……っ!?」

　気まぐれか何かだろうか。貴大が昼食を作るなど──いや、それ自体は珍めずらしいことではない。これまでに何度かあったことだ。

　しかし、この違い和わ感かんは何だろう。ユミエルはぎくしゃくと階段を上り、わずかに強張った手で洗面所のドアを開けた。

「おかわりもあるからな。たっぷり食べろよ」

「……っ!?」

　やがて食しよく卓たくに着き、料理に手をつけた時、ユミエルは貴大の行動に目を見開いた。

　なんと貴大が──あの貴大が、甲斐かい甲斐がいしく給仕を務めているではないか！　茶ちや碗わんにご飯を盛り、湯ゆ呑のみにお茶を注ぎ、手早くおかずを取り分けている。大衆食堂《まんぷく亭》で鍛きたえられたからこその流りゆう麗れいな動き。それを前にしては、さしものユミエルも一いつ切さいの抗こう議ぎ、抵てい抗こうが出来なかった。

（しまった。メイドが主人に家事をさせるなんて）

　さすがに焦あせりを感じ、ユミエルはせめて、食器を洗おうとしたのだが、

「ゆっくりしてていいんだぞ。いつも大変だったろ？　今日は俺が洗うよ」

　妙みように優やさしい笑顔をする貴大にやんわりと押し切られ、揺ゆり椅い子すに座らされてしまった。

（おかしな薬でも飲まれたのでしょうか？）

　ただごとではない貴大の様子に、ユミエルはじっと彼を観察する。場合によっては老龍においで願うつもりだったが、

「ご、ご飯、ご飯……」

「残飯でも貪むさぼってろ」

「アオオオ……！」

　どこからともなく這はい出してきたエルゥに、面めん倒どう臭くさそうに昼食の残りを出す貴大の姿は、いつも通りのものだった。

　だとすると、一体、何が原因なのだろうか。彼が変わってしまったのは──。

「ほら、ユミィ。食後のお茶だ」

「……ありがとうございます」

　滑すべるようにワゴンを転がし、ティーセットを運んできた貴大は、やけに気取った仕草で紅茶を淹いれた。今度は執しつ事じを務めているつもりなのだろうか？　それにしては動きが大げさで、見ようによっては道どう化けのようでもあった。

（まさか、からかわれている？）

　いや、それはない。貴大はそのようなおふざけをする人物ではなかったし、そうする理由も思い当たらない。では、本気で「良し」と思って、執事の真似まね事ごとをしているのか。貴大は依い然ぜんとして、にこやかに微笑ほほえんでいる。

（でも、これはこれでいいのかもしれない）

　客観的に見れば、これはユミエルが望んだ通りのふたりの時間だ。

　エルゥは図書館に戻もどったし、今日は来客の気配もない。しばらくの間は、このまま、この和なごやかな空気に浸ひたっているのもいいのかもしれない。

　だが──。

「お茶のおかわりはどうだ？　ん？」

（やはり、何かが違ちがう……）

　大げさに労いたわるような貴大の言動。

　端たん的てきに言えば──はっきり言って、気持ち悪い。

　佐さ山やま貴大という青年は、ずぼらで、面めん倒どう臭くさがり屋で、大おお雑ざつ把ぱで──でも、締しめる時は締めるぐらいでちょうどいい。こうしてむやみやたらと優しさを垂れ流すのは、彼らしくないとユミエルは思った。

「……ご主人さま。その」

「ん？　なんだ？」

「……なぜ、急に給きゆう仕じなどされるのですか？」

「いや、家事やら何やら、お前に任せっぱなしだったろ？　申し訳ないなって思ってさ。たまにはゆっくりしてもらおうと思ったんだ」

「……はあ」

　なるほど、動機は分かった。冗じよう談だんではなかったということも分かった。

　ただ、それをユミエルが望んでいるかいないかは、また別の話だ。彼女は家事を苦に思ったことなど一度もなく、貴大を世話することに、秘ひそかな充じゆう実じつ感かんさえ覚えていた。それを取り上げて、ゆっくりしてもらおうなど、見当はずれな気き遣づかいだ。

　しかし、それが貴大のやりたいことであるのなら、ユミエルは止める気はなかった。飽あきっぽい彼のことだ。すぐにも元通りになると、ユミエルは予想していた。だから、彼のしたいようにさせていたのだが──。

「ユミィ、風ふ呂ろが沸わいたぞ。入ってくれ」

「……はい」

「ユミィ、買い物に行ってきたぞ。足りないものはないな？」

「……はい」

「ユミィ、ご飯が出来たぞ～。今夜はオムライスだ！」

「……いただきます」

　ユミエルの予想に反して、貴大はよく働いた。

　掃そう除じ洗せん濯たく、炊すい事じにお湯張り。朝から晩まで家事に勤いそしみ、ユミエルはそれを見ているだけ。それをもどかしく思った彼女が手を出そうにも、斥せつ候こう職の能力をフル活用する貴大にはついていくことさえ難しかった。

「ユミィはゆっくりしてくれてていいからな？」

「…………………………はい」

　確かに、楽が出来た。少なくとも肉体的には休めているはずなのだが──それに反して、ユミエルの心にはどんどん疲つかれが溜まっていく。

　これなら家事を倍に増やされた方がマシだ。珍しくも消しよう沈ちんした様子を見せ、ユミエルは虚うつろな表情で揺り椅子に揺られていた。

　一方で、貴大も気き疲づかれを感じていた。良かれと思って家事を代わったものの、ちっとも手て応ごたえが感じられず、肝心のユミエルは喜んでいるように見えない。むしろ、鬱うつ積せきしているような──。

（もしかして、余計なお世話だったか？）

　二日かかったものの、自分で気づいた分、まだ救いようがあった。

　これで彼がもう少し鈍どん感かんだったら、ユミエルが生ける屍しかばねと化すところだったが、すんでのところで間に合ったようだ。焦りを感じた貴大は恐おそる恐る、ユミエルに問いかける。

「なあ、もしかして……迷めい惑わくだったか？」

「……いえ」

「いや、正直に答えて欲しいんだけど……余計なお世話だった？」

「……少し」

　正直に、と言われ、ユミエルは躊躇ためらいながらもうなずいた。

　それを見た貴大は、ガクッと肩かたを落とし、深い深いため息を吐いた。

「やっぱ独りよがりだったか……すまんな、迷惑かけて」

　苦々しく笑いながら、貴大はユミエルに頭を下げた。気落ちした彼はエプロンを外し、よろよろとテーブルの椅子に座る。そんな弱々しい姿を見せる主人に、ユミエルはそっと問いかけた。

「……そもそも、なぜ、このようなことを始めたのですか？　わたしになにか、至らないところがありましたでしょうか？」

「ん？　ああ、それはな」

　貴大はとつとつと理由を話し始めた。ユミエルの様子をおかしく思ったこと。そこから、彼女が不満や疲れを溜ためているのではないかと推察したこと。だから、ユミエルの負担を少しでも減らそうと、家事に励はげんだことも全部打ち明けた。

「逆に聞きたいんだけど、なんで俺のこと、じっと見てたんだ？」

「……それは」

　今度はユミエルの番だった。友人に、仲良くしてるのかと問われたこと。それを気にして貴大のそばにいたこと。そして、彼からの働きかけをじっと待っていたこと。全すべて明かして、ぺこりと頭を下げた。

「……説明が足りず……」

「いや、俺もだって。察して動く、なんてかっこつけようとしないで、最初からもっと話しとけば良かったな」

「……その通りでした」

「なんか駄だ目めだな、俺たち」

「……ですね」

　苦笑いの貴大と、無表情なユミエル。

　二人はここ数日の動きを大いに反省し、ふっとため息を吐ついた。

「いやー、でも知らなかったな。人の世話ってこんなに疲れるもんなんだな」

「……わたしも知りませんでした。お世話をされるというのは、このように疲れるものだったのですね」

「は？」

　真顔でそのようなことを言うユミエルに、貴大はプッと噴ふき出した。そのまま彼はケラケラと笑い出し、ユミエルは不思議そうにそれを見つめている。

　和やかな時間が戻ってくる。いつもの時間が戻ってくる。パチパチと暖だん炉ろの薪まきが爆はぜる音。魔ま石せきランプの淡あわい光。そして、多くを語らずとも充じゆう実じつした時間。

　それこそは、彼らが求めたものだった。二年かけて築かれた、ふたりだけの時間だった。酒に口をつけてもいないのに、貴大とユミエルは、何やら心地ここち好よい気分に浸っていた。

「最近ドタバタしてるけどさ。問題が片づいたら、またこんな時間も増える。それまで、もうちょっとだけ待っててくれ」

「……はい」

　それきり口を閉じて、何とはなしに、ふたりは暖炉で揺れる炎ほのおを見つめていた。
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　やがて十一月がやってきた。

　季節は晩秋、秋が終わりを迎むかえる時分だ。

　公園の植木も枯かれ始め、大通りでもその落ち葉が風に吹ふかれて舞まっている。

　朝晩はとても冷え込むようになってきた。日中でも陰かげに入ると震ふるえるほどで、みんなもうすぐ冬が来るな、今年の秋も終わりだなと毎日のように繰くり返していた。

　北部の冬は長く厳しい。海沿いの街ともなればなおさらだ。しかしその冬を前にして、グランフェリア市民、および街を訪おとずれる人々の顔は明るかった。

「いよいよ収しゆう穫かく祭の季節だなあ」

　彼らの想おもいはこの一言に集約される。恵めぐみの秋。実りの秋。その成果を分かち合うべく、今年も盛大な祭りが催もよおされるようだ。

　月初めから一週間、王都の人々は飲めや歌えの騒さわぎを始める。

　それは最終日に向けて徐じよ々じよに高まっていくものだが、初日の今日、この時点ですでに街はにぎわっていた。

　外からは陽気な歌声が聞こえてきた。楽団が太たい鼓こを鳴らす音まで響ひびいている。

　大通りでパレードでもしているのだろうか？　それとも住民がただ騒いでいるのか。

　そんなことを思いながら、俺たちは──。

《フリーライフ》の面々は──。

「「「「「…………………………」」」」」

　死んだ魚のような目をしながら、うちのリビングでひたすらじっと待機をしていた。




「……なあ、タカヒロ」

「……なんだ」

「……悪神はまだか？　まだ来ぬのか？」

「……知るか。本人を見つけて聞いてくれ」

「せっかく転移門を用意してまで、悪神の襲しゆう来らいに備えたのにね～」

「メリッサお前には世話になったが……こればっかりは俺にもよく分からない……」

「そもそも本当に来るのか？　性質たちの悪い冗じよう談だんだったのではないか？」

「いや、あいつらに限って！　そんなことは……」

「自信がなさそうだね？」

「そんなことはないぞ。うん」

　自分に言い聞かせながら、俺は改めて仲間たちの言葉を思い返していた。

　悪神に気をつけろ。ＭＣに気をつけろ。収穫祭が運命の分かれ道だ。負けるんじゃないぞ、貴たか大ひろ。その言葉を信じ、悪神の襲来か何かに備えていたんだけど、

「悪神の気配、欠片かけらも感じられんのう」

「ですね……」

　同意と共にうなだれた。そしてまたどんよりと濁にごった目をしながら、外から聞こえる歓かん声せい、楽しそうな祭りの音を聞くのだった。

「……繁殖期に何かが起きると思ったのですが」

「何もなかったもんなあ」

「……魔ま物ものの大量発生はしましたが」

「それは例年通りだ。むしろ事件があったのは去年の方だな」

「憤ふん怒ぬの悪あつ鬼き」というユニークモンスターが現れて大騒ぎになった。

　あの時の焦あせり、行動、ひと悶もん着ちやくを思い出しながら、

（うん。やっぱり今年は平和だったよな）

　などと結論づける俺。

　大気中の魔素が増え、動植物、そして魔物が活性化する繁殖期。今年のそれは先月すでに終わってしまい、悪神の影かげだとか、何かしらの陰いん謀ぼうだとか、そういった不ふ穏おんなものはこれっぽっちも感じられなかった。

　ではやはり警告通り、収穫祭の期間が本番なのかと思ったんだが、

（何も起きる気配がねえ）

　これなら混こん沌とん龍りゆうが来た時の方がよっぽど大事件だったなと思いながら、俺は椅い子すを鳴らし、大きなため息を吐くのだった。

「来るなら来いって話だよな。どうにもすっきりしないと言うかさ」

「あやつら悪神は陰いん湿しつだからな。表立って動くことはあまりしないのだ」

「それにしたって、手がかりくらいは匂におわせてくれても……」

「あっ！　そういえば昨日、勇者が大物を倒たおしたって話を聞いたような」

「[image: ]？　ま、まさか、それが例の悪神だったんじゃ……!?」

「そうかもしれないけど」

「……そうじゃないかもしれませんよ」

「万ばん事じ、用心に越こしたことはないからのう」

「当て推量をすべきではないかもな」

「うぐぐぐ……!!」

　結局、心のもやもやが増しただけだった。

（俺はもっとこう、劇的な何かが起きると思っていたんだがな）

　それこそルートゥーの時のようなことが起きるのかと思っていた。

　その予想が見事に外れて──いや、外れたかどうかも分からないのが現状だな。

　そういった曖あい昧まいさが、俺を、そして仲間たちの心をすり減らしていっていた。

『……わー……』

『……あははは……』

『……きゃー♪……』

　表からは子どもたちの声。依い然ぜんとして聞こえる太鼓の音。

　対するリビングは沈ちん黙もくが重たく、柱時計の音だけが虚むなしくカチコチと小さく響き、

「あーっ!!　もう我が慢まんできん！」

「え？」

「我われも祭りを楽しみに行くぞーっ!!」

「えええええっ!?」

　叫さけんで立ち上がったのは、うちの最大戦力、混沌龍ことルートゥーだった。

　対悪神の切り札のような存在、敵の武器状態異常が効かない彼女は、それこそ欠けてはならない主戦力なんだが──。

「わ、わたしも外に出てみたいかも……」

「お前まで……!?」

　聖女様ことメリッサまでもが外出を希望し始めた。

　彼女は唯ゆい一いつ無む二にの回復役、この世界ではこれ以上望むべくもないヒーラーだ。

　主力に次いで補助までもが欠けてしまったら、対悪神戦のパーティーは崩ほう壊かい、俺たちはあわや全ぜん滅めつの憂うき目に遭あう羽目に──。

（いや、しかし）

　振ふり出しに戻もどってしまうが、「悪神は本当に来るのか？」という懸け念ねんがある。

　相手は仮にも神の名を冠かんした魔物だ。そんな大物が悪意を持って近づいてきた場合、俺の感覚に引っかからないわけがない。ルートゥーも「近づけば匂いで分かる」と言っているし、メリッサも「邪じや悪あくな気配には敏びん感かんなんだよ」と言っている。

　そうした諸もろ々もろを無視して、「いや！　相手を待ち続けるんだ！」と言い張るのは──。

　いささか間ま抜ぬけなことのように思えた。

「……ご主人さま。ここのところ、本業の方も滞とどこおっています」

「ううっ!?」

「……これ以上仕事を断ってしまうと、信用問題に関かかわるかと」

「そう……だよなあ」

　事件事件の連続で、すっかり何でも屋稼か業ぎようを疎おろそかにしてしまっていた。

　収穫祭は猫ねこの手も借りたいほどの忙いそがしさ、ここで引きこもってしまっては「お前は何のために王都で店を開いているんだ？」と非難されかねない。

「ギルドの仕事くらいはこなすべきか？」

「……今後のことを考えるのであれば」

「うーーーーーん」

　今後のこと。今後のことねえ。

　確かにユミエルの言う通り、俺たちには今後の生活があって、それは何でも屋の仕事を通じて成り立つものだった。少なくとも今の生活を続けたいのであれば、このような非常時においても、出来る限りはいつも通りのことをするべきであって──。

「あー、分かった！　まずは一度外に出よう！」

「おお！」「やった！」

「俺は仕事だからな？　お前らは好きに遊んでてもいいけど」

「うむうむ！」「うんうん！」

「悪神の気配を感じた瞬しゆん間かん、連れん絡らくを入れるのを忘れるなよ？」

「「はーーーーーーい！」」

　元気よく返事をする少女たちに、一いち抹まつの不安を感じないではないが──。

　大だい丈じよう夫ぶ。ここにいる全員、悪神にやられるようなタマじゃない。

　悪神に対する備えもしておいた。仮に街のど真ん中に降ってきても、即そく座ざにルートゥー城へ転送、そこで尋じん問もんなり決戦なりを行えるように出来ている。

　相手が魔王であっても対処出来るような陣じん形けいだ。それに斥せつ候こう職である俺は、家に籠こもるよりは街の中を見回りした方がいいかもしれない。

　そういった理由を積み上げていき、俺は改めてはしゃぐやつらの方を見やる。

　祭りの気分に浮うかれ、文字通り浮うき立っているかのような少女たち。出来れば戦勝記念として収しゆう穫かく祭を楽しんでもらいたかったが、

（なに、祭りは一週間もあるんだ）

　最終日までに悪神が現れてくれればいい。

　それを速そつ攻こうで片づけて、俺たちは心置きなく収穫祭を楽しむんだ。

　そうなればいい。いや、そうしてみせると思いながら、

「…………」

　俺を見つめてくるユミエルの頭に手を置いて、小さくふっと笑うのだった。
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　この時期になると、王都グランフェリアはいつも以上のにぎやかさを見せる。

　どこへ行っても人、人、人の群れ！　大通りはもはや歩行者天国と化して、一部をのぞいて馬車の通行さえもが止められている。通りに面した窓は花で飾かざられ、酒場やレストランは大きく戸を開け放っていた。

　これもひとつの非日常、ケの日に対するハレの日というやつだな。

　人々は繁殖期を乗り越えたこと、そして豊かな恵めぐみを得たことを喜び、感謝の気持ちを祭りという形で天の神々へと捧ささげている。これから一週間、次の安息日に向けて祭りはどんどん盛り上がっていくんだ。去年は火か炎えん魔法を花火代わりにぶっ放したり、湾わんに色んな船を浮かべたりしていたが、

（今年はどうなるもんか）

　せめて平へい穏おんに終わって欲しいと願いつつ、俺はギルドの腕章をグイッと肩かたまで引き上げるのだった。

「はいはい、逆走は止やめてくださいねー」

「ううっ!?」

「そこの人ー。王様の像から下りてー」

「うわっ!?」

「そこのあんたはスった財さい布ふを戻そうか」

「なっ……!?」

　人の流れをスムーズにし、はしゃぐアホどもを像から下ろし、ここぞとばかりに財布やバッグを狙ねらうスリどもを捕つかまえていく。今の俺は臨時の警備員、街で起きる問題に逐ちく一いち対処していくのが今日の仕事だ。

　その許可証のようなものがこの赤い腕章であり、街のあちこちには俺のような者、サッと動ける冒ぼう険けん者や何でも屋たちの姿があった。

「それじゃこの人、お願いしまーす」

「うむ。ご苦労であったな」

　などと警けい邏らの詰つめ所でやり取りを交かわし──。

　また街に出ては、何か問題がないか辺りに目を配るのだった。

（まあ、面めん倒どうっちゃあ面倒な仕事だけど）

　今の俺にとっては一石二鳥みたいな仕事ではある。

　街の様子を観察しつつ、そこに悪神の気配がないかを探さぐり続ける。それは警備の仕事と同時進行でやれることだ。去年みたいにフリーマーケットに出店して、そこから街の様子をうかがうことも考えたけど、

（やっぱ動き回れた方がいいよな）

　そう判断した俺は、素す直なおにギルドの依い頼らいを受けることにした。

「はいはい、喧けん嘩かは止めて。一度離はなれて」

「なんだてめーっ!?」

「そっちは子どもに気を配って。迷子になりかけてますよ」

「えっ!?　あ、ああっ!?」

「お前はそこでゲロをするなあああああっ!!　マジで止めろ!!」

「おろろろろろろろろ……」

「ああーーーーーっ!?」

　にぎやかな祭り、面倒事だけは事欠かなかった。

　喧嘩の仲ちゆう裁さいはもちろんのこと、未然に迷子を防ぐこと、ゲロの処理までもが俺たち警備員の仕事だった。ぶっちゃけ、本職の警邏よりも働いているような気がするが──。

　あっちはあっちで大変らしい。増員しても間に合わず、民間であるギルドに仕事を回している時点でお察しくださいなんだろう。

　祭りの期間中、王都に楽な仕事など存在しない。そんな言葉を思い出しながら、俺はバケツで道みち端ばたのゲロを流していくのだった。

「さて……」

　そんなこんなで働いていたら、早くもお昼時、結構いい時間だ。

　腹の虫が控ひかえめにきゅうっと鳴いた。無視するには少し辛つらい空腹感が襲おそってくる。

「ここらで何か入れていってもいいかもな」

　独り言ごちて、俺は辺りの景色を見回した。

　ここは中級区の飲食店街。飯屋も酒場も喫きつ茶さ店てんもあるような場所だ。公園には屋台まで並んでいて、そこから食しよく欲よくを刺し激げきする音と香かおりとが流れてきている。

　もちろん、辺りの店からも同じものが感じられたが、

「今の気分は……屋台だな」

　またつぶやいて、俺はふらりと公園の方へと向かった。




「いらっしゃーーーーい！　いらっしゃい、いらっしゃい！」

「串くし焼やき！　串焼き美味おいしいよーーーーっ!!」

「焼き栗ぐりはいかがですか～？　今年の初物ですよ～」

「はい、ありがとうねえ。おまけしといたから」

（うんうん）

　公園の中、並木道のような場所を、俺は少しのんびりと歩いていた。

　周りは活気と香こうばしい匂においとで溢あふれている。定番の串焼き肉があり、食事系のクレープがあり、そして秋の恵みの焼き栗なんかもここにはある。それらを物色しつつ、俺はやや広めの公園内をうろうろと歩く。

（やはり串焼きはマスト……いや、少し安直か？）

（クレープ……あれはガレットか。そそられるな）

（焼き栗も魅み力りよく的てきだよな。お土産みやげ用にも買って帰るかな）

（うっ!?　あれは伝説の屋台!?　掟おきて破りの生なま牡が蠣きの屋台だーーーーーっ!!）

　うろつきながら脳内で興奮し、それを自覚しては満まん更ざらでもなさそうに笑う。

　祭りのバカ騒さわぎには辟へき易えきさせられることもあるが、こういった屋台の雰ふん囲い気き、日本の夜店にも通じる空気が俺は結構好きだった。

　久しぶりの買い食い、立ち食いにテンションが上がっていく。そんな自分を子どものようだと思いながらも、俺は腸ちよう詰づめの屋台にも足先を向けて、

「おっと」

　よそ見のせいか、近くにいた誰だれかにぶつかりそうになった。

　赤い髪かみをした小こ柄がらな少女だ。その子は怪け訝げんそうな顔で俺のことを見上げて、

「って、アルティじゃないか」

「タカヒロ？」

　褐かつ色しよく肌はだの冒険者、赤毛のアルティがなぜかすぐそばに立っていた。

　いや、正確に言えば立ち食いしていたんだな。たこ焼き、いや、ジパニア焼きを手に持って、今まさにそれを口に入れようとしていた。

「お前も飯休きゆう憩けいか？」

　俺と同じ腕章をつけた少女に、俺は軽い気持ちで声をかけたんだが──。

「わ、悪いかよ!!」

「ええええっ!?」

　なぜか顔を赤くして怒おこられてしまった。

「オレだって買い食いぐらいするんだよ！　それくらいお前も知ってるだろうが！」

「いや、そりゃまあ……はい」

「流行はやりものだって食うんだよ！　それくらい、別にいいだろうが！」

「うん……」

「大体、いつもお前は急に現れて……!!」

　たこ焼きの容器を両手に持ったまま、アルティは「うー」「うー」と声を上げ、頭から湯気まで上げてうろうろし始めた。

　近づくでも遠ざかるでもない、実に微び妙みような距きよ離りで歩いた末に、アルティは、

「いや、すまん……ちょっと気が動転してた……」

　意外にも素直に謝ってくるのだった。

「い、いきなり後ろから来られて……その、なんだ。驚おどろいたっていうか……」

「俺も驚いたよ。この広い王都でばったり出くわすなんてな」
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「そういうことじゃなくてだな！　ああ、いや、違ちがわないんだけど……」

　また言葉に詰まるアルティに、今度は俺の方が怪訝な顔をしてみせた。

（言わんとすることが分かるような分からないような……）

　そもそも会うのも久しぶりだった。ニアミスはしていたみたいだけど、こうして面と向かって話す機会はなかったな。

「前に会ったのって、ゾンビ事件の時だっけか」

「ゾンビ事件？　なんだそりゃ？」

「ああ、いやいや。こっちの話だ」

「？？？」

　眉まゆ根ねを寄せるアルティに慌あわてて誤ご魔ま化かす。

　あのイベントのことは王都の人たちの記き憶おくにはないんだ。下手へたに突つついてはいけないと、俺は空笑いでその場を凌しのぐことにした。

　それが通じたのか、アルティは追つい及きゆうするようなことはしなかったが──。

　代わりに真面目まじめな顔で、とつとつと語りかけてきた。

「あの、さ」

「うん？　なんだ？」

「お前、最近、忙いそがしそうにしてるよな？」

「あ、ああ。それなりにな。店も軌き道どうに乗ってきたよ」

「仕事のことじゃねえよ。ほら、お前の……秘密に関係してんだろ？」

「………………」

　こいつは俺のレベルについて知っている。

　俺が何かしらの目的を持って、仲間たちと動いていたことも知っている。

　それに加えて、ここしばらくの内々での動きだ。それを見たアルティは、きっと俺が問題を抱かかえていると勘かんづいたんだろう。少女の顔はいつになくシリアスだった。

「もちろん、それをどうこうするつもりはねえよ。暴あばこうって気持ちもねえ」

「だけど、だけどさ。多分、オレじゃ力になれないだろうけど……」

「それでもさ。何かあったら声をかけてくれよ」

「出来る限り力になるから」

「アルティ……」

　その真しん摯しな顔に、俺は胸が詰まるような想おもいがした。

　かつてこいつを突つき放したはずだった。酷ひどいことをして、酷いことを言って、無理にも縁えんを切るような真似まねをした。それで事実軽けい蔑べつされて、俺は「ネズミ」と呼ばれて嫌きらわれていたはずなのに──。

　不思議なことに、俺とアルティの縁は再び繋つながっていた。

　その奇き妙みような繋がり、予想もしなかった人生に、俺は何とも言えない気持ちを味わって、

「あの～……」

「ん？」

「お客さんたち……営業妨ぼう害がいですかねぇ？」

「え……って、カ、カオルゥ!?」

　刺とげ々とげしい視線に顔を横に向けると、その少し先に屋台と少女の姿が見えた。

　少女の名はカオル。そして屋台の名はジパニア焼きだ。

（そういえばアルティが食ってたな……!?）

　そこから屋台の存在、店主の素す性じように気づいても良さそうだったが──。

　まさか本家本元のジパニア焼き屋台があるとは思わなかった！

「い、いや、奇き遇ぐうだな、カオル……」

「そうだね、奇遇だね。こんなところで会うなんてね～？」

「あ、ああ……ははは」

「しかも店の前でいちゃいちゃされるなんて。私、思ってもみなかったよ」

「いちゃいちゃだなんて。そんなんじゃ……はは」

　乾かわいた笑いしか出なかった。

　じっとりとしたカオルの目、そこには奇妙な迫はく力りよくさえ宿っている。

（これが岩いわ庭ば家直系の気き迫はくというものか……!!）

　多分違うんだろうけど、本当のことを言い当てるには、少し今のカオルは怖こわすぎた。

「前々から怪あやしい、怪しいと思ってたけど、まさかアルティさんに粉をかけてたなんて」

「粉!?」

「い、いやっ！　そんなんじゃねーから!!」

「誤魔化さなくてもいいって。別にタカヒロがどうしようと、私には関係ないし」

「あの、だな。少し落ち着いて話を聞いて」

「いいよ、もう。私は私で仲良くするから。ね、クーちゃん？」

「え？」

　カオルの視線に振ふり返ると、そこには買い物かごを提さげたクルミアが立っていた。

　いつからそこにいたんだろうか？　わんこは目をまんまるにして、興味深そうに俺たちのことをじーーーーっと見ていた。

「買い出しご苦労さま。ほらほら、こっちに来て」

「うん」

　ててて……と屋台の向こうに移動するクルミア。

　依い然ぜんとして視線は俺たちに注がれていて、それを受けたアルティは少し居い心地ごこちが悪そうにそわそわと体を揺ゆらしていた。

「きょ、今日はカオルの手伝いだったんだな」

「うん」

「頼たよりにされてるな。偉えらいぞ、クルミア」

「うん」

「料理は出来るようになったのか？　下ごしらえなんかは」

「ふたりはお父さんとお母さんになるの？」

「「「ぶーーーーーーーーっ!?」」」

　こいつ、いきなり豪ごう速そつ球きゆうを投げてきやがった!!

　火の玉のようなストレートだ！　不意を衝つかれた俺たちは、カオルまでもが揃そろって盛大に噴ふき出していた。

「タカヒロにはユミィちゃんがいるんじゃないの？」

「い、いや、その、あの」

「タカヒロはアルティちゃんと仲良くなったの？」

「その、そ、それは……」

「ふたりはお父さんとお母さんになるの？」

「ユルシテ……ユルシテ……」

　羞しゆう恥ちのあまり、俺たち三人は真っ赤な顔を手で覆おおっていた。

　子どもの問いかけは時に鋭えい利りな刃は物ものより鋭するどい。アイスピックのようなものでグサグサと刺さされ、もはや俺の平常心ＨＰは０に近かった。

「そっかあ。仲良しさんになったんだね～」

　当の本人はわうわうと嬉うれしそうに笑っているし──。

　いや、マジでどうすんだ!?　この状じよう況きようをどうすりゃいいんだ!?

「じゃあ、あたしも仲良くする！」

「は!?」

「もっと仲良くなろ！　タカヒロ！」

「え、え？　ええええええ!?」

「わう～～～～～～～～～!!」

　クルミアが大きな体でぶつかるように飛びついてきた！

　大型犬のような人ひと懐なつっこさで、しかも手足を器用に使ってじゃれついてきた！

　もみくちゃにされる俺。頬ほおをぺろぺろ舐なめられる俺。そんな俺をカオルとアルティが真っ赤な顔で見ていて、その周囲には同じような顔色の人たちが遠巻きになっていた。

（なんだこれ。なんだこれ）

「なんだこれ～～～～～～～～～……!?」

「わううううう～～～～～～～～～～～～♪」

　俺の声はわんこの鳴き声によってかき消されていった。

　公園に響ひびく歓かん喜きの声、それ自体はめでたい祭りに相応ふさわしいものだった──。
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　収しゆう穫かく祭二日目。この日の俺は上級区、比ひ較かく的てきハイソな区画にいた。

　整然とした石いし畳だたみ。そこかしこに施ほどこされたさりげない彫ちよう刻こく。屋根の色、建物の色には統一感があり、通りは広々として馬車が数台行き交かうだけの余よ裕ゆうがあった。

　もちろん王貴区とは比べ物にならないが、ここもなかなか味わい深く、文化の中心はこの上級区にこそ存在すると言われている。事実、イースィンドでも有数の劇場、図書館、学園などはすべてこの区画の中にあって──。

「……駄だ目めだ」

　ぴしゃんと頬を叩たたいて自分に活を入れた。

　昨日のことをついつい引きずってしまっていたな。気を抜ぬくと意識が抜けて、何やら全自動的に脳内モノローグを始めてしまう。そういった精神統一、心の整理があるとも聞くが、俺の場合は完全にショック状態、廃はい人じんのつぶやきのような独白だった。

「さすがに昨日のあれはなあ」

　公衆の面前で犬いぬ獣じゆう人じんの十歳児と戯たわむれる。それをふたりの少女に見せつける。

　淫いん魔まもびっくりの公開プレイだ。もちろんそんな意図はなかったんだが、しばらくはあの辺りに顔を出せないなと思う俺だった。

「って、駄目だ駄目だ！　切り替かえていくぞ!!」

　放ほうっておくとどこまでも昨日のことがリフレインしてしまいそうだ。

　泥どろ沼ぬまに沈しずんでいく思考を引き上げて、俺はいま目の前の仕事に集中することにした。

「あっ、先生！」

「先生！　今日はよろしくお願いします！」

「おーう」

　上級区の中でも王貴区寄りの場所、そこに建つ学園が今日の俺の仕事場だった。

　週に一度の講師の仕事、冒ぼう険けん者としての実技を教える実じつ践せん的てきな講義。今日は収穫祭に合わせて「お披ひ露ろ目め」をするそうで、学園の敷しき地ち内には次々と馬車がやってきていた。

「タカヒロさん！　おはようございます！」

「ああ、エリックか。おはようさん」

「いよいよ待ちに待った披ひ露ろう会ですね！　う～、緊きん張ちようします！」

「気合いが入ってんなあ」

　ふっと笑い、俺はエリックと合流して校舎を目指した。

　その道中でもこの金きん髪ぱつ童顔教師は大いに語り、もしかすると生徒以上にキラキラと輝かがやいた目をしていた。

　まあ、気持ちは分からなくもない。俺やエルゥが加わった結果、この学園のレベルも相応に引き上げられている。去年はさすがに時間が足りなかったが、今年は王おう侯こう貴族も大満足の披露が出来るはずだ。

（あいつらもたくましくなったもんな）

　どんな相手にも「一いつ斉せい射しや！」、それでゴリ押そうとする生徒はもういないはずだ。

　あれはあれで有効な戦術なんだけど、迷めい宮きゆうで使うのはやはり色々と問題があったな。

　当時の認にん識しきのズレ、そこから生じる問題などを思い出しながら、俺は学び舎やの中へと入っていった。

　すると──。

「あら、先生」

　すぐにもフランソワと出くわした。エリートクラスの首席、金髪縦ロールのお嬢じよう様さまは、すぐにもパッと華はなやいだ表情になって挨あい拶さつをしてきた。

「おはようございます、先生」

　そう言って近寄ってくるフランソワ。

　彼女は俺の腕うでを取り、年とし頃ごろの少女らしい、実に可か憐れんな笑え顔がおを向けてきた。

「今日はいい天気に恵めぐまれましたわね？　絶好の披露会日和です」

「そうだな。雨なんか降らなくて良かったと思うわ」

「披露会は秋空の下で行ってこそ。それが格式のある我が校の伝統ですものね？」

「いや、そこまでは知らないけどさ」

　言いながら、俺はさりげなく少女の手を外そうとする。

　しかし意外にも抵てい抗こうが強く、フランソワはますます俺に密着するようだった。

「今年もこの良き日を迎むかえられました。学びの成果を披露出来るのは、生徒にとっては何よりの誉ほまれ。私、力の限りに頑がん張ばるつもりでいます」

「そ、そうか」

「私の成長を父や母に見てもらいたい。お世話になった方々に見てもらいたい。それに何より……先生。貴方あなたに見てもらいたいのです」

「俺に？」

「ええ」

　フランソワはうなずくと言った。

「この一年、私たちは多くのことを学びました。そして多くのことを経験し、これまで以上に、一回りも二回りも成長しました。当然、それは多くの先達、先生方のおかげではありますが……」

「うん……」

「サヤマタカヒロ先生。誰だれより貴方の功績が大きいと思っています。それを否定する者は、この学園には存在しないと思いますわ」

「…………」

「他ほかの誰でもない、貴方がいたからこそ成長出来た。その成果を見せるのに貴方ほど相応しい方はなく、また、他の何者であってもいけないと考えています」

「…………」

「貴方だからこそ私のすべてを見せたい。私はその心構えで今日の披露会に臨のぞむつもりです。先生の教えに恥はじることのない姿を見せますわ」

「…………」

「ですので先生。どうか最後まで、私のことを見ていただければ……」

「ああ、分かった」

「先生！」

「分かったけどさ」

「…………？」

「エリックがもう限界っぽい……」

「ま、まあ!?」

　俺の背後をのぞいたフランソワが悲鳴を上げた。

　そこはちょうど死角になっていたようで──その陰かげの中にあって、エリックは子犬のようにぷるぷると震ふるえていた。多分、情報を処理し切れなかったんだろう。耳まで真っ赤になったエリックは、実にぎこちない動きでその場を去っていこうとした。

「い、いやあ、あははは……」

　愛あい想そ笑わらいが徐じよ々じよに遠ざかっていく。

　それを並んで見守りながら、俺はフランソワに向かって静かにこう告げた。

「祭りの日なんだ。妙みようなテンションになる気持ちも分かるけどさ」

「は、はい」

「人前ではその……もう少し慎つつしみ深くしような」

「反省しました……」

　思い込みが激しく、こうと決めたら真っ直すぐな少女は──。

　今回ばかりは蚊かの鳴くような声で答えるのだった。




　それは馴な染じみがあるようでない行事だった。

　強しいて言えば、運動会と文化祭を足して二で割らない形式だろうか？

　教室などには生徒たちの論文、レポートなどが展示され、表に出れば生徒と生徒が戦う姿、あるいは生徒と魔ま物ものが戦う姿が見えた。

　個人戦あり団体戦ありの見み応ごたえのある戦いだ。遠くからも金属がぶつかり合う音が聞こえ、観客席からは舞まい散る火花、魔力の残ざん滓しなどがはっきりと見て取れた。

　学園迷宮の機能を流用し、安全面には十分に配はい慮りよされた運動場ではあるのだが──。

　いかんせん迫はく力りよくが凄すさまじく、中には卒そつ倒とうしてしまうような親おや御ごさんまでいた。

「この一年、生徒たちの成長は著いちじるしいですからね。必然的に激しい戦い、高度な力と技わざの応おう酬しゆうになっていると思いますよ」

「ですね……」

　二年Ｓ組の担任、レオン教きよう諭ゆに向かって相あい槌づちを打った。

　運動場に面したスタンド、その最前列に陣じん取どって俺たち講師、教師たちは生徒たちの戦いを観察していた。手にはそれぞれボードを持ち、羽ペンや万年筆などでＳやＡなどの評価、および備考などを書き込んでいる。

　今日は祭りの日、この学園にとってのハレの日ではあるのだが──。

　同時にそれは厳しい評価をつけるためのイベントでもあった。

（卒業試験……とはまた違ちがうんだよな）

　運動会と文化祭が混ざった行事に試験までもがくっついてきたようなイメージだ。

　なかなかシビアなお祭りに、俺は「名門校はやっぱ違うな」などと思うのだった。

「勝者！　フランソワ・ド・フェルディナン！」

（おっ？）

　繰くり広げられていた個人戦、気がつくとフランソワが勝ちを重ねていっていた。

　順当な結果と言っていいんだろうか？　相手は同じクラスのヴァレリーであり、赤毛の若騎き士しは悔くやしそうに地面を拳こぶしで叩いている。

（やっぱりあいつ、強いんだよな）

　前は優ゆう雅がさにこだわっていた節があったが、最近では徐々にそういったクセも抜けてきている。自分の分身オルター・エゴと戦ったのが良かったのか、それとも漂ひよう流りゆう生活で野性的な強さを身につけたのか。今のフランソワには欠点らしい欠点がなく、同じエリート生徒のヴァレリーでさえ、どうにも彼女を攻せめあぐねているようだった。

（さすが首席。この調子なら全戦全勝もいけるかもな）

　凛りんと立つフランソワに期待を送る。そういった目であいつを見ているのは俺だけではなく、保護者や生徒、国こく賓ひんまでもが熱心にフランソワのことを見つめていた。

　しかしそれは「一身に受ける」という域には至らず──。

　会場の視線のもう半分は、隣りん国ごくの王女、鉄の国のお姫ひめ様へと向けられていた。

「勝者！　ドロテア・イザベル・フォン・ローザリンデ＝バルトロア！」

（むむっ）

　審しん判ぱんの声に釣つられて見ると、そこにはフランソワにも負けない、強く美しい銀ぎん髪ぱつの少女の姿が見えた。
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　彼女こそが隣国の王女、ドロテア殿でん下かだ。

「鉄の国」バルトロア帝てい国こくからやってきて、以来、その実力で周囲に一目置かれている。

　不慣れな環かん境きよう、異郷の地で、他の誰よりもプレッシャーを感じているだろうに。それに潰つぶされない強さこそ、鉄の国が鉄の国と呼ばれる所以ゆえんなのかなと思った。

「どうやら最後はあのふたりの一騎打ちのようですね」

「みたいですね。レオン先生はどちらが勝つと思います？」

「難しい質問です。魔法の扱あつかいならフランソワさんに分があると思いますが」

「純じゆん粋すいな剣けん技ぎ、体たい捌さばきは向こうの方が上ですよね」

「まるで我が国と彼かの国を具現化したかのような相あい性しようですね」

「自分のペースで戦えれば、フランソワが勝つとは思うんですが……」

　隣となりのレオン教諭と意見を交かわしていく。その間にも試合の準備は進み、早くもふたりの戦いが始まろうとしていた。

　王国を代表するフランソワ、そして帝国を代表するドロテア。代理戦争じみた戦いに、いい歳としをした大人たちも身を乗り出して食いついている。

　正直俺も、あのふたりの戦いの結果には興味があるな。ここは評価ボードを置いてでも、腰こしを据すえてじっくりと観戦して──。

（…………？）

　不意に揺ゆれを感じた。どこかで何かが揺れたような感覚だ。

　気づいたのは俺だけか？　あまりにも小さな揺れに、誰も何の反応もなく、

（まただ）

　今度ははっきりと揺れた。とは言ってもまだまだ小さな揺れなんだが、スタンドに並ぶ連中もこの奇き妙みような揺れに気がついたようだ。

「なんだ？」

「一体何が……？」

　実験棟とうで爆ばく発はつ事故でも起きたのだろうか？

　その割りには音がしないと、俺が首を傾かしげていると、

『ゴゴゴ……』

『ゴゴゴゴゴ……』

『ズゴゴゴゴゴゴ……』

『ゴオオオオオオ、オオオン!!』

「な、なんだーっ!?」

　すわ、これが悪神の襲しゆう来らいか!?　そう思ったのも束つかの間、俺の目の前には予想もしていなかったものが現れる。

　それは地を割り現れた巨きよ大だいゴーレムだ。そしてその王おう冠かん状の頭部には、何やら見慣れた女が乗っていて──。

「って、何やってんだお前ーっ!?」

　現れた女、それは図書館の魔女ことエルゥだった。眼鏡めがねを光らせ、長い黒くろ髪かみをうねらせたエルフは、俺の問いかけにカラカラと笑うと叫さけぶように言い放つ。

「どうだ！　起動に成功したぞ！　これこそが古いにしえより伝わる鉄機兵だ!!」

「は!?　いやいや、何をやってるのかって聞いてんだよ！　マジで何やってんだ!!」

「もう答えたじゃないか。このゴーレムを起動したんだ！　ついでにみんなにお披ひ露ろ目めに来た。ここはそのための会場なのだろう？」

「いや、そうだけど……そうじゃなくてだな」

「ふふふ……やったぞ！　やはり私に不可能などない!!」

「駄だ目めだこりゃ」

　あのクマの濃こさ、それに異様なテンションの高さから、やつが二徹てつ、いや、三徹なのだろうということは分かる。別に徹夜しようがどうしようが勝手だが、そのままの勢いで人の前まで来ないで欲しい。現時点において、すでに俺はトラブルの予感がある。

「さあ、満足しただろ？　さっさと巣にお戻もどり」

「いーや、まだまだ足りないね。実験はこれからじゃないか」

「実験とかいいから。そのまま地底に引っ込んで」

「なぜだい？　これを見つけられたのは君のおかげだし、起動できたのも君のおかげじゃないか？　最後まできちんと協力してもらいたいな」

「え？　ど、どういうことだ？」

「このゴーレムなんだがね。学園の地下、迷めい宮きゆうとは違うエリアにあったんだが」

「うん」

「保管場所から起動方法まで、全部君のウィキに書いてあったよ？」

「うおおおおおおあああああああああああ油断したああああああああああ!?」

　今年度最大の凡ぼんミスだ!!　エルゥのやつ、何か最近、うちによく来るようになったなと思ったら……!!

　俺が持つ攻こう略りやく本ぼん、＠wiki の更さらなる解読が目当てだったか！　最近ウィキウィキ言わなくなったから、安心して渡わたしてしまっていた！

（あれさえあれば大人しくなるから！）

　そんな横着をせず、素す直なおに図書館地下に送り返すべきだった。仮にも相手は魔女と呼ばれた女、もっと警けい戒かいして然しかるべきだったな。

「さあ行くぞ！　生徒全員でもいい、かかってこい！」

「「「無理ですーーーーーーーーっ!!」」」

「なぜだ!?　君たちは知りたくないのか？　このゴーレムの性能、その限界値を!!」

「「「知りたくないですーーーーーーーーっ!!」」」

「それでも君たちは学究の徒か!!」

　怨おん霊りようのような見た目の女が髪を振ふり乱して叫んでいる。

　怯おびえた生徒たち、そして保護者たちが泣き叫びながら逃にげ惑まどっている。

　その光景を目にしながら、俺は、

（とうとう……あいつをヤるべきか……!?）

　などと、物ぶつ騒そうなことを割と真しん剣けんに考えていた。
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　さて、そんなこんなで収しゆう穫かく祭は進んでいった。

　三日目。四日目。五日目と過ぎて──今日は六日目、終しゆう盤ばんだ。

　今日と明日、あと二日で収穫祭は終わってしまう。それなのに悪神の気配はなく、街は至って平和、祭りはフィナーレに向けて大盛り上がりの状じよう況きようだった。

　楽団の演奏が今日も聞こえる。景気のいい太たい鼓この音、軽かろやかな笛の音色が窓を通して入り込んでくる。ＢＧＭにはちょうどいい、そんな気持ちのいい音楽に包まれながら──。

　うちのリビングで、何度目かになる対策会議が開かれていた。

「えー、では、始めようと思います」

「第何回だったか。悪神対策会議～」

「ドンドン、パフパフ～♪」

　メリッサの声に合わせ、パラパラと小さな拍はく手しゆをユミエルが鳴らした。

　老ろう龍りゆうは持参した鈴すずをリンリンと鳴らしている。その統一感のなさに目眩めまいさえ覚えながら、俺はテーブルを囲む一同に向かってこう言った。

「ここ一週間、悪神の気配を感じた人～」

「……………………」

「雰ふん囲い気きや匂においでもいいぞ。不ふ穏おんな何かを感じた人～」

「……………………」

「やはりゼロか……ゼロなのか……」

　力なく言って、俺はガクリとうなだれた。

　強い徒労感を覚えている。緊きん張ちようの糸がふにゃふにゃと緩ゆるんでいるのも感じられた。

　ここ数日、巡じゆん回かいや講師、売店や運うん搬ぱんの仕事をこなしながら、ずーーーーっと辺りを警戒し続けていたもんな。自分で思っていた以上に疲つかれていたようで、そんな俺にユミエルがそっとクッキーやマドレーヌなどを差し出してくれた。

　それをもしゃもしゃと食べてお茶など飲みつつ──。

　俺は改めて、今回の事件の異常性について言げん及きゆうしていた。

「予兆はさ。何度かあったんだよな」

「ふむ。というと？」

「起きるはずのないことが起きた系だな。憤ふん怒ぬの悪あつ鬼きの出現がそうだったし、最近だとクラーケンの復活、それに伴ともなう生徒たちの漂流がそうだよ」

「ゾンビ病の蔓まん延えんもそうかも？」

「まさしくそうだよ。何者かの意図というか、作さく為い的てきな何かを感じていて」

「……だけどその尻尾しつぽを掴つかめない」

「そうなんだよなあ。それがどうにも気持ち悪いっていうか、落ち着かないっていうか」

　ガリガリと頭をかきむしる俺。

　思い返せば思い返すほど、俺の周りには作為的な何かが感じられる。

　そもそもこの世界に来たのだって、「ただの偶ぐう然ぜんです」と割り切るにはあまりにも奇妙な出来事だった。まさに神のごとき存在、あるいはそれに準ずる存在に、何かしらの意図を以もつて召しよう喚かんされた、という方がまだ納なつ得とく出来たんだが、

（そんなやついなかったしなあ）

　荒こう野やに落っこちてそれきりだ。時計を持ったウサギだとか、いかにも神様な風ふう貌ぼうの老人とか、そんな奇妙な代しろ物ものは視界の端はしに映った記き憶おくさえなかった。

（だけど実際、毎月のように事件が起きているわけで）

　そのすべてを悪神のせいだ、何者かの陰いん謀ぼうなのだと言い切るわけじゃないが──。

　それに近しい気持ちを、俺は心のどこかに抱かかえていた。

「仲間の人の警告、あれってなんだったんだろうね？」

「さあな。出来れば会って話をしたいよ」

「連れん絡らくを取ることは出来ないの？」

「無理だな。いまどこで何をしているのかさえ分からないんだ」

「タカヒロ。そもそもの話なのだがな」

「うん？」

「実はこれは盛大なドッキリで、収穫祭に悪神が云うん々ぬんというのはウソという可能性が」

「止やめろーっ!!　その可能性は考えたくない!!」

　少しだけ、ほんの少しだけ、「そうなのでは？」と考えたこともあった。

　だけどいたずらにしては奇妙だし、れんちゃんや優ゆう介すけのただならぬ雰囲気も捨て置けなかった。きっと近々、何かが起きる。しかしその何かの実態が把は握あく出来ず、俺たちはやはりやきもきとし続けるのだった。

「……大だい丈じよう夫ぶ、と言うとおかしな言い回しになりますが」

「うん？」

「……何かしらの事件は起きると思いますよ。わたしの友人もそう言っていました」

「それって例の妖よう精せいたちか？」

「……はい。わざわざ警告までしていただいて」

「妖精どもはこの世の管理者、その一員を気取っておるからな」

「わたしたちよりずっと真相に近づいているとか？」

「……そのようでしたが。詳くわしい話ははぐらかされてしまって」

「やつらは人間だけの味方、というわけではないからな。過度に肩かた入いれし、無用な混乱が起きるのを防いでおるのだろう」

　面おも白しろくなさそうにそう言って、ルートゥーはふんと鼻を鳴らして腕うでを組んだ。

　そんな少女の様子を見て、俺はまた何か、悪神について言及しようとしたが、

　ぼーん。ぼーん。

　不意に柱時計の音が鳴った。見ると時刻はすでに十一時、いつの間にか昼の時間へと差しかかろうとしていた。

「休きゆう憩けいにしては長すぎたか」

　などと言いながら、俺は慌あわてて席から立ちあがる。

　今日も仕事は盛りだくさん、特に昼からは厄やつ介かいな巡回警備の仕事が待っていた。

　どうしても「ながら」調査になってしまうが、どちらかに専念出来ないのが市し井せいの暮らしの辛つらいところだ。悪神あちらが大事なら仕事こちらも大事。これからのことを考えると、ここでギルドの依い頼らいを破り捨てるのは得策ではなかった。

「今日も頑がん張ばって働きますかね」

　正直、あまり気乗りはしなかったが──。

　こんな気持ちが続くのも明日までだ。収穫祭の最終日、それが過ぎるまでには何かしらの事件、何かしらの動きが見えてくるだろう。

（信じているぞ、れんちゃん、優介）

　いや、マジで頼たのむぞ、空から振ぶりだけは勘かん弁べんしてくれよと願いながら、俺はハンガーラックから愛用のジャケットを引き抜ぬくのだった。

「さて、と。それじゃ今日も頼むぞ、お前ら」

「うむ！」

「任せて！」

「ユミィは内勤を頑張って……何かあったら老龍さん、頼みます」

「ああ、任されたよ」

　長いひげを撫なでる老人、その本ほん性しようである龍の強さに期待しつつ、俺はすぐにも街へ出ていこうとした。ルートゥーやメリッサ、このふたりも「事件が終わるまでは」と真面目まじめに調査を続けてくれている。そのあとに続くように、俺もリビングを出ようとして、

「……？」

　不意に引っかかりを感じた。

　振り返ると、そこには俺の服の裾すそを控ひかえめに握にぎるユミエルの姿があった。

「……あっ」

　俺の視線に気がつくと、ユミエルはパッとその手を離はなしてくれた。

　しかしまだ何か気がかりがあるのか、こいつにしては珍めずらしい、実に曖あい昧まいな態度で俺のすぐ近くで立ちすくんでいた。

（こいつもこいつで心配なんだろうな）

　収穫祭も終わりに近づき、いよいよ何かが起きようとしている局面。不安や心配が募つのっていって、つい、ユミエルらしからぬ行動をとらせてしまったんだろう。

　この二年、こいつも随ずい分ぶんと人間らしくなってきた。かつての人形のような姿を思い出しながら、俺は薄うすく笑ってユミエルの肩かたに手を置いた。

「大丈夫だって。何かあっても、ちゃんとここに戻もどってくるから」

「……本当ですか？」

「ああ。ここが俺たちの家だからな。最終的にはちゃんと帰ってくるさ」

　そう言ってユミエルを元気づける俺。

　これから何が起きるかは分からないが、戻るべき場所はここの他ほかにどこにもない。

　この家が俺たちの居場所。そして愛いとしい我が家というやつだ。この家で日常を送ること、それが今の俺にとってはとても大事なことだと思えた。

「まあ、いつぞやは家出したりしたけどさ。今度もちゃんと帰ってくるから」

「……約束ですよ？」

「ああ、約束だ。指切りをしたっていいぞ」

　不安そうな少女の右手を取って、俺の右手と小指と小指を絡からませる。

　そしてそれを軽く振ふり、俺はユミエルと小さな、しかし大事な約束をした。

（うん……帰ってこよう）

　指切りをしながら静かに思う。

　心の中の決意は、しかし、何よりも強い気持ちのように感じられた。

「それじゃ、行ってくるわ。夕方には帰ってくるからな？」

「……はい。行ってらっしゃいませ」

「うん。お前も仕事、頑張ってな」

　それだけ伝え、俺は秋風の吹ふく街へと出かけていった。

　収穫祭もいよいよ大おお詰づめ、ひとつの終わりが近づいてきている。

　そしてそれは俺が抱える問題も同じようで──。

　この数時間後、俺はとうとう、件くだんの悪神との遭そう遇ぐうを果たすこととなった。
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　その女と出会ったのは、人ひと気けのない街角、午後三時頃ごろのことだった。

　巡回の途と中ちゆう、近道をしようと路地を抜けたところで──。

　不意に声をかけられたんだ。

「こんにちは」

　なんて軽い調子で、俺の方へと微笑ほほえみかけてくる女。

　俺は足を止め、辺りを見回してから自分の顔へと人差し指を向けた。

「俺に言ってるんですか？」

　おそらくは二十代後半、長い黒くろ髪かみの美しい女に問いかけてみる。

　俺の方はまったく見覚えがないんだが、どうやら相手はそうじゃないみたいだ。女はこくりとうなずくと、また親しげな顔を向けてきた。

「こうして会うのは一年ぶりかしら？　しばらく見ないうちにたくましくなったわね？」

「え？　えっと……？」

「その前に会ったのは二年前？　それとも四年前だった？　いずれにしても、本当に久しぶり。会いたかったわ」

「ええ……!?」

　笑いながら近づかれたが、俺はその分後ろに引いてしまった。

　向こうは覚えているみたいだけど──あいにく俺には見覚えがない。

　ここまでフレンドリーということは、絶対、どこかに接点があるはずなんだけど、

「あ、もしかしてギルドの受付の人？」

「ふふっ、残念。それは私じゃないの」

「ううっ……!?」

　もしやと思って聞いてみたが、見事に的を外してしまったようだ。

　どうにも気まずくなった俺に対し、しかし、女はどこまでも親しげだった。

「まあ、仕方ないわよね。あの時の私は今の私じゃなかったし、その前の私も今の私の姿じゃなかった。分からないのも無理はないわ」

「んんん？　それってどういう……」

「こういうこと」

「うおっ!?」

　言うや否いなや、女は老ろう婆ばの姿に変わっていた。

　黒い髪は真っ白になって、背せ丈たけもグッと縮んでいる。変装というよりは変へん化げと呼ぶに相応ふさわしい変わり身だ。その違ちがいに驚おどろいて、俺は思わず目を丸くしてしまっていた。

「本当に久しぶりだねぇ、ぼうや」

　しわがれた声でふぇっふぇと笑う老婆。

　その姿とその声に、俺はどこか覚えがあるような気がして、

「って、ああーっ!?　あの幽ゆう霊れい番地の婆ばあさん!!」

「そうさね」

　うなずく女、いや、婆さんは、確かに俺が会ったことのある人物だった。去年の今ごろに手紙を届けて、そのまま飯までご馳ち走そうになったんだよな。

　あのあと「そんな住所はありませんよ」と言われて大いに肝きもを冷やしたもんだが、いや、やはり実在の人物だったか。

「でも、さっきの姿は一体……？」

「いやいや、あれだけじゃないよ。あたしにはいくつもの顔があるのさ」

「え？」

　聞き返した瞬しゆん間かん、今度は婆さんが少女に変わっていた。

　いかにも村むら娘むすめって風ふう貌ぼうの女の子だ。いくらか成長しているが、こいつは──。

「もしかしてモニカか!?」

「はい！　カルロック村のモニカです！」

「うわ～……!?」

　この子も印象深い女の子だった。俺たちが異世界に転移してきて、初めて出会ったこの世界の住民。熊くまに襲おそわれていたところを助けたんだったか、その顔を見て、当時の記き憶おくがありありとよみがえってくるようだった。

「その節は本当にお世話になりました。おかげで今も元気に暮らしています」

「そりゃ良かったけど……いや、しかし……」

「なんでしょう？」

「もしかして、人間じゃなかったのか？　変身能力を持った種族とか？」

「ああ、いえいえ！　違いますよ！　わたしは色んな姿を持っているだけで」

「うん」

「全部が本物、独立した個体なのだけど」

「うっ……!?」

「同時にそれは、全部あたしでもあるんだよ」

「頭がくらくらしてきた……」

　少女から美女へ、美女から老婆へ、そしてまた他の存在への変身だ。

　その万まん華げ鏡きようのような変化に、俺は白昼夢でも見ているかのような気分になった。

「私はメアリー・コープス。これも私」

「私は千せん川かわ舞まい子こ。これも私」

「私はマルタ・クーラント。これも私」

「私はモルタビア・チェンバス。これも私」

「みんなみんな私の姿。すべて私で私のすべて」

「私は私の姿を以て」

「貴方あなたのことを陰かげからこっそりと見守っていたの」

　やがて女は最初の姿に戻り、にっこりと笑って語りかけてきた。

　その声には親しみがある。友人のような、保護者のような、何とも言えないような親近感が込められている。

（でも、なんでだ？）

　この女は俺を見守っていたと言ったが──。

　そこにどんな目的があるんだろうか？　敵意や悪意はないようだが、その分、かえって不思議な気持ちになってしまう。

「どうしてそんなことを……？」

　おずおずと尋たずねてみる。そんな俺に対し、件の女は微笑みながら返してくれた。

「私の目的はひとつ。私は貴方に成長してもらいたかったの」

「俺に……成長？」

「ええ。もっと強く、もっとたくましく。心身ともに強い人間になってもらいたかった」

「それはまた、なんで……？」

「話せば長くなるのだけど……」

　女はそこで一度区切り、思案気な顔になって頬ほおに右手を当てていた。

　何をどう説明したものか、言葉を選んでいるのだろうか？　何度か言いあぐねた末に、女はこのようなことを返してきた。

「ともかく、無事に育ってくれて良かった。本当にここまでが長かった」

「異世界からきた貴方たちに、私がこの世界での体アバターを用意してあげて……」

「貴方は無気力、無関心な傾けい向こうがあったけれど」

「今ではそれも鳴りを潜ひそめ、誰だれかのために働ける立派な大人に成長したわ」

「感無量とはこのことかしら」

「私の心はいま、大きな喜びによって満たされているの……」

　ジーンと胸を震ふるわせている黒髪の女。

　感かん慨がいに浸ひたっている彼女には悪いんだが──やはりいまいち要領を得ない。

（俺をなぜ見守っていた？　俺の成長が自分の喜び？）

　母親でもあるまいに、そうされるだけの義理はないように思える。

　そもそも成長させてどうしようというのか。謎なぞばかりが積み上がっていって、俺はいよいよ戸と惑まどいの態度を隠かくせなくなってきた。

「最終的に俺をどうしようっていうんです？」

　まさか魔ま王おうか何かと戦わせたいわけじゃないだろう。このあしながおじさんのような女は、俺の考えを知ってか知らずか、ふっと笑ってこう言った。




「それはもちろん、美味おいしく食べるのよ」




「…………え？」

　一瞬、自分が聞いた言葉が理解出来なかった。

　食べる。美味しく食べる。その日常的な言葉が、酷ひどく非日常なもののように思える。

　遠くからは楽団の演奏、祭りの喧けん騒そうが聞こえていた。その静かなざわめきの中で、俺は声を出そうとして出せなかった。

　そのような中、女だけが朗々と何事かを語り始めた。

「本当に長かったわ。ここに来るまでが大変だった」

「他ほかのふたりと比べて貴方はどうにも未成熟でね」

「このまま食べても栄養にはならない。私の糧かてにならないと思ったの」

「だから試練を与えてあげて、お互たがいを支え合うパートナーを用意してあげて、称しよう賛さんが受けられる環かん境きようを整えてあげて、時には苦難も与えてあげたわ」

「それは、全部……」

「そう、貴方を美味しく食べるため」

「貴方の成長……いや、成熟を待っていたの」

　そう言って笑う女。そこには依い然ぜんとして親しみしかなかったが──。

　俺にもようやく分かった。こいつは俺を「エサ」としてしか見ていないんだ。

　甘いお菓か子し、あるいはご馳走を見るような目で俺を見ている。その幸せそうな顔、そこに邪じや気きや悪意などあるはずもなかった。

（それに……）

　もうひとつの事実も分かった。

　こいつこそが悪神だ。れんちゃんたちが警告してくれた俺たちの敵だ。

　俺が知っているどの悪神とも似ていない。分かりやすい気配、怪あやしげな瘴しよう気きなども発してはいない。だけど言動でそうだと分かる。たとえ人間の姿をしていようとも、こいつは悪なる神々の一柱、そのものなのだということが分かった。

（だったら！）

【コール】を短くかけて、俺の現在地をルートゥーとメリッサに伝える。

　同時にナイフを抜ぬいて先制攻こう撃げきだ。得意の状態異常をかけられてはこちらの方が危あやうくなる。捕ほ縛ばく、転送をするためにも、ここは少しでもダメージを与え──。

「……なっ!?」

　俺のナイフが避さけられた。

　いや、俺がナイフを逸そらせたのか？

　予想とは違う動きに愕がく然ぜんとし、次の瞬間には更さらなる驚きに体を震わせた。

「足が……!?」

　足だけじゃない。腕うでも首も動かせなくなった。

　まるで金かな縛しばりにあったように固まって、俺は不自然な体勢のままで悪神の方を見る。

「言ったでしょう？　その体は私が用意してあげたものなの」

「貴方のものではないのよ。ある意味では私の一部であって、私の意思が優先されるの」

「今の貴方じゃ、私を傷つけることなんて出来ないわ」

「それでも萎なえない闘とう志しは、立派なものだとは思うけどね？」

　くすくすと笑う悪神。今や彼女の目は黒く染まり、その輪りん郭かくは陽炎かげろうのように揺ゆらめいて見えていた。

　いくつもの女の姿が溶とけあうように重なり合っている。そんな異形の姿となりながら、悪神はうっとりと、実に幸せそうな声で語り続けていた。

「今日は楽しい収しゆう穫かく祭。待ちに待った収穫の時」

「立派に成長した貴方を食べて」

「私はより強く、より確かな存在になるの」

　そんなのはごめんだ。俺は誰かの糧になるつもりはない。

　そう思うものの、もはや俺は声さえ自由に出せなくなっている。それでももがく俺を愛いとおしげに見つめ、悪神はぺろりと舌なめずりをしたかと思うと、

「それじゃあ」

「いただきます……♪」

　次の瞬間、膨ふくれ上がった影かげが俺に被かぶさるように伸のびてきた。

　視界の端はしにはルートゥー、メリッサが見え、だけどあいつらは間に合わず──。

　俺はそのまま、悪神の体に呑のみ込まれていった。
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　どこか遠くで音がする。

　聞き慣れたような、懐なつかしいような、奇き妙みような鐘かねの音が響ひびく。

　同時に、誰かが俺の肩かたを揺さぶって──。

「おい、起きろよ。いつまで寝ねてんだ」

「む、あぁ……」

　いつの間に眠ねむっていたのだろう。人ひと気けの失うせた教室は夕焼けに照らされ、寝起きの目には痛いほど赤く染まっている。

（教室……か？）

　そうだ、ここは教室。明めい志し高等学校の俺のクラスだ。

　目の前には親しい友人の姿があった。何だろう、妙に懐かしい。少し天然パーマが入った黒くろ髪かみの少年が、制服の上にまとった学校指定のコートを揺らし、俺を急せかす。

「今日はＶＲでカレーを作って食おうぜ、って話だったろ？　早く帰ろうぜ」

「そう、だったな」

　そうだ。そうだった。仮想現実で食べるカレーの味はどんなものなのか、ここ一週間はそればかりを話していた。昨日の夜、やっとの思いでスパイス・ドレイクからカレー粉を作り出す最後の素材を入手したんだったな。

　うん、思い出してきた。今日は、いよいよそれを使ったカレーをみんなで食おうという話になったんだった。こんな所で寝てる場合じゃねえ！　早く帰らないと！

　でも、少し引っかかる。

「なあ、優介」

「ん？　なんだ」

　向こうからだと逆光になるのか、少し眉まゆを寄せ、目を細めてこちらを振ふり返る優介。その姿はいつも通りで、どこにも違い和わ感かんはない。だとすると、原因はこいつではなく──。

「ゲームしてる場合じゃない……って、気がするんだけど」

「はあ？」

　そう、そうだ。俺は眠る前、何か大事なことをしていたはずだ。先生の手伝いだったか、クラスメイトの頼たのまれごとか──いや、どれも違ちがう。どうにも思い出せない。でも、確かに、何かの途と中ちゆうのはずなんだ。

　でも、優介はそれを笑って否定する。

「ははっ、お袋ふくろさんに叱しかられる夢でも見たのか？　期末試験はまだ先だぞ」

「夢……」

　そうかもしれない。夢の話を現実だと勘かん違ちがいしていただけなのか。

　そうだよ、あれは夢だ。夢に違いないんだ。

（……あれ？）

　肝かん心じんの夢の内容が、全く思い出せない。夢ってそういうもんだけど、今日はどうにも引っかかる。あれは何だったか、どういう夢だったのか──。

「おーい、貴大。帰るぞー！」

　そうだな、帰ろう。先に行った優介が呼んでいる。

　たかが夢だ。いつまでもこだわるもんじゃない。家に帰って、飯を食って、ＶＲゲームをして寝よう。いつも通りだ。

　退たい屈くつで、たまに楽しくて、代わり映ばえのしない。

　そんな俺の日常に、事件なんて起こるはずがない。

　いつも通りの帰り道、夕暮れの街を、俺と優介はおしゃべりをしながら帰っていった。
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「ほら、もう起きないと遅ち刻こくするよ！」

　乱暴にドアを開ける音。耳に障さわるやかましい声。

　寝不足の人間にはつらい騒そう音おんに、俺は眠ねむ気けよりも強く苛いら立だちを感じた。

「っせーな、部屋に入ってくんな！」

「あんたが一人で起きられたらそうするけど？」

「チッ……」

　ああ言えばこう言うとはこのことだ。いつもいつも似たようなことを言いやがって……人が出来ないと分かっていて言うから、なお悪質だ。余計な世話を焼くし、部屋に入るなと言っても聞かないし、母親ほど鬱うつ陶とうしいやつはいない。

「じゃあ、母さん行くからね？　朝ごはん、ちゃんと食べなさいよ？」

「分かってるって！」

　苛立ちから、つい怒ど鳴なり声を上げてしまう。それに合わせて眠気が去り、それを確かく認にんした母さんは、にやりと笑って去って行った。

　何から何まで思おも惑わく通りってのが気に食わないが──起きないと遅刻するってのは本当だ。スマホを見ると、もうすぐ八時になろうとしている。このまま二度寝したい気分だが、そろそろ動かなくちゃいけない。

　でも、やっぱりだるい。

「また野菜炒いためかよ……」

　制服に着き替がえて居間に行くと、テーブルの上には父さんと母さんの「お残し」があった。大皿に盛られた野菜炒め、その残りに手をつけながら、俺は切実に思う。

「たまにはいいもん食わせろっての」

　米と野菜炒め、米と野菜炒め、米と野菜炒め。ローテーションでさえない我が家の朝食は、実に貧相である。あるのは肉が豚ぶた肉にくかソーセージかの違いだけだ。

「あーあ」

　たまらず、冷蔵庫から漬つけ物ものや鮭さけフレークを取り出してご飯に載のせる。それでも満たされないフラストレーションは、自分では当然のものだと思っている。

「途中でパンでも買うかな……」

　ため息といっしょに漏もれる独り言。代わり映えのしない朝飯に文句を言いながら、時計を見てはあわてて立ち上がる毎日。

　これが俺の、佐さ山やま貴たか大ひろの日常だ。

　事件はない。イベントもない。穏おだやかな日々と言えば聞こえはいいが、代わりに刺し激げきや驚おどろきもない。毎日毎日、決まった時間に学校に行って、つまらない授業を受けて、部活もせずに帰ってくる。

　多分、これがずっと続くんだ。大学に入っても変わらない。大人になったら学校が会社に変わるだけで、死ぬまでずっとこの生活が続く。

　優ゆう介すけは人生をクソゲーだと言っていたけれど、本当にその通りだと思う。せめて夢中になれる何かが見つかればよかったが、自分から探すだけの積極性が俺にはなかった。

「はあ……」

　玄げん関かんで靴くつを履はいていると、自然とため息が漏れる。

　伸のばした手にはブレザーの紺こん。足元にはズボンの黒。鬱うつ々うつとする色は、まだまだ付き合わなくちゃいけないものだ。

「本当に、何なんだろうな」

　授業の意味のなさには、本当に嫌いや気けが差す。漢文だの物理だの、俺の人生には何の役にも立たないと思う。それでも学ばなくちゃいけない不条理に、ため息が増えるのも仕方のないことだ。

「あんなの覚えなくても働けるだろ……」

　本当にそう思う。だって、現に俺の知り合いは学校なんて通っちゃいない。それでも立派に働いているのだから偉えらいもんだ。

「なあ、ユミィ？」

　振り返って、そこに立つ少女に──。

　──少女に──そこに、いるはずの──。

　──────────────────。

　────────────────誰だれに？

「……ん？」

　今、何を考えていたんだろう？　それともボーッとしてたのか。

　よく分からないが、きっと寝ね不ぶ足そくのせいだと思う。どうせ一時間目は古文だ。そこで少し眠っておこう。

「んじゃ、行ってきます」

　いつものクセで誰もいない家に声をかける。

　それから玄関の鍵かぎをかけて、学校に向かって出発して──。

　その間、ずっと、俺は誰かに見送られているような気がしていた。
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　俺が通っている明志高校メイコーは、可もなく不可もなくの進学校だ。飛び切りの天才はいないが、どうしようもないほどのバカもいない。部活動は盛んだけど、運動部も文化部もいまいち成績がパッとしない。

　多分、全国の高校を比べたら、ぴったり真ん中に収まるんじゃないか。そんな風に思わせるのが、明志高校って学校だった。

「小お田だセンもバスケ好きだよなー。高校に入ってもう何回やったって話だよ。なあ？」

「俺は好きだよ、バスケ。優介は嫌きらいだったっけ？」

「好きな方だけどさあ。いい加減、飽あきたっての」

　昼前の四時間目、体操服に着替えた俺たちは体育館に集まっていた。

　今日の体育は６組と合同でバスケだ。ひとつのコートを男子が使い、もうひとつを女子が使う。そのせいで、どうしても待ち時間ができてしまうが……俺にとってはそっちの方がよかった。

　バスケは遊び感覚でやるのがちょうどいい。れんちゃんと違ちがって、俺はそんなに体力がないからな。今日も流す程度に頑がん張ばろう。

「次！　５組３班！　６組３班！」

「ほら、お呼びだぞ」

「頑張れ」

「ああ」

　２班同士の試合が終わり、いよいよ俺の出番が来た。

　今日の相手にはバスケ部のエースがいる。あいつも授業でぐらい手を抜ぬきゃいいのに、ここぞとばかりに張り切るからな。多分、うちの組はボロ負けするだろうけど、やるだけはやってみようか。

「ハッ！」

　試合開始の合図とともに、エースがいきなりボールを奪うばった。

　両班の代表が叩たたき落とそうとして変な位置に転がったボールを、エースは流れるような動きで拾い上げ、そのままドリブルを続けてこちらの陣じん地ちに突とつ撃げきをしかけてきた。

「よしっ！」

　何人かが抵てい抗こうしたが、ほとんど意味をなさなかった。いつものように華か麗れいに敵の手を潜くぐり抜け、エースはするりと手を上げる。すると、ボールは魔ま法ほうのようにリングを通過し、そのままストンと落ちてくる。

　無む駄だのない動きだ。ドリブルシュートが簡単そうに見えるほどに洗練されている。これで本人がれんちゃんみたいに爽さわやかだったら、敵ながら見事だと感心するところだが、

「ふっ」

　件くだんのエースは、なんてことないような風を装よそおい、女子たちがいるコートをチラチラと気にしていた。あれがなければいいやつなんだが──どうもあいつは、うちのクラスのれんちゃんを妙みように意識しているところがある。

（まあ、れんちゃん、完かん璧ぺき超ちよう人じんだからなあ）

　文武両道を体現し、当たり前のように女子にモテる。そんなイケメンに唯ゆい一いつ勝てる場で、張り切ろうとするのは無理もない話だ。

　ただ、だからといって引き立て役の雑魚ざこ扱あつかいされたら面おも白しろくない。俺はそこまで悟さとってないし、枯かれてもいないつもりだ。一いつ矢し報むくいるのは無理でも、たまには驚かせてみるか。バスケ好きのれんちゃんに付き合って、俺もそれなりにバスケは得意なんだ！

「行くぞ！」

　リバウンドでボールを拾ったエースが、猛もう然ぜんとこちらの陣地に攻せめてくる。立ち塞ふさがる俺を無視するみたいに見み栄ばえ重視のドリブルをして、今度もサイドからのドリブルシュートを狙ねらっている。

　させるか。俺だって意地はある。

　わざわざ隙すきを見せるのなら、そこを衝ついて驚かせてやる。

　集中すればボールを奪えるはずだ。エースの野や郎ろうは得意満面で、自分がしくじるなんて夢にも思ってない。実力差は歴然だが、付け入る隙は確かにある。

　──そうだ。

　──俺なら見える。俺なら奪える。

　──こんなの簡単なことじゃないか。ボールなんて止まって見える。

（ここだ）

　そう、ここで手を伸ばして。相手の動きの先を読んで。そうだ、ボールをつかめ。手のひらで行く手を遮さえぎるだけでいい。

　そう、そして、奪ったボールは敵のバスケットに投げ入れて──。

「「「おおおおおおおおおおおっ!!」」」

「……ん？」

　沸わき上がった歓かん声せいに、俺はハッと我に返った。

　少しボーッとしていた。今、ボールはどこにあるのだろう。

「おい、すげえな！」

「まぐれにしては美味おいしいよなあ！」

「は？」

　同じ班の連中が、バンバンと肩かたや背中を叩いてくる。そいつらの嬉うれしそうな顔とは対照的に、エースや審しん判ぱんの小田センはぽかんと口を開けて呆ぼけている。

　多分、俺が何かしたんだろうけど……。

　そういえば、長ちよう距きよ離りシュートをしたような気が……。

「狙ってやったのか？」

「いや、違うって。入るわけねえだろ」

　そう言った直後に、違うという気持ちが湧わいてきた。

　あれはまぐれでも何でもない。狙ってやったんだ。それも、俺なら出来るという確信の上でやった。

　なんでだ？　どうしてそう思ったんだ？　そして、何で出来たんだ？

　エースからボールを奪って、そのまま中央ライン越ごえの３ポイントシュートを決める。体育館が沸き立つほどの活かつ躍やくは、俺にとってまるで現実味が伴ともなわないものだった。




「凄すごかったな、あのシュートは！」

　学校からの帰り道、優介が興奮気味に拳こぶしを握にぎった。

「すげー速さでボールを取ってさ！　そんで、こう、ナチュラルな動きで……」

「止やめろって、恥はずかしい」

　周りに同じ学校の生徒がいるってのに、俺の動きを再現しようとする優介。たまには人目を気にしてほしいもんだ。こいつはいつも、自由に生きている気がする。

「いや、だけど、本当に良かったよ。俺も驚いたもん」

「れんちゃん」

　優介に続いて、れんちゃんが微笑ほほえんで手を振ふった。

「こうして、片手でボールを奪って……スルッて音が聞こえるみたいだった」

「だから、あれはまぐれだって」

「でも、みんなは狙ってやったんだって思ってる。それぐらい上手うまかったし……クラスの女子も貴大を意識してたよ」

「あいつられんちゃんを見てんだよ」

　それは本当にそうだ。バスケぐらいで俺がモテるわけがない。そう確信できるほどに、れんちゃんのイケメン度は絶対だ。

「いやぁ～、でも、分っかんねえぞ～？　もしかしたら、今日のがフラグになって、そのうちイベントに突とつ入にゆうするかもよ？」

「ゲームのやり過ぎだ、アホ」

　ニヤニヤしながらすり寄ってきた優介を軽く小こ突づく。

　ちょっと天パ気味な髪かみに、時じ代だい遅おくれのフレーム付き眼鏡めがね。いかにもオタクな外見をしている優介は、言動がいちいちファンタジックだ。

　フラグだの、イベントだの、そんなことが現実にあるわけが──。

　いや、隣となりに経験者がいるけどさ。俺には起きるはずもない。これまでだってそうだったし、きっとこれからもそうだ。

　そう決めつけて、俺は少し足早に住宅街の中を進んだ。

「そういや、今日はどうする？　ＶＲ、やるか？」

　先を行く俺に優介やれんちゃんが追い付いたところで、ふと、この後のことを思い浮うかべた。特に予定がなければ、ＶＲゲームをするのがいつもの俺たちだった。

　しかしこの日は都合が悪かったみたいで、ふたりは揃そろって首を横に振っていた。

「いや、今日は止めとくよ。もうすぐ模試だし、ちょっと勉強する」

「俺もパス。この後、大学の先せん輩ぱいんとこ行ってさ。ＶＲ機器を改造するのよ」

「そっか」

　たまにはこんな日もある。何だかんだで俺たちも高校二年生だ。予定が合わない日だってあるし、遊べない日だってある。将来のことを考えるのなら、俺も目標ぐらいは立てるべきなんだろう。

　でも──。

「じゃ、俺、こっちだから」

「俺は参考書を買いに行くよ。貴大も来る？」

「いや、いーよ。今日は素す直なおに帰る」

「そう？　じゃ、また明日あした」

「ああ、またな」

　やがて三さん叉さ路ろに差し掛かかり、れんちゃんと優介は繁はん華か街がいの方へと向かっていった。ひとり残された俺は、しばらくその場に立ち尽つくしていたが、すぐにもその場を後にした。

　俺たちが暮らしている街は、都会とも田舎いなかとも言えない中ちゆう途と半はん端ぱな街だ。あるのはベッドタウンみたいな住宅街と、駅周辺だけ栄えた繁華街、それに国道沿いまで顔を出す田んぼと、資産価値ゼロの山々だ。

　こんなところ、出て行きたいという気持ちはある。大学進学を機に、こことは違う場所に行き、それまでとは違う生活をしたいという気持ちは確かにある。

　同時に、このままでもいいんじゃないかとも思っている。何だかんだで住み慣れた土地だ。市内の大学に行き、役所にでも就職し、実家で暮らすというのも悪くない気がしている。

　どちらがいいのか、まだ分からない。もう決めなくちゃいけない時期だというのは分かっている。現に、れんちゃんや優介はもう進路も進学先も決めている。

　れんちゃんは政治家になりたいらしい。そのために、それ相応の大学に入る必要があると前に語ってくれた。優介はＶＲ、あるいはＩＴ関係の職に就つきたいそうだ。ゆくゆくは起業もしたいそうで、そのためのプランも教えてくれた。

　ふたりとも夢がある。数年先、十年先のビジョンを持っている。それに比べて、俺は何も持っていない。したいことなんて特にないし、大学に行きたい理由も特にない。

　これから先、俺はどんな大人になるんだろうか。

　大人になった俺は、どこで、どんな生活を送るんだろうか。

　流されるがままに生きてきた俺は、そんなことさえ分からない。そんな自分に焦あせりと不安を感じているが、どのように動き出したらいいのか、それさえも分からない。

　もしもタイムマシンがあるのなら、未来の俺に教えてほしい。

　俺はどんな人生を歩むんだ。どう生きれば正解なんだ、って。

『………………さま……』

　ひゅうひゅうと吹ふきつける寒風の中に、誰だれかの声が聞こえるような気がした。

　でも、俺の周りには誰もいない。誰の姿も見えやしない。

（気のせいだ。きっと）

　俺はコートの襟えりを合わせ、寒さに震ふるえながら帰り道を歩いた。
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「げっ」

「んだよ」

　朝っぱらから嫌いやなやつに会ってしまった。

　蓮れん華げ。倉くら本もと蓮華。一つ年下の女子高生にして、あのれんちゃんの妹だ。

　ということはつまり、こいつも俺のお隣さんってことになり、れんちゃんと同じく幼おさな馴な染じみってやつになるんだが──。

「あ～、やだやだ。最悪。朝からテンション下がるわ」

「はあ？　こっちの台詞せりふだ。なんでこんな時間までいるんだよ」

「今日は朝練、お休みなの。帰宅部のあんたとは違ちがうの」

「はいはい」

「ふんっ」

　まあ、こんなやつだ。

　見た目も性格もいいれんちゃんとは違って、こいつは外見だけのクソ女だ。何が気に入らないのか、昔から俺につっかかってきては、ギャーギャーギャーギャー、うるさいことこの上ない。

　それなのに外そと面づらはよく、俺以外にはいい顔しか見せないんだからたまらない。喧けん嘩かをしたところでたしなめられるのは俺の方で、悪者扱あつかいにもすっかり慣れた俺は、もうこいつをスルーするようになっていた。

　なのに蓮華ときたら、それさえ気に食わないみたいだった。

「ちょっと。待ちなさいよ。あんたに話があるの」

「ああ？」

「あのＶＲゲーム、おにぃを誘さそうの止めてよね」

「なんでだよ」

「勉強する時間が減るでしょ！　家族との時間も減るじゃない。あんなのに熱中するなんて、絶対おかしいわよ」

「そんなの人の勝手だろ」

「違うわよ。いい？　ネットで見たけど、ＶＲゲームに割さく時間に比例して……」

「あ～、はいはい。はいはい」

　耳を塞ふさいで倉本家の前を通り過ぎる。

　しかし蓮華はそれを許さず、俺の首根っこをつかまえて、説教を続けようとする。

「だいたいあんたは昔から～！」

「も～、なんなんだよ、お前は～！」

　朝っぱらからギャースカギャースカ、もう勘かん弁べんして欲しい。

　なんでいっつもこうなるんだ。俺はただ、登校しようとしてただけなのに──。

　ガチャッ。

「「あっ」」

　倉本家の玄げん関かんが開いて、れんちゃんが姿を見せた。

　よし、いいぞ。兄として責任を持って、こいつをどうにか鎮しずめてくれ！

「ん～……」

　れんちゃんはすたすたとこちらに歩いてくると、

「相変わらず、仲いいね？」

「「違うっ!!」」

　ちょっと天然ボケ気味な、のほほんとしたれんちゃんの声。

　それを思いっきり否定して、俺と蓮華はまたにらみ合った。




　最近、受験だ、大学だ、将来だとよく聞くようになった。

　先生はもちろん口にする。授業のとき、しょっちゅう話題にしては、俺たちに進路を意識させようとする。クラスのやつらも話し合ってる。やれ推すい薦せんだ、やれ受験だと、耳にする機会が増えた。

　朝に会った蓮華だってそうだ。れんちゃんの受験に響ひびくから、ゲームは止やめろだの何だのと、結局一歩も引かなかった。うちの親もそうだ。段々と口うるさくなってきてるし、そろそろ本気になれとか言い出したし──。

　なんだかなあ。

「それで、貴大はどうするんだ？」

「あん？」

「進路だよ、進路！　進路希望の紙、書いたんだろ？」

「ああ、これなあ」

「って、まだかよ！」

　机に手を突つっ込んで、ぺらりと紙をつまみ出す。

　今、俺がひらひらさせてるこれ。こいつがいわゆる「進路希望調査」ってやつで、生徒はこれを提出しなくちゃいけないらしい。

　でもなあ、正直、ピンと来ない。就職か？　進学か？　進学するとしたらどの大学で、学科はどんなものにするのか？　就職の場合の職種は？　どんな職業に就つきたくて、具体的にどんな会社を受けるのか？

　なんて、今考えてもしょうがない気がする。だって俺は──。

「優介はいいよな。もう決まってて。工業系なんだろ？」

「んん？　ああ、そうだよ。言ってるだろ～？　俺は将来、ＶＲの研究をしたいって！」

「だよなあ」

　いわゆるＶＲオタクな優介は、趣しゆ味みが高じて工業系の大学に進むらしい。

　まあ、そうなるだろうと思ってた。wiki の編集、ＶＲでの数値調査、ＶＲゲームの自作、ＶＲ機器の改造とか──本当に色々やってるもんな。その全部を楽しんでやってるってんだから恐おそれ入る。好きこそ物の上手なれ、なんて言葉があるけど、優介の場合はまさにそんな感じだった。

「れんちゃんは政治家だって？」

「そうだよ。適性値が高いからね」

「すごいよなあ」

　れんちゃんはなんと政治家になるそうだ。

　そのためにいい大学に行って、海外にも留学して、名実共にある大人になるらしい。昔からただ者ではないと思ってたけど、やっぱり大物になるんだなあ。蓮華が鼻を高くするのも分かるし、俺をお邪じや魔ま虫むし扱いするのも分かる。

　やっぱいいよなあ。決まってるやつって。それに比べて俺なんて──。

「はあ、面めん倒どう臭くせぇ。やっぱダメだ、考えたくね～」

「おいおい」

　進路希望調査の空くう欄らんをじっと見て、べたっと机に突っ伏ぷした。

　何でも自由に書いていいって、選せん択たく肢し多すぎだろ。勘弁してくれ、逆にそっちの方が困るんだよ。

「俺も適性値が高いのがあればよかったのに」

　分かりきったことをぐだぐだと、いつまでもぶちぶちと文句を垂れる。

　だって、しょうがないだろ？　【職業適性値オールＣ】。こんな数値で、何をどう頑がん張ばればいいってんだよ。

「貴大って適性値オールＣなんだろ？　偏かたよりがなくていいじゃないか」

「何でも出来るってことだよね。俺はそっちの方がうらやましいかなあ」

「ポジティブすぎるわ！」

　物は考えようとは言うけどさ。Ｃじゃなあ～……。

　Ａ、天職。Ｂ、向いてる。Ｃ、ぼちぼち。Ｄ、向いてない。Ｅ、止めとけ。

　ＡＩによる職業適性調査、その五段階評価は極きわめて正確だ。その評価通りにやれば上手うまくいくし、職探しに困ることもない。

　それを信じずにＥの職とか選んで、破産するやつもいるからな。ＡとかＢとか、なるべくいい数値の職業から、進路を決めるのが鉄則だとみんな知っている。

　でも、俺はオールＣ。ＡＩから直々に、「何をやってもほどほどにやれるよ」と太たい鼓こ判ばんを捺おされた身だ。ＡもＢもなく、ＤもＥもない。逆にすごいと周りは驚おどろくけれど、こんなのすごくも何ともない。

　何でも出来る？　オールＣ適性？　なんだ、俺に何でも屋にでもなれって言うのか？

　何でも屋になって、街の連中の困り事を解決して……いって……。

『……何でも屋』

『……ユミ……エ……』

『……フリー………………ライフ』

「貴大？」

「……っ!!」

　肩かたに手を置かれ、ハッと我われに返る。

　なんだ？　なんか今、何かを思い出しそうになって──。

「どうしたんだ？」

「ボーッとしてたけど」

「い、いや」

　心配そうな顔。問いかけるような視線。

　それに何でもない、大だい丈じよう夫ぶだと、首を横に振ふってはみたが、

（なんか……忘れてる気が……）

　そんな気持ちが、いつまで経たっても消えなかった。




「げっ」

　学校からの帰り道。

　珍めずらしいことに、こんな時間に蓮華と遭そう遇ぐうした。

「あん？　部活はどうしたんだ？　サボりか」

「違うわよ！　プールの整備で午後もお休みなの！」

「ふ～ん」

　まあ、どうでもいい話だ。

　相変わらずうるさいし、ここもスルーの一手だな。そう決めた俺は、いっしょにいたれんちゃん、優介の背中を押して、その場からそそくさと──。

「レンゲちゃ～ん！　久しぶり～！」

　優介がするりと俺の手から逃のがれ、喜色満面、蓮華に挨あい拶さつをした。

　チッ……そうか、こいつ、蓮華にはデレデレだったな。

「元気してた？」

「はい！　上うえ島しま先せん輩ぱいは勉強の方、順調ですか？」

「そりゃもうバッチリさ！　この前なんて、大学にまで行って、ＡＩ工学の教授とさ～」

「ええ!?　すごいですね！」

　鼻高々といった調子で、後こう輩はいらしい態度の蓮華に自じ慢まんをはじめる優介。

　こうなると長いぞ。ひょっとすると、蓮華を同行させようとするかもしれない。

　せっかく男三人、気がねなくポテトでもつまもうと思ってたのに。そこに蓮華なんて連れていってみろ、台無しどころか、俺だけ不当な扱あつかいを受けかねない。

　具体的には、あいつ、俺のポテトだけつまみ食いする。させるか蓮華！　てめーは家で焼き芋いもでも食ってろ！

「しっ！　しっ！　ほら、さっさと帰れよ。俺たちゃ、これから駅前まで行くんだよ」

「残念でした～！　わたしも駅前まで行くの」

「はあ？　なんでだよ」

「参考書買いに行くの！　バカヒロとは違ちがって、わたし、真面目まじめなんだから」

「真面目～？　変なキーホルダー集めてるやつが何言ってんだよ」

「あれは趣味なんだからいいでしょ!!」

　くそっ、失敗した！

　下手へたにおちょくってしまったせいか、蓮華はギャンギャンと俺に噛かみ付き始めた。こうなると面倒なんだよなあ、こいつ。さて、どうしたものか──。

「やっぱり仲いいよねえ、ふたり」

「「違うっ!!」」

　またハモってしまった。

　憎にく々にくしげな蓮華と舌打ちし合い、俺たちはふいっとそっぽを向いた。

「ふたりとも飽あきずによくやるなあ」

「仲いいよなあ。うらやましい」

「ちげーよ。馬ば鹿かなこと言うな」

「そうですよぅ！　なんでわたしがバカヒロなんかと！」

　ビシビシ！　ゲシゲシ！

　突っついたり、軽く蹴けったり、ゆるい応おう酬しゆうを交かわしつつ、俺と蓮華は駅に向かって進んでいく。なんか結局、いっしょに行動するらしい。四人に増えた俺たちは、国道沿いの大きな歩道を揃そろって歩く。

「しかし、レンゲちゃんももうすぐ二年生か～！　早いもんだねえ」

「そういう先輩はもうすぐ三年生ですよ？」

「実感ないなあ。なんか年々、時間の進みが速く感じる」

「ぼやぼやしてると、あっという間に大人になってそうだね」

　歩きながら、蓮華たちは取り留めのないことを話している。

　ああ、やだやだ。適性検査、進路希望調査、三年になって、次は大人か。

　考えたくもないな。出来ればずっと学生でいたい。このままずっと、今の状態が続けばいいのに──。

『……いけませんよ、ご主人さま』

『……誰だれも子どものままではいられません』

『……大人になって、世のため人のため、働くものです』

　はいはい。分かってるって。耳が腐くさるほど聞いたわ。

　働きゃいいんだろ、働きゃ。俺だって成長したんだ。それぐらいは分かっているし、最近は言われなくても働いてるだろ？

『……その通りです』

『……ご立派ですよ』

『……ですが』

　大丈夫。分かってるよ。

　何をすればいいのか、何をしなくちゃいけないのか、本当はもう分かってる。

　だって俺はもう　　じゃなくて。

　この　　風景も　　　　　　もう　　　過去の

（………………えっ？）

　……………………。

　……………………。

　……………………。

「おい、どうしたんだ？」

「具合でも悪いのか？」

　優介とれんちゃんが問いかけてくる。

　やはり問いかけるような顔で、どうしたのかと聞いてくる。

　それに俺は「何でもない」と返し、今度こそ、俺たちは駅前の繁はん華か街がいへと向かった。

　その途と中ちゆう、夕焼けに染まる街を振り返り見る。都会とも田舎いなかとも言えない、中ちゆう途と半はん端ぱなベッドタウン。俺が生まれ、育った街。たったひとつの俺の故郷。

「……うん」

　やっぱり俺、この街が好きだ。この街と、こいつらと、この日常が何だかんだで好きだ。

　退たい屈くつで、面倒で、煩わずらわしくて、いいことばかりじゃないけれど。

　こんな毎日が、いつまでも続けばいいなと──。

　心から。そう、心からそう思えた。
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　改めて考えてみると──。

　いい暮らしだなあと、しみじみ思う。

　一いつ軒けん家やに住んでいて、自分だけの部屋があって、そんなにないけど小こ遣づかいももらえて。

　家族はそれなりに仲がよくて、飯の準備は母さんが、風ふ呂ろの準備とかは父さんがやってくれて。洗せん濯たく物ものを脱ぬぎ散らかしてても、次の日にはきちんと洗濯されて干されてる。至いたれり尽つくせりとはこのことで、なんで不満を持っていたのか分からない。

「なんだ？　なんか言いたいのか？」

「いや、さあ」

「小遣いならやらんぞ」

「違うって。ほら、いつも世話になってて、ありがたいなって」

「……熱でもあるのか？」

　朝食の席、じっと父さんを見ていると、そんなことを言われた。

　まあ、そうなるよな。いきなりこんなことを言われても困るよな。

　でも、言っておきたかった。伝えておきたかった。ありがとうのひとつくらいは、ちゃんと言ってみたかった。

　とにかく今は、そんな気分だった。




「げっ、バカヒロ」

　いつもより早く家を出ると、スポーツバッグを提さげた蓮華と出くわした。

「なんでこんな時間にいるのよ。時計、見み間ま違ちがえたんじゃないの？」

　相変わらず生意気なやつだ。いつもツンツンしてて、ハリネズミみたいなやつだとずっと思ってた。

　でも、今日はこいつが可愛かわいらしく思える。憎にくまれ口だって、トゲのある態度だって、なんだか無む性しように微笑ほほえましい。

「ちょっ、なにすんのよっ！」

　妙みように胸が温かくなって、自然と手が伸のびていた。蓮華の頭に手を置いて、この生意気な幼おさな馴な染じみを優やさしく撫なでてやる。

「やめて～！　やめてってば！」

　昔は自分でせがんでいたのに、今はもう、こんな感じだ。さすがに撫でて喜ぶような歳としじゃなかったか。そうか、そうだよな。蓮華ももう高校生だったんだ。あのチビが、本当に大きくなったよな。

「今日のあんた、ちょっと変よ」

　唇くちびるを尖とがらせて文句を言うも、俺の隣となりに自然と並ぶ蓮華。

　それがまた、やけに嬉しかった。




「見た？　昨日のアレ！」

「すげー作画だったよな！　やっぱ手書きだって！」

　昼休み、教室でぼんやりとしていると、周りの会話が耳に入ってきた。

「ＡＩに任せればいいんじゃねえの？」

「ちっげーよ！　分かってねえなあ！　やっぱ人間じゃねーと質感ってやつがだな」

「出たよ質感」

　アニメの話でもしてるんだろう。あいつらは飽きもせずに、いつもそんなことばかり話している。

「うっそ、ほんとぉ？」

「ほんとほんと。先輩が見たんだって！」

「いや、でも、接点なくない？」

　女子は噂うわさ話ばなしが本当に好きだな。誰と誰がくっついたとか、誰と誰が破局したとか、そんな話ではしゃいでる。どいつもこいつも、くだんねえよな。たまには他ほかのことを話せばいいのに、習慣みたいに、まあ。

　でも、これもまたいい。こんな雰ふん囲い気き、俺は好きだ。

　わいわい、がやがや、能天気に好きなことを話しているのが──。

　うん、やっぱり、好きだな。もうしばらく聞いていたいと、そう思った。




「今日もどっかに寄る？」

「俺はどっちでもいいよ」

「俺もどっちでもいいんだよな～。さあ、どうすっか」

　放課後はいつもの三人で帰り道を歩いた。

　今日は蓮華の姿はない。俺とれんちゃん、優介の三人だけだ。

　中学に入ってからはいつもこの組み合わせ。腐れ縁えんもここまで来ると立派なもので、この気の置けない関係を、俺は心地ここちよく感じていた。

「貴大はどうだ？」

「ん？」

「どこか行きたいところ、ある？」

　優介とれんちゃんが話しかけてきた。

「行きたいところかあ」

「そうそう」

「貴大が決めなよ」

　少し悩なやむ。

　定番は駅前のマックだ。あそこで駄だ弁べるのもいい。

　家に帰ってＶＲで合流、なんてのもいい。仮想現実でたっぷり遊べる。

　誰かの家に集まるのもいいな。途中で菓か子しとか買ってさ。三人でだらだら過ごすんだ。

　どれを選んでもいいな。この面めん子つなら、何をしたって大たい概がい楽しい。だから俺は、いつものように──。

「別にどこでもいいって」

　ぞんざいな言葉を返す。

　それを受けた優介とれんちゃんは、

「そっか。そうだね」

「まあ、な。別にどこでもいいよな」

　そう言って、笑ってうなずいた。

　ずっと続く日々。繰くり返される日常。急いで何かを決める必要なんてなくて、ただ漫まん然ぜんと流れていく時間。それが俺の高校生活だった。

　十七歳、高校二年。大切な時期とは言われるものの、そんな自覚はなくて、俺たちはただ、その日その日を生きていた。

　きっとこんな日は明日あしたも続く。明後日あさつても明々後日しあさつても、そのまた次の日も、きっとずっと、卒業するまでずっと。

　だから、別にどこだっていいんだ。行く先なんて、別にどこだって──。

「……貴大？」

「どうしたんだ？」

　いつもの三さん叉さ路ろに差しかかったところで、俺は足を止めていた。

　不思議そうに振ふり返るふたり。きょとんとするあいつらに向かって、俺は言った。

「夢を見たんだ」

「夢？」

「そう、夢。ここじゃないどこかで、俺が働いてる夢」

　とつとつと話し始める。夢のことを。いつか見た、景色のことを。

「グランフェリアって街で、俺は働いてたんだ。店を開いて、メイドを雇やとって、何でも屋として働いてた」

「…………」

「でも、俺はそんなことしたくなかった。だってそうだろ？　働くとか面めん倒どう臭くさいし、楽しくも何ともないし、厄やつ介かい事ごとばっかりだし」

「…………」

「だけど、あいつらひどいんだ。俺に働けって言うんだ。いつも面倒事を持ち込んで、俺を巻き込んで、俺を働かせようとするんだ。なあ？　ひどいだろ？」

「…………」

「俺がイヤだって言っても聞いちゃくれないし、メイドはいつも口うるさいし、他のやつらだって……」

　話しているうちに涙なみだがこぼれた。

　拭ぬぐっても拭っても涙は止まらなくて、話を続けることも出来なくなった。

　でもそんな俺を、ふたりは優しく見守ってくれた。まるで大人みたいに。高校生らしくない、落ち着いた微笑みで──。

「……なあ、これは幻まぼろしなんだろ？」

「そうだよ」

「退たい屈くつで面倒で、優しくて温かくて……だけど、全部、過去なんだ」

「そうだ」

「俺たちだって、もう子どもじゃない。高校生じゃないんだ……」

「貴大……」

「分かってるじゃないか」

　うなずくふたり。

　穏おだやかな顔のれんちゃんと優介は、夕焼け空の下、うっすらと微笑んだ。

「気づいたんだな、貴大」

「そうだ、ここは悪神が作った幻の世界だ」

「何もかもが偽にせ物もので……本物の俺たちは、ほら」

「病院で寝ねたきりだ。昏こん睡すい状じよう態たいってやつだな」

　れんちゃんが手を滑すべらせると、ブロック塀べいに映像が浮うかんだ。

　そこには別々の病室で、静かに眠ねむる俺たちの姿があった。チューブに繋つながれ、痩やせ細り、ただ生きているだけの「二十一歳の俺たち」が──。

「ここは優しい世界だけど、やっぱり現実じゃないんだな」

「うん。現実って、ほら、大変なことばかりだからね」

「そーそー！　元の世界に戻もどったあとのこととかさ！　考えただけで頭が痛いわ！」

「うちもそうだな。妹たちが泣いてばっかりで、帰ってからのフォローが大変そうだ」

「このリア充じゆうが！」

「ははは……」

　大変な状じよう況きようなのに、俺たちはいつもの俺たちだ。

　それが無性に嬉しくって、俺たちは顔を見合わせて笑い合った。

　それから少しだけ、口を閉じて──。

「行きたいところ、本当はもう、決まってるんだろ？」

「え？」

「今すぐ《アース》に戻って、悪神をぶっ倒たおしたいはずだ！　だよな？」

「それは……」

　そうだ。もう決まってる。すぐにあの世界に戻って、悪神を倒したい。この四年にケリをつけて、何もかもを決着させたい。

　だけど──。

「大だい丈じよう夫ぶ。お前にはそれがあるじゃないか」

「俺たちと別れて二年、お前だけが結んだ絆きずながある」

「ほら……」

　指をさされた右手を見る。

　するとその小指、その中ほどに、青く光る糸が結ばれていた。

　糸は三叉路の右手に通じ、長く長く、どこまでも続いているように見える。そしてその道の先からは、あいつの声が──。

　いや、もっと多くの声が、聞こえてくるような気がした。

「ユミエル……」

　この糸の先にあいつの存在を感じる。

　それが俺の行くべき道を教えてくれていた。

「俺たちは無理だ。絆もなければ縁えにしもない」

「悪神の支配を振り切って、そっちに行くことは出来そうにない」

「ごめん、貴大。迷めい惑わくをかけるね」

「でもな、ぜってー力になる。大丈夫、任せとけ！」

　優介とれんちゃんが、力強くうなずいた。

　俺に行けって言ってるんだ。心が決まったのなら、動き出せと言っている。そのための手段がある。絆をたどれば、きっと戻れる。

　だけど、だけど、俺は──俺は──。

「大丈夫。また会えるさ」

「あの悪神がさ。世界は繋がってるって言ってただろ？」

「だから……うん、きっと会えるよ」

　予感があった。

　悪神を倒したら、俺は向こうに残り、ふたりは元の世界に帰っていく。俺たちの魂たましいは、いるべき場所に、いたいと思う場所に行く。そんな予感があった。

　そして、それきり、長い別れになることが──。

「……約束だぞ。また会うって、約束だ」

「うん、約束だ」

「その前にしくじるんじゃねーぞ？」

「うるせー」

　声が震ふるえる。また、涙がこぼれそうになる。

　だけどふたりの前では精せい一いつ杯ぱいに強がって、俺は三叉路の右手、青い糸が指し示した道を歩き出す。

「あんなの、すぐに片づけてやる！」

「おお、その調子だ！」

「頑がん張ばれよ、貴大」

　そうだ、歩くんだ。進むべき道を、自分の意志で、歩くんだ！

　何度も振り返りながら、名残なごり惜おしく思いながらも──足だけは、前に、前に──。

「お前ら！」

「なんだーっ!?」

「……またな！」

「……ああ、また！」

「またな～っ！」
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　最後にそれだけを交かわして、俺はもう、前だけを見た。

　夕焼け色に染まる街。大事でかけがえのない、俺の故郷。そこから出て行く道を、俺はひとりで歩き続ける。

　きっとこれが、大人になるということなんだろう。

　二十歳はたちになったら、自動的に大人になるんじゃないんだ。自分で道を選んで、自分の足で歩くことが、大人になるってことなんだ。

　多分、きっと、多くの人がこの道を歩いた。故郷から巣立つために、きっと、俺と同じようにこの道を歩いた。

　だから、これは悲しいことじゃない。きっと喜ばしいことで、誇ほこるべきことなんだ。

「うっ、くっ、くそっ」

　だけど、涙はもう、どうしようもなかった。

　次から次へとぼろぼろとこぼれ、そのたびに俺は涙を拭った。

　だけど、前へ。そう、いるべき場所へ。

　やがて街の景色がにじんで消えても、涙で顔がくしゃくしゃになっても、俺は前へと歩き続けた。
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　きっかけは、疑問を持ったことだった。

　悪神は死なない。滅ほろぼされても討うたれても、何度だってよみがえる。

　以前と同じ力のままで、まったく変わらない自我を持ち、永遠にこの世に在り続ける。

（本当に？）

　本当にそれは自分なのか？　本当にそれは同じ個体なのか？

　もしかして、もしかすると、再誕リポツプしているだけなのでは？　多くの下等な魔ま物ものと同じように、ただ「減ったから、新たに生まれた」だけなのでは？

　そんなはずはないと思った。仮にも神を冠かんする存在だ。魔王や混こん沌とん龍りゆうには敵かなわないものの、他ほかの魔物とは明らかに違ちがう、特別な存在だと思った。

　だけど、疑念を持ってからしばらくの間、他の悪神を観察していると──。

　気がついた。気がついてしまった。

　悪神は確かによみがえる。よみがえるが、それは別個体としてよみがえるのだと。

　ささいな違い和わ感かん、わずかな記き憶おくの欠損、話すほどに増していく違いに、死への恐きよう怖ふが膨ふくらんでいった。

　死ぬのだ。悪神も死ぬ。死んで新しい悪神が生まれる。それは以前の悪神と同じ顔、同じ力を持っているが、決して同じ存在ではない。

　そんなの嫌いやだ！　死にたくない！　私は私のまま、唯ゆい一いつ無む二にの存在でいたい！

　私以外の私が私になるなんて嫌だ！　今の私が消えるなんて耐たえられない！

　神たる私が滅めつするなんて、そんなこと、許容出来るはずがない──。

　いっそ気がつかない方が幸せだった。なんの疑いも持たず、人間を【衰すい弱じやく】させて遊んでいた方が良かった。勇者に討とう伐ばつされても、自分は死なない、またどこかでよみがえるだなんて──そう思えた方が、よっぽど良かった。

　絶望と焦しよう燥そう感かんに心身を疲ひ弊へいさせ、自分を倒しうる存在の影かげに怯おびえる日々。こそこそと逃にげ回り、森の奥や、迷めい宮きゆうの底に身を隠かくす毎日。尽つきない寿じゆ命みようは呪のろいのように思えた。ずっとこんな生活を続けるのかと、鬱うつ々うつとしていた。

　そんな折のことだ。とある迷宮の奥深くで、不思議な穴を見つけたのは。

　ここではないどこかに通じる、小さな、本当に小さな穴。そこからこぼれ落ちた欠片かけらを、私は手ですくい、そっと口に運んで──。

「その日、私は理外の存在となった」

「異世界のものを取り込むことによって、この世界から少し『外れた』存在になったの」

「決まり事が意味を成さなくなっていく」

「法則が望むままに捻ねじ曲がっていったわ」

「レベルの上限がなくなっていく」

「新しいスキルだって覚えたわ！」

「超ちよう越えつ者になるのは気持ちがいいことなの」

「いつか本当の神にもなれるわ」

「この世界を飛び出して」

「別の世界にも、きっと行けるの」

　イースィンドの首都、グランフェリア。

　花の都と謳うたわれた街、その大通りを、ひとりの女が朗々と語りながら歩く。

　周囲に人の姿はない。黒い霧きりが立ち込めて、話し声のひとつも聞こえない。

　だから女は──いや、女たちは、誰だれにもはばかることはなく、ただ悠ゆう々ゆうと街を歩いた。

「私はもう、死んでも私のままでいられる」

「私以外の私が私になるんじゃない」

「私が私以外の私になるの」

「私はメアリー・コープス。これも私」

「私は千せん川かわ舞まい子こ。これも私」

「私はマルタ・クーラント。これも私」

「私はモルタビア・チェンバス。これも私」

　ドレス姿の女の姿はぶれ、幼女の姿に、芸者の姿に、老女の姿に、戦士の姿になっていく。

　そして悪神の姿に戻もどっては、また違う誰かの姿になって、また悪神の姿に戻る。

「今はまだ、予備の体は少ないけれど」

「きっといつか、みんな私になるわ！」

「この世界のみんな、私になるの」

「もしかすると、不ふ滅めつの存在になれるかもしれない」

「夢が広がるわ。希望に満ち溢あふれているの」

「ねえ、あなたたちも……そう思わない？」

　悪神は振ふり向きながら、そう問いかけた。そこには濃こい霧に体を縛しばられ、うめき声を上げるメリッサ、ルートゥーの姿があった。

「なんてことを……」

　ここまで連れて来られたメリッサは、すべての事態を目にしていた。

　広がる黒い霧。【衰弱】に蝕むしばまれる人々。倒たおれ伏ふす衛兵。静せい寂じやくの街並み。

「なんで、こんなこと……」

　メリッサには理解出来なかった。この悪神は、なぜ、このようなことをするのか。なぜ、それを自分たちに見せつけようとするのか。

　彼女にはまるで理解出来なかったが──。

「楽しいから」

　答えはシンプルなものだった。

「今、この場では、私だけが唯一自由。何でも出来るわ」

「歩くことも出来る。踊おどることも出来る。歌うことだって、自由なの」

「それを存分に感じられるのが、私、好きなの」

　嬉しそうに顔をほころばせる悪神。

　メリッサは逆に、信じられないとばかりに目を見開いていた。

「たかが悪神が……よくもタカヒロを……」

　ルートゥーは終始、憎にく々にくしげに悪神をにらみつけていた。

「許さん……許さんぞ！　今すぐ貴様を引き裂さいて……！」

　そうは言うものの、霧を振り切れないルートゥー。

　もがく少女を楽しそうに見つめ、悪神は彼女に問いかけた。

「怒おこっているわね？　そんなに獲え物ものを横取りされたのが悔くやしいのかしら？」

「なにを……！」

「貴女あなたは本能的に気がついていた。その身に異世界のものを取り込めば、今よりもっと強くなれると！」

「なっ……!?」

「だから佐さ山やま貴たか大ひろを求めた……違う？」

「違うっ!!」

【衰弱】しながらも髪かみを逆立て、ルートゥーは叫さけんだ。

「我われはあの三人のうち、唯一、タカヒロだけを求めたのだ！　タカヒロだから好きになった！　タカヒロだけを想おもっていたのだ！」

　悲痛なまでの叫び声。

　それをくすくすと笑い、悪神は自分の腹部を撫なで回した。

「だけどその貴大君も、今は私のお腹なかの中。他のふたりと仲良く養分になって、私をまた強くしてくれたわ」

「……っ！」

「美味おいしかったわ。ええ、とても美味しかった」

「じっくり育てた甲斐かいがあったわ。熟成させただけの味がした」

「貴女の愛いとしの貴大君ね？　本当に美味しかったわよ？」

　悪神はぺろりと可愛かわいらしく舌なめずりをして、

「ごちそうさま♪」

「貴様ーーーーーーッ!!」

　ルートゥーの瞳ひとみが、手が、足が、龍りゆうのそれへと変わっていく。

　口からは炎ほのおがあふれ出し、咆ほう哮こうは石いし畳だたみにヒビを入れ、爪つめは悪神に向かって鋭するどく伸のびた。

　だが、それだけだ。それ以上は何も出来ず、悪神を傷つけることも出来ない。それほどの力量差が、今のふたりにはあった。

「あはっ」

「うふふっ」

「ふふふ、うふふふふふふ……！」

　霧にまとわりつかれ、何も出来ない混沌龍。

　膝ひざをついて、涙なみだを浮うかべることしか出来ない聖女。

　死んだように静まり返った街。広がる【衰弱】の霧。太陽さえもかすむ暗黒。

　その中にあって、唯一、自分だけが自由だ。そのことを再さい確かく認にんした悪神は、笑いながら、踊りながら、清すが々すがしい顔で天を仰あおいだ。

「なんていい気分」

　うっとりと目を細め、自分の体を抱だきしめる悪神。この世に生まれた喜びを、生きるという幸せを、全身で受け止める彼女を、もう誰も止められず──。

「………………？」

　陶とう然ぜんとしていた悪神は、ほのかに立ち上る光に気づき、目を開いた。

　これは──なんだ？　自分の体がほのかに光っている。青く淡あわい光に包まれて、それは段々と強さを増している。

「これは……」

　自分の両手を見つめ、原因を探さぐる悪神。

　しかし、彼女が思い至るよりも先に、青い光は爆ばく発はつ的てきに輝かがやきを増した。

「っ!!」

　たまらず目を閉じ、腕うでで顔を覆おおう悪神。

　更さらに強くなる光。黒く染まった街が、一いつ瞬しゆん、光に満ち溢れたのち──。

　その青年は、再び《アース》の地に立っていた。

「タ、タカヒロ……？」

「タカヒロくん……！」

　信じられないとばかりに戸と惑まどうルートゥー。

　ぽろりと涙をこぼし、再会を喜ぶメリッサ。

　貴大。そうだ、貴大だ。悪神に喰くわれたはずの貴大が、彼女たちの下もとに戻ってきた。

　そればかりか彼は燃えるような目で悪神をにらみつけ、闘とう志しを体にみなぎらせている。

「ＭＣ」

　貴大は短くつぶやくと、

「決着だ」

　今までにない態度。必殺の意志を込めてそう言った。

　しかし、それを受けた悪神は、

「あら──」

「おかえりなさい」

　それだけを口にし、微笑ほほえんだ。
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　多くの人でにぎわう街だった。

　いつも活気に満ち、人や馬車が行き交かう街だった。

　それが今は黒い霧に包まれて、うめき声のひとつも聞こえてこない。道みち端ばたに転がる女子どもは、わずかに震ふるえるだけで、這はって逃げるようなこともしなかった。悪神の生み出す霧に触ふれ、あらゆる生物が等しく【衰弱】したグランフェリアを見て──。

　貴大はギリリと歯は噛がみをして、悪神に目を向けた。

「わざわざ」

　かすれたような声だった。力強さはない。しかし、強い怒いかりを感じる。

「わざわざ、こんなところまで来たのかよ」

「ええ、試ためしてみたかったんですもの」

　悪神は笑って言った。

「新しく得た力を。あなたを食べてつけた能力を」

　顔の高さに右手を上げ、ゆっくりと開き、また閉じる。その動きに合わせ、どす黒い霧が湧わき上がっては、狼煙のろしのように空へと昇のぼっていく。

　それがグランフェリアを覆いつくした霧の源だ。すべては悪神から生じ、この王都を蝕んだ。それを隠かくしもせず、むしろ誇ほこるように見せびらかす悪神を、貴大はより強く、怒りに燃える目でにらみつけた。

「なんでだ？」

「……？」

「なんで、お前はこんなことをしたんだ！」

「どういうことかしら？」

　本気で分からないという顔をする悪神に、貴大は怒りを──。

　いや、苛いら立だちを叩たたきつける。

「魔ま物ものだからって、平和に暮らすことも出来るだろうが！　なんでわざわざ力をつけて、こんなことをしでかすんだよ！」

　例えばルートゥーがそうだ。強大な力を持ちつつも、積極的に人に危害は加えない。老ろう龍りゆうやシャドウ・ドラゴンだってそうだ。グランフェリアでの暮らしに馴な染じみ、なんら問題なくこの街に溶とけ込んでいた。

　あの魔王でさえも、話せば分かる良識的な魔物だという。

　それなのに、悪神はどうだ？　人間を玩もてあそび、いたぶり、その中で楽しげに踊っている。

　理解が及およばない相手に、貴大は問いかけずにはいられなかった。しかし、当の悪神は──。

「なぜって……やりたかったから、かしら？」

「なっ……!?」

　小首をかしげ、そうつぶやく悪神。彼女は自分の気持ちを確かめるように何度かうなずくと、笑えみを浮かべ、朗々と語り出した。

「もう私は我が慢まんしたくないの！」

「したいことをしたい！　生きたいように生きたい！」

「他ほかの世界にも行ってみたいわ」

「美味しいものが食べたい」

「綺き麗れいな景色も見たい」

「素す敵てきな服だって着てみたいの」

「そう、誰だれよりも自由に生きたい！」

「あらゆる縛しばりに囚とらわれない、自由な命フリーライフでいたい」

「貴方あなただってそうでしょう？」

「不自由な生活、閉へい塞そく感かんの中で、フリーライフを求めた」

「自由を愛し、自由を標ひよう榜ぼうし、遂ついにはチームの名前にした」

「そうでしょう？」

「違ちがうっ!!」

　貴大は大声で否定した。否定せずにはいられなかった。

　自分と蓮れん次じと優ゆう介すけが求めたものは、そんなに汚きたならしいものではない。

　不自由な学生生活の中、せめて心は自由でいようと、《フリーライフ》という名前をつけたのだ。その小さな祈いのりを笑って汚し、自分と同じだと言う相手を──貴大は、もう許してはおけなかった。

「もう話は止やめだ。お前はぶっ殺す。それでケリだ」

「あら？　あらあら？」

「なんて勇ましい！」

「でも……出来るのかしら？」

「その体で？　その痩やせ細った肉体で？」

　口元を押さえ、くすくすと笑う悪神。

　そうだ。彼女の言う通り、今の貴大は見る影かげもない。

　悪神が用意した肉体ではない。レベル２５０の力に満ちた体ではない。

　ユミエルに導かれ、この世界へとやってきた貴大の本当の体は、四年の病びよう床しよう生活により、憐あわれなほどに衰おとろえていた。

「…………っ！」

「あはぁ……♪」

　二十二世紀の科学力でも、寝ねたきりの病人の肉体維い持じは難しい。

　それに加えて、この街に蔓まん延えんする【衰すい弱じやく】の霧きりだ。これまで立っていたことが精せい一いつ杯ぱいだったようで、貴大は膝をつき、荒あらい息をし始めた。

「異世界人にも私の力は通じるようね？」

　にこにこと嬉うれしそうに──本当に嬉しそうに、弱った貴大に話しかける。

「それにその体。魂たましいだけじゃなくてお肉も提供してくれるなんて」

「育てた甲斐かいがあったわ！」

「ここまで待って、本当によかった」

「貴方はなんていい子なの……！」

　ギラギラと光る目で、舌なめずりをする悪神。

　彼女はまた、貴大を喰うつもりだ。喰って新たな力をつけ、また次の獲え物ものを探し始めるだろう。そしていつか地球にもやってきて、貴大の故郷をも喰い尽つくすはずだ。

　グランフェリアはその前菜扱あつかいだ。

　このまま放置しておけば、日が暮れる前にこの街は滅ほろぶ。

　そんなことは──させるわけには、いかなかった。

「いつまでも……」

「……？」

「いつまでも、てめーの好き勝手に出来ると思うな！」

「……っ！」

　貴大に向かって伸ばされた手。

　それが青い光に阻はばまれ、引き戻もどされる。

　あれは、先ほどの光と同じものだ。貴大が現れる際、悪神の支配を打ち破ったもの。

　その青い光、貴大の右手の小指に巻かれたものが、より一層輝きを増していく！

「ルートゥー！　メリッサ！　力を貸せ！」

「っ！　ああ！」

「うんっ！」

「この声が聞こえるやつらもだ！　俺に力を貸してくれ！」

　青い糸を起点に、貴大が結んだ縁えんが見えない糸で繋つながっていく。

　そこから流れ込んでくるのは、膨ぼう大だいな量の魔素だ。人間の魔素、亜あ人じんの魔素、魔物の魔素、それ以外の魔素。すべてが貴大に集まってくる！

「ぐううう……！」

　異世界からやってきた肉体。

　魔素をまったく含ふくんでいない、本当の貴大の体。

　そこに魔素が注ぎ込まれることによって、貴大は急激なレベルアップを果たす。

「ぐうううう、があああ……！」

　５０、１００、１５０、２００。

　２１０、２２０、２３０、２４０。

　そして、２５０。

　ここまでは知っている。ここまでは慣れている。魔物に変じることもない。ここまでの力は、魂が覚えている。

　だが、まだ足りない。悪神を倒たおすには、この壁かべを越こえる必要がある。

　やり方は悪神が教えてくれた。別々の世界のものを混ぜ合わせる。それでこの世界の決まりから、一歩踏ふみ出した存在になれる。

「アアアアアアッ!!」

　もっとだ。もっと、もっと、もっと、もっと──!!

【警告！　エラーが発生しました】

　渦うず巻まく力の中、頭の中に鳴り響ひびく警けい鐘しよう。この世を管理する神か、あるいはその配下のものか。機械的な女の声は、貴大に警告を呼びかける。

【安全性を保証出来ません。ただちに違い法ほう行こう為いを止め──】

　だが、貴大は止まれない。悪神を倒すまでは、引き下がることは出来ない。

　だからこそ、力を求め、求め、求め──！

『……ご主人さま』

『……頑がん張ばってください』

『……無事のお帰りを、お待ちしております』

「──────────ッ!!」

　その瞬しゆん間かん、青い光がほとばしり、黒く染まった街を照らした。

　それは突とつ風ぷうを伴ともない周囲の霧を一いつ掃そうし、文字通りの風穴を開けた。

　ぽっかりと開いた空からは、柔やわらかな日差しが降り注ぎ、明るく大通りを照らす。

　そしてその中心に立っていたのは──。

「…………」

　レベル２５１。

　わずかな差ではあるが、確かに、この世の理ことわりを超ちよう越えつした存在。

　新たな力を手にした貴大が、再び、悪神と対たい峙じしていた。




　　　　‐３‐




「【ミラージュ・エッジ】」

　貴大はそうつぶやき、右手を振ふる。

　それだけでナイフが具現化し、彼の手の内に握にぎられる。

　明らかに以前の彼とは違う。その存在感、伝わってくる異質な力に、悪神はゾクゾクと背筋を震ふるわせた。

「なんて……！」

　嫌いや々いやとむずかるように、両手で頭をわしづかみにし、涙なみだをこぼす悪神。

　彼女は泣き笑いのような表情を見せたかと思うと、

「なんていい子なの……！」

　嬉き々きとして、貴大に飛びかかっていった。

　最後の戦いは喜びと共に始まった。探さぐるように丁てい寧ねいに。壊こわさないように慎しん重ちように。しかし、溢あふれる歓かん喜きは隠かくそうともせず、悪神は貴大と刃やいばを交える。

「これはどうかしら？　これは？　これは？」

　黒い霧を剣けんや槍やりのように変え、次々と突つき出してくる悪神。

　その猛もう攻こうをナイフ一本で弾はじいてみせて、逆に貴大は悪神に攻こう撃げきを繰くり出す。

「ああ！　いい！　素す晴ばらしいわ！　なんて素敵なことなんでしょう！」

　あのルートゥーやメリッサでさえ、見ることも叶かなわない高速の斬ざん撃げき。

　それを踊おどるようにかわしながら、悪神は幼子のように手を叩いて喜んだ。

「これほどの実になるなんて思わなかった！」

「これほどの力を得るなんて思わなかった！」

「育てた甲斐があった！　見守ってきた甲斐があった！」

「なんて立派に、見事に熟して──」

「こんなに嬉しいことはない」

　百面相のように顔を変えながら、なおも喜ぶ悪神。

　彼女が笑うたびに黒い霧が立ち上り、吹ふき払はらわれたはずの【衰弱】が、再び街と貴大にまとわりつこうとしている。

　敵は状態異常を巧たくみに操あやつる悪神だ。長期戦は不利だと分かってはいるが、レベル差はいかんともしがたく、ステータスも悪神の方が上のようだった。

　しかし、ならば──！

「【ブースト】！」

　スキルの発動に合わせ、貴大の姿がかき消えた。

「【アサシン・インスティンクト】！」

　次のスキルによって、どす黒いオーラが尾おを引き始めた。

「【ハイ・ジャンプ】！」

　最後に軽い跳ちよう躍やく音が響いたかと思うと──。

「【ダガー・レイン】!!」

　即そく死し効果を持つナイフが、悪神目がけて雨のように降り注いだ。

「うふふふふふ……」

　その数、威い力りよく、どれも以前のものとは次元が違ちがう。

　貴大はレベルの上限を超こえたことにより、以前とは一線を画する力を手に入れていた。

　しかし、悪神もまた、限界を超えた者だ。こんなものは通じないとばかりに、笑いながら黒い霧で無数のナイフを弾いていく。

「【サンダー・ブリッツ】！」

「あらぁ♪」

　ナイフを囮おとりに放った掌しよう底ていも、片手であっさりと止められてしまった。

　それどころか、ほとばしる電撃をものともせず、悪神は添そえた右手で愛いとおしそうに貴大の手を撫なで始める。

「やはりいい。素晴らしい。今の貴方あなたなら、あの混こん沌とん龍りゆうも単独で倒せるでしょう」

「…………っ！」

　伝わる感かん触しよく、そのおぞましさから、貴大は反射的にその場から離はなれた。

　悪神は動かない。先ほどの猛攻が嘘うそのように、今度は足を止め、黙だまって貴大のことを見ている。まるで品定めをしているかのように──。

「本当のところは、私、困っていたのです」

「……何の話だ」

「もちろん、レベルの話ですよ。私のレベルの話です」

「限界を超えたものの、実は私、また壁にぶつかってね？」

「レベル３００から上に、どうしても上がれなかったの」

「だけど！　貴方を食べれば、きっとまた、壁を越えられるわ！」

「品質は上々。最高のお肉ね」

「魂をしゃぶるだけじゃ」

「正直、物足りなかったの」

　そう言って舌なめずりをした悪神は、今度は野や獣じゆうのように貴大に飛びかかった。

　まるで彼の肉を毟むしり取り、そのまま食べてしまいそうな荒あら々あらしい攻撃。それをナイフでさばきながら、貴大はグランフェリアの大通りを駆かける。

「ねえ！　もういいでしょう！」

「食べさせて！　我が慢まんが出来ないの！」

「私とひとつになりましょう？」

「申し分ないわ！　これまで食べた誰だれよりも！」

「貴方は輝かがやいて見える……！」

　悪神としての本ほん性しようを露あらわにし、ぼたぼたとよだれを垂らすＭＣ。

　蠢うごめく顔は口が裂さけ、牙きばがむき出しになり、正視に堪たえないものとなっていく。

　それでも貴大は待っていた。悪神の動きを見て、ただひたすら機会を待つ。

（この技わざなら……！）

　斥せつ候こう職。特に暗殺者に欠かせない技。

　レベルキャップ解放により強化された暗殺技なら、きっと、今の悪神さえも──！

「ぐあああああっ!?」

　逆転の機会を探る貴大。

　しかし、彼がそれを見つけるよりも早く、悪神の手が貴大をとらえた。

「捕つかまえた……！」

「ぐううう……っ！」

　伸のばした右手で貴大の首を絞しめ、そのまま民家の壁に叩たたきつける悪神。

　苦しむ獲え物ものを嗜し虐ぎやく的てきな目で見つめ、彼女はまた、口が裂けるような笑えみを浮うかべた。

「せっかくのお肉ですもの。美味おいしくいただきたいわ」

「ひき肉にしてハンバーグにしましょう。私、あれが好きよ」

「薄うすく削そいでスープに浮かべましょう。食感が素す敵てきなの」

「あばらの肉を炭火で焼くのもいいわ」

「丸焼きにしてもいいわ」

「茹ゆでてもいい」

「でも」

「だけど」

「「「やっぱり、生で」」」

　赤く、大きな口を広げ、獲物の頭にかぶりつく。

　ボリン、ボリンと音を立て、骨を割り、中に隠れた脳みそをすする。

　最高の食事だ。これまでになかった充じゆう足そく感かんがある。やはり魂たましいだけではなく、肉体を食べなければ──。

「…………？」

　違い和わ感かんがあった。

　食感が、味が、手の内にある獲物の体が、段々と薄くなっていく。幻まぼろしのように輪りん郭かくが歪ゆがみ、やがて蜃しん気き楼ろうのように消えていく。

「これは……！」

　覚えがあった。

　これはまさか、あの青年が得意とする、

「そう、分身だ」

「…………！」

　驚きよう愕がくと共に振り返った悪神。その胸に深々とナイフが突き刺ささる。

「かっ……!?」

　冷たい刃を通して伝わる、暗くよどんだ死の気配。

　それは悪神の心臓から全身へと広がり、彼女の体から力を奪うばっていく。

「終わりだ。もうお前は助からない」

　刺したナイフに力を込めて、ぐるりとえぐる貴大。

「この世から失うせろ、悪神！」

　彼はそれだけ言い捨てて、情け容よう赦しやなくナイフを引き抜ぬいた。

「…………っ！」

　悪神はとうとう膝ひざをついた。

　傷口からはタールのような血が溢れ出し、それはもう止められなかった。押さえた手の隙すき間まから流れ落ちて、石いし畳だたみを黒く、黒く、汚よごしていく。

「ああ、あ」

　悪神の顔からは血の気が失せて、生気さえも消えていた。

　致ち命めい傷しようだ。ここからどう足あ掻がこうと、悪神は死ぬ。それは動かしようのない事実だった。

「私、死ぬのね」

「ああ」

「この体が無くなってしまう」

「そうだ」

　弱々しい悪神のつぶやきに、短く答える貴大。

　その素っ気無い姿を見て、悪神は儚はかなく微笑ほほえむと、

「だけど、私はいなくならない」

　不ふ穏おんな言葉だった。

　悪神は血にまみれたまま、にたりと笑った。

「私は死なない。死んでも死なない。私はずっと私のままなの」

「私を殺しても私は別の私になって生き続けるわ」

「私じゃない私が新しい体になってくれるの」

「つまり、私の魂は不ふ滅めつ」

「この体を失うのは惜おしいけれど」

「ちょうどいい体が、そこにある」

　そう言って、悪神が見たのは──。

　ふたりを追ってきたルートゥーと──。

　そして、メリッサだった。

「…………え？」

　戸と惑まどうメリッサに悪神は、

「メリッサ・コルテーゼ。貴女あなたも私。私の体」

「悪神の因子を持つ者。私が作った私の予備」

「世界中にいる私じゃない私の一人。私の体」

「貴女の体に乗り移り、私は新しい私になる」

「私は貴女になって、貴女の顔で」

「貴大くんを食べるわ」

　笑いながら手を伸ばす悪神。

　その言葉と真意に気づき、メリッサは自分の体を抱だいて後ずさった。

「やだ……！　やだ……！」

「…………っ！」

　涙なみだぐんで首を横に振ふるメリッサに、ルートゥーは迷いを見せた。

　ここで殺してあげた方が、いっそ幸せなのかもしれない。そう思って振り上げた右手を、しかし彼女は振り下ろせずにいた。そして悪神は、そんなことなど分かっていたとばかりに、悠ゆう々ゆうと自分の体から抜け出して──。

「本当にそうか？」

「……どういうことかしら？」

　悪神とメリッサの間に立ち塞ふさがったのは、貴大だった。

　彼は怒おこるでもなく、慌あわてるでもなく、淡たん々たんと悪神に問いかける。

「本当に、そんなことが出来るのか？」

「………………」

　その態度を不ふ審しんに思った悪神は、言われるまでもなく、今の体を脱ぬぎ捨てようとした。

　魂だけの状態となり、誰にも触ふれられないまま、メリッサの体に憑ひよう依いして──。

「どういうこと」

　出来ない。なれない。新しい自分になれない。

　死に瀕ひんしているというのに、新しい体に移れない。

　必死に力を使おうとしても、ただただ虚むなしく、消えていくだけ。

「【ポゼッション】！　【リンカーネーション】！」

「【リバース】！　【リセット】！」

「【イモータル】……!!」

　どれもレベル上限を超こえて習得したスキルだ。

　レベル３００に至るまでに覚えた、「死なないための」スキル。

　自分に不老不死をもたらしてくれるはずのそれらは、元からなかったかのように力なく、反応がない。

　悪神の胸からは、今もなお、血が流れ出している。

「何をしたの!?」

　悪あつ鬼きのごとき形相を見せ、貴大に食ってかかる悪神。

　しかし貴大は落ち着き払はらった態度で、彼女にこう告げる。

「お前が死なないことを願ったように、俺もひとつだけ願ったんだ」

「何を……!?」

「お前を殺すことを。お前を消し去ることを」

「何を……！」

「【ピリオド・エッジ】。お前はもう終わりだ」

「アアアァァァァァァァッ!!」

　もはや悪神に余よ裕ゆうはなかった。余裕のある態度は消え失せて、黒い霧きりを、醜みにくい触しよく手しゆを、全身から貴大に向かって激しく伸ばす。

　しかし貴大はそれをよけ、屋根に飛び乗り、なおも続ける。

「代わりの体がどれだけあろうが、元の体がどれだけリポップしようが、お前はこれで終わりだ。俺たちにちょっかいをかけてきたＭＣ！　お前だけがこの世界から消える！」

「許さない！　認めない！　そんなこと、許されるはずがない！」

「ぐだぐだ言ってないで、さっさと死ね!!」

　貴大を追い、蝙蝠こうもりのような翼つばさを生やして飛び上がる悪神。

　彼女は勢いのままに上じよう昇しようし、太陽を塞ぐように体を広げる。そこから泥どろが滴したたるように、触手や黒い粘ねん液えきが降ってきて──。

「はあああああああっ!!」

　街中に降り注ごうとしていたそれらを、貴大は無数の【ミラージュ・エッジ】で消し飛ばした。

　その隙すきを狙ねらって大だい蛇じやのような触手が、貴大を丸まる呑のみにしようと迫せまり来るが、

「…………！」

　悪神から漏もれ出た魔ま素そが、大たい剣けんの、あるいは杖つえの形となって貴大を守る。

　あたかもそこに誰だれかがいるように、悪神の攻こう撃げきから貴大を守ってくれる。

「お前らァァァァァァッ!!」

　断だん末まつ魔まの叫さけびにも似た声を上げる悪神。おぞましい生き物。多くの者の人生を狂くるわせ、文字通り食い物にしてきた偽ぎ神しんに、貴大は、

「これで……ケリだ！」

　一ひと際きわ高く跳とび上がり、今度こそ悪神にピリオドを打った。

　その瞬しゆん間かん、貴大の目には青い空が見えた。悪神の消しよう滅めつ、その余波を受けて吹ふき払われたのか、グランフェリア一帯は青空が広がっていた。

　その澄すみ渡わたった空、降り注ぐ魔素の煌きらめきを見つめながら、貴大は心の中でつぶやいた。

（終わったよ……れんちゃん、優介）

　すべての元げん凶きようである悪神は倒たおした。約束通り、きっちりとケリをつけた。

　自分たちの人生を歪めた悪神は、もうこの世にいないのだ。それはつまり、平和が戻もどってきたということと、長い別れを意味した。

「あ……」

　悪神の体内にあった魂が解放され、天へと昇のぼっていった。

　そしていくつかはどこかへ、おそらく世界間の穴がある場所へ向かっていく。

　きっと元の世界、元の体に戻るのだろう。その中には貴大の友人もいるはずだった。

（またな）

　ゆるゆると手を振り、また空を見上げる。

　自分はあのように帰れない。魂たましいだけではなく、体もこちらに来てしまった。向こうの世界には、もう戻るべき体がない。

　奇くしくも二年前、自分だけが帰れなかった。そう思い込んでいた状じよう況きようと重なった。

　しかし、今はあの時のような絶望はない。なぜなら、今度は自分で決めた道だからだ。

　あのふたりは向こうの世界で、貴大はこの世界で生きていくことを選んだ。それが大人になった三人が、それぞれ出した答えだった。

（いつか、また）

　さみしくないわけではない。未練がないわけでもない。

　しかし、それらすべてを呑のみ込んで、貴大はこれから、この道を歩く。

　いつかまた会える日を想おもい、この世界で生きていく。

　異世界《アース》。剣と魔法の不思議な世界。まるでゲームのような、しかし、どこまでもリアルな世界。

　その空の下、遠くを見ていた貴大は──。

　最後に小さく笑うと、待つ人がいる家に向かって歩き出した。




　　　　‐４‐




　何かが終わる音が聞こえた。

　そして誰かの、聞き慣れた足音も──。




　霧の晴れたグランフェリアの中級区。

　その住宅街の一角で、少女はずっと待っていた。

　主あるじの帰りを。約束を交かわした青年、大事な人の無事の帰き還かんを。

　街を覆う黒雲、そして濃厚な悪意はすっかり消えてしまっている。澄み渡る青空の下、意識を取り戻した人々は早くも元の状態に戻ろうとしている。

　崩れた木箱を直す者。散らばった荷物を拾い集める者。一体何が起きたのか、近所の人たちと話し込むものまであって、祭りとはまた違った喧騒が聞こえてきていた。

　そのような街の中、少女はずっと待ち続けていた。

　周りの人を抱き起こし、無事を確かめている間も彼女の心は別にあった。

　彼は無事でいるだろうか。怪我はしていないだろうか。ちゃんとひとりで歩けるだろうか。疲れて途中で倒れていないだろうか。

　迎えに行きたい、駆け出したいという気持ちはあったが、それより強く、ここで待ちたいという気持ちがあった。

　彼はちゃんと戻ってきてくれる。約束通り、この家へと帰ってきてくれる。

　それはきっと、遠くない未来だ。腕うで輪わがなくてもはっきりと分かる。彼はすぐそこにいる。あの角の向こう、通りの先から、こちらに歩いてきている。

　ほら、すぐにも顔を出し、明るく元気な姿を見せて──。

「……あっ」

　道の先に、ひょろりとした影かげがあった。

　それは疲つかれたようにゆっくりと歩き、しかし、ゆるゆると手を振っている。

　貴大だ。間ま違ちがいない、貴大だ。彼がすべてを終わらせて、帰ってきてくれた。

　少女は喜びか、あるいは安あん堵どで胸が詰つまり、言葉が出せなかった。何か言おうと思っても言葉が出ず、結局、手を振り返すことも出来なかった。

　そうしている間に、貴大は少女の──ユミエルの前に立っていた。

　穏おだやかな顔で、疲れたような顔で、やはり彼も言葉はない。

「終わったよ」

　それだけ言って、貴大はまた、黙だまり込んだ。

　しかし、嫌いやな沈ちん黙もくではない。貴大はただ、ユミエルの言葉を待っている。

　そんな彼に対し、ユミエルは迷い、考え──。

　結局、いつもの言葉を言った。

「……おかえりなさいませ」

「ああ、ただいま」

　花のつぼみがほころぶように微笑ほほえんで、主を迎むかえるユミエル。

　彼女は同じように微笑む貴大と手をつなぎ、自分たちの家の中へと入っていった。

　少女の胸に広がっていた不安、それはいつの間にか霧のように消えてしまっていた。
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「皆みなさん、グラスはお持ちになりました？」

「ああ」「はい」「おお」

「うん！」

「では、僭せん越えつながら……私、フランソワ・ド・フェルディナンが乾かん杯ぱいの音頭を取らせていただきます」

「ええ」「うむ」「いいよ」「どうぞ」

「手短に頼たのむぞ」

「こほん。えー、今年も吉きち事じ、凶きよう事じ、様々なことがありましたが、こうして皆さんと忘年会を開けること、私は大変嬉うれしく感じており……」

「長いぞ！」「ぶーぶー！」「手短にっつってんだろ！」

「ま、まだ十分の一も語っておりませんのに!?　子どもではないのですから、アルティさんも一度腰こしを落ち着けてですね」

「オレが代わりに乾杯って言うぞ」

「うっ……!!　もう、分かりましたわ！　いきますわよ？　乾杯!!」

「「「「「乾杯!!」」」」」

　高くグラスが掲かかげられ、そこに注がれていたシャンパン、あるいはブドウジュースをみんなが一息に飲み干していった。

　舞ぶ台たいは俺んちこと《フリーライフ》だ。十二月下げ旬じゆん、忘年会を開こうと集まった少女たちでリビングの中はいっぱいになってしまっている。

「ってか狭せまいな！　何人集まってんだよ!?」

「俺を含ふくめて……十人か。よくもまあ集まったもんだ」

　俺とユミエル、カオル、クルミア、アルティ、フランソワ。

　エルゥにルートゥーにメリッサと……それになぜかドロテア姫ひめ様。

　総勢十名の若者たちが、みんなパリピのごとくグラス片手に突つっ立たっていた。

「俺は小上がりの方に移るかな……」

　なんて言ってのそのそ動くと、それに合わせて座ざ敷しきについてくる者が数名。

　リビングは一気に広くなったが、その分、今度は炬こ燵たつの方で渋じゆう滞たいを起こすのだった。

「はー……しかし、今年は本当に大変だったねー」

「ん？」

「ほら、例の集団昏こん倒とう事件のこと。二回もあったし、どっちも原因不明だったし」

「ああ……」

　言われてふと思い返す。そういえばあの事件はそういうことになっていた。

　一度目はゾンビイベントの時だ。そして二度目は悪神襲しゆう来らいの時だな。黒騎き士しの名前で「悪神の仕業だった」「解決済み」との文を王城に置いてきたが──。

　確認しようがないということで、世間一いつ般ぱんではまだまだ謎なぞの事件になっていた。

「混こん沌とん龍りゆうも現れては消え、本当に謎の一年だったわ」

「あ、ああ」「うん……」

　ぽつりとつぶやくドロテアと、「事情を知っている」俺と数名。

　そちらはワインをグビグビと飲むルートゥーを見て、ぎこちない笑えみを返すのだった。

「まあ、終わり良ければすべて良しだよ」

「なべて世は事もなし、だね？」

「長い歴史から見れば、この一年も些さ末まつな一節に過ぎないさ」

　ふわふわ笑うメリッサと炬燵で本を読むエルゥ。

　そこに上じよう機き嫌げんなクルミアと酒瓶びんを抱かかえたルートゥーがやってきて、

「だから狭いっ!!」

「「「うわあーっ!?」」」

　数名がバタバタと抜ぬけていき、居間、小上がりとちょうどいいバランスになった。

　それを見た俺は「ったく」とつぶやくと、自身もワインを取りにいって、

（しかし……なべて世は事もなし、か）

　終わってしまえばその一言に集約される。

　異世界への転移も、人生初の大冒ぼう険けんも、別れも、挫ざ折せつも、そして決戦も。

　全部片づき、ひと月あまりも経てば、みんな「過去の出来事」になってしまった。

（俺としては人生の節目を迎むかえた気分だったけど……）

　それで劇的に何かが変わるわけでもなかった。

　日常から非日常へ。非日常から日常へ。戻もどってきたいつもの暮らしに、しかし、俺は悪くない想おもいを抱いだいていた。

（俺の人生、この先もこんな感じに進んでいくんだろうな）

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんとは言えないし、山も谷もありそうな人生だけど──。

　それも悪くはないと、今の俺なら言い切れるような気持ちがした。

「……ご主人さま。ワインですか？」

「ん？　ああ、うん」

　台所の奥、ぼんやりとしていた俺にユミエルがそっと問いかけてきた。

　その手にはワインのボトルがある。それを運ぼうとするメイドを片手で制し、俺はグラスをふたり分、台所のテーブルの上に載のせた。

「ちょうどいいや。ここで飲もうぜ」

「……ですが」

「忘年会なんだ。あいつらも勝手にやるだろ」

「……では、少しだけ」

　向かいに腰かけたユミエルにグラスを差し出す。

　それと自分のものにワインを注いで、俺たちは改めて乾杯をした。

「乾杯」

「……乾杯」

　合わせたグラスがカチンと鳴って、それぞれのワインが少しだけ減って──。

　俺たちは揃そろって「ほうっ」と息を吐はいた。そこにはこれまでの想いが込められていて、それは俺たちだけに通じるようなものだった。

「これまで……色々あったな」

「……ありましたね」

「でもなんか……一区切りついたな」

「……そのようですね」

　事情のすべてを知らないユミエルも、俺の雰ふん囲い気き、そしてわずかな言葉からひとつの幕引きを悟さとったんだろう。その表情はいつも以上に柔やわらかく、もはや「人形のようだ」とか「鉄仮面だ」とかは言えないようなものだった。

「……ご主人さまは」

「うん？」

「……ご主人さまは、これからどうなさるおつもりですか？」

「どうなさるって？」

「……その。元の世界に戻ったりなどは」

　少し言いづらそうに聞いてくるユミエル。

　しかし、当の俺は言われて初めて気がついたことで、

「そのつもりはないな。まったくない」

　率直な気持ちを正面の少女に返すのだった。

「まあ、簡単に行き来出来たらいいんだけどさ。意図的にやろうと思ったら大変そうだし、ガツガツ目指しても空から振ぶりの方が多そうだろ？　また会おうって約束はしたけど、それが人生の目的かって言われるとだいぶ違ちがうと思う」

「……では」

「俺は何でも屋を続けるよ。もし何か新しいことをしたくなったり、別の場所に移ったりすることがあっても、その時は……」

「……その時は？」

「絶対、ユミィといっしょだ」

「……はい」

　微笑ほほえむユミエルと、釣つられて微笑む俺。師し走わす目前の慌あわただしい時期、しかし、俺たちの周りには穏おだやかな時間が流れていて──。

「ここにおったかーーーーーーっ!!」

「うわーーーーーーっ!?」

　怒ど声せいと共に少女たちが雪崩なだれ込こんできた！

　しかもその多くは頬ほおを染めており、酷ひどい者になると酒瓶を脇わきに抱え込んでいた。

　ブランデーをラッパ飲みしながらルートゥーが迫せまる！　続くアルティも据わった目つきで、俺に噛かみつくように問いかけてきた。

「タカヒロ！」

「はいっ!?」

「お前……お前なーっ!!　お前もそう思うだろーっ!?」

「え？　ええっと……な、何の話？」

「新しい王都の話だよ！」

「新しく出来る……王都の話だ！」

　ルートゥーも牙きばをむいてそう叫さけぶが──。

　急に言われてもな。新しい王都？　そんな、新しい王都なんて、

「って、ええええええええええええええええーーーーーーっ!?」

「お、王都？」

「新しく王都が出来るのか!?」

　珍めずらしくユミエルも目をぱちくりとさせている。

　それを視界の端はしに捉とらえつつ、俺はアルティとルートゥーにしがみついた。

「あ、新しい王都って……!?」

　寝ね耳みみに水みずの話に、俺はなおも情報を引き出そうとするが、

「ま、まあまあ、先生。落ち着いてください」

「フランソワ」

「まだ構想段階の話ですよ。与よ太た話の範はん疇ちゆうです」

「それって……？」

　落ち着いた俺はフランソワに目を向ける。

　すると彼女は前に出て、俺にも分かるように一から説明をしてくれた。

「王都を移す計画、遷せん都との話は過去何度も議論されました。これは何か大きな事件が起きるたびに活発化しましてですね。今回もまた、語られるようになったのです」

「あー……なんかこう、もっと守りやすい街がいいとか？」

「そうですね。加えて、交通の便のいい内陸部はどうだろうという話が出ています」

「グランフェリアは王国最さい北ほく端たんだもんな。それはちょっと思ってた」

「そういった諸々を話し合って、ここはどうか、あそこはどうか、名前はどうするかという議論が交わされていて……」

「名前？　名前か。どんなのがあるんだ？」

「いくつか候補はあるのですが……私はこれというものがありまして」

「それがもーーーすっげーダセーの！　信じらんねー!!」

「そうだ！　そうだー!!　王国の民たみのセンスは……ひっく！　ダメダメらー!!」

「えー？　わたしはいいと思うけどなー？」

「あたしも！　短くて覚えやすい！」

「古典から引用した、由ゆい緒しよ正ただしい都市名であるようだしね」

　居間から台所へと少女たちが寄せてくる。

　このまま放っておいてはさっきの二にの舞まいになりそうだ。そうなる前に俺はフランソワを促うながして、話の核かく心しんをさっさと語らせることにした。

「そ、それで？　その名前ってどんななんだ？」

「それはですね……」

　大貴族の少女は自信たっぷりに微笑んで──。

　そして、その名前を口にした。

「パリです」

「…………え？」

「ですから、パリ。素す敵てきな名前でしょう？」

　思いがけない名前に、一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になった。

（パリって、あのパリ？　フランスの首都の？）

　元の世界とは似ているようで似ていない。

　この世界では、一いつ生しよう涯がい耳にすることはないと思っていた名前だ。

（それがまさか、こんなところで聞くなんて……）

　運命のいたずら、あるいは何者かの作さく為いすら感じるようだ。

　本当に偶ぐう然ぜんなのか、あるいは必然なのか、俺にはさっぱり分からないが──。

　何となく、確信に近い想いを抱いていた。

「ははっ」

「……ご主人さま？」

　ユミエルが、そして他のみんなが怪け訝げんそうにこちらを見ている。

　しかしこればっかりは俺にしか分からない感覚だろう。

（多分、どこかで繋つながっているんだろうな）

　だからこそ、俺はこの世界にやってきた。

　だからこそ、俺はこいつらに会うことが出来た。

　すべては悪神の仕業と思っていたが──全部が全部、そうじゃないんだ。

　思った以上にふたつの世界は繋がっている。そしてその繋がりは段々と大きなものになっていくんだ。

　その先にきっと再会はある。何十年先かは分からないが、俺はまた、あいつらに会うことが出来る。

　俺はそのことを夢想しながら──。

　いつか来る再会。きっと訪れる未来。

　そこまでは……いや、そこからも。

　ユミエルと、そしてみんなと歩いていこうと心に決めていた。








あとがき






　この作品を書き始めたのは二〇一二年の一月のことです。

　今から八年以上も前のことですね。当時のわたしは読み専でしたが、思うところがあってネット投とう稿こうを始めました。

　自分の読みたい作品がない。ないなら自分で作ればいい。

　そんな単純かつ衝しよう動どう的な思考で創作を始めたわけですが……。

　あれは……完全に見切り発車でしたね……（遠い目）。

　思えば小説なんて書いたこともなかったわけで、文法はめちゃくちゃ、視点はバラバラ、三点リーダー（…）なんて中なか黒ぐろみっつ（・・・）で表現していました。

　そもそも「三点リーダーとはなんぞや？」という状態でしたからね。他の部分も推おして知るべし、素人しろうと小説家の恐おそるべき始まりでした。

　肝かん心じんの話も思いつくまま、筆が進むままに書いていましたが……。

　それでも話に軸じくはあり、最終的にどうなるのかは最初から考えていました。

　この話は「貴たか大ひろが大人になる話」です。受け身で面めん倒どう臭くさがり屋な青年が、自分が進む道を自分で決めるようになるまでの話。その最終局面として少年時代との別れ、黒幕へのピリオドを描えがきました。

　ある意味ではそこが一番書きたかった部分です。

　幻げん想そう世界編なんて、自分で書いていて自分でボロボロと泣きましたからね……。

　そこまで書けて本当に良かったです。そこまで続いて本当に良かったです。

　それはひとえに読者の皆みなさんのおかげであり、また、本作品の製作に尽じん力りよくしてくれた方々のおかげでもあります。

　あとがきでは何度も書いた言葉ですが、最終巻でもまた繰くり返しますね。

　皆さん、本当にありがとうございました。




　さて、ここからは余談となりますが……。

　実はこのフリーライフ、ＷＥＢ版の方で後日談があります。

「僕っ子勇者が来たぞ！」勇者来訪編。

「悪神に呪のろわれし一族」ゲイリー・ベイン編。

「ヒロインたちの頂上決戦」三つ巴どもえ編。

「野心を見せた教皇との戦い」十字軍編。

「幼おさな馴な染じみのあの子が魔ま法ほう少女に!?」蓮華編。

「疲つかれた心を癒いやすため」今さら温泉編。

　などなど、最終章から続く話がいくつかあります。

　本筋として書くことは全部書き切りましたが、それでも書きたいことはまだまだあったわけでして。そういった話を後日談という形で続けています。

　ＷＥＢ版もチェックしている方はご存知だとは思いますが……。

　そんな方でも改めて読んでみると感かん慨がい深いものがあるかもしれません。

　未読の方はもちろんオススメ。ちょっとだけ続くフリーライフの世界を、この最終巻のあとに楽しんでいただければ幸いです。




　最後になりましたが、ここからは改めて謝辞を。

　まずは担当編集Ｋさん。シリーズへの理解と指し摘てきにはいつも助けられてきました。Ｋさんがいなければ生まれなかった新章もいくつかあります。本作はこの巻で終わりましたが、次の作品でも頼たよりにさせていただきますね。

　次はイラストレーターのかにビームさん。「メインヒロインは無表情で！」という謎なぞのこだわりには苦労されたことと思います。「無表情だけど無表情じゃないんですよ！」という謎の指示にも苦労されたことと思います。そういった意図を正しく読み取り、素晴らしい絵に仕上げる腕うではさすがの一言でした。ある意味では一番の功労者であるかにビームさんに、深い感謝を贈おくりたいと思います。

　そしてコミカライズ担当の森もりあいりさん。読んでいて楽しくなるような漫まん画が、可愛かわいらしいキャラクターをありがとうございました。ネームチェックはれっきとした仕事なのですが、それでも毎月届くのを待ち望んでいたくらいです。こちらも表情の件では縛しばりをかけてしまいましたが……その分、最後の笑顔は最高でしたね！　漫画の方の最終巻が届くのも楽しみにしています。

　最後に、校正や装そう丁てい、この本の製作に関わったすべての方へ。

　そして何より、フリーライフを読んでくださったすべての人へ。

　今までありがとうございました。本作品はこれで終わりましたが、別の機会に会うこともあるかと思います。その時はまた、よろしくお願いいたしますね。

　ではでは、この度たびはこれにて。


気きがつけば毛け玉だま
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気きがつけば毛け玉だま





角川スニーカー文庫





2020年10月1日　発行





ver.001





©Kigatsukeba Kedama, Kani_biimu 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『フリーライフ　～異世界何でも屋奮闘記～９』

2020年10月1日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/img-p309.jpg





item/image/cover.jpg
AR h-w





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/img-p066.jpg
Meima € ZINAN NI,

o P QUSKEFRS K VINLREHEWEQIKOW—L O —&°

SIESHUSBRRIZS EPH1L7 EOHI00MEeF LoV —°

VB SRB58RESHNDSH SAUNNI FEIRIEDHN0L" 527 V6P
FOSVINSL @RISR UI—L D — QDL LNRLM W

[QRUD” dRVUO—  BREDS OHRSIININDe |

[RESERKODL— FRIPLRUENENROM—]

[PIONQUARWAPIY—  BERFIUH” NEIRIEC D2 IV LNe—]

FBUUMS RO RRIHS AN R —Q-HH & 2 4+ & 016 D £ /BRI °
RUMWDHOFEKI O SR 00 MRNAUBSEONAUNSHB S NERWRESK
DZAZNMEO MG NNBOUNT | RN SISV

[EF0ee BHONLR SR

HR° 8O VSINEE LIRS H UK O ML
BREMNLDIREMLFEBELINTI AT @EiPPHhLUSKL NS RIBOED0S

OWe

NN QB ERINGNINSIIINIRT M S’

[0 ERIOKHE R o

RS

HPIOHDEONIOL OIS SRR SR |

PRHERRIOH D R—L O —RIKQE /0L DM MI0I0SIENIR-HD M H0L°
[XJPrNTRESHIES VOIS K GBI B 0 QEIRUBINQRR” IO
ARV LIPS |

MNIONDQKMIP- - S SIORIRIKS VU SI0R]

NAPNIPIRLIHD O VBIIRRRRI05° MNI0VIOBIZH O SHEIRL®

NORPIKH OIS UNBING IRSIPSUINSIIRT NINS O IBHETS| ([ DFHS
PRSIV —

NIOR:- oot R O WRy—]

QS

[UIOPHK QUK T8 S UBI O IR B3 YV RROMSRR NS
[UINSIONA e
RAMYPLOUTRAINDVI—LD—° RonQEIELU IR —ORERY





item/image/img-p065.jpg





item/image/img-p068.jpg
NIQRIRHLIL® DRO—LD—16NQUHQH UNVBREIVVEL I ORRRLI0S
wowe

[ SRR BIPRIP RISV SILRHED® MNIVIK S SHAUEIDV” NN
WORLBSIPSIPHLEIPR S

(#6480 NS 54648]

[0 N LI HHSEHE T SV S i O MIPEH SR XIS
PSP/ OIS ROW

[EN2 D5 SR

[ B KIDFEROKERRES BRENRIOR YT L0 PI<ZCREESKC IR
BHR16 LI LHIPE QNS Ve |

[120_2]

[V 5O PEINNKXOIN RIS

NS 546~

@SIREIRISTNR° N1 0 QO HEIRQKIV IS 6 5P

IMOSEDIHP USRS+ 587 KRRIRLIRRA O M hay°

[0 VOGO PEQRY D O PWORSIODIPEQR® B0 NRINSE
BPEES KX RO~

[OI0--= )7 RSRNSEHRRRG =]

VIOVIOUDERRNGE DR<CHEQAEH0R" IEREEIIENS N STk
PIOKMO#IOL°

(VNS L EEIPIRR N IUR)

FNARNOERRUMNPERS LBIRIM L~

RIOOVEL 2—L O —PELI0EID RN 54°

[UI0 RROLILNING FRUKINTIIOS IR PRI <RSI

M NVIORIPORRS ]

[10491043° IR VRROMVEIR]

[T SRKEML P - NI

[V 1esane)

[Rie:]

WERBIIH OB I—LO—° WLIRIKO | O LnntoRkvE°
| ¥ | BMOREH” #HIMIBSMSVeN O W

uze






item/image/img-p118.jpg
HE?HJ“J ro

2o miPRIE SR D gy Fa
<

MO LK —]

AUHKIRR L O MG XD AW O e

ESUIERI0OH ONARE” UNUNVESHIHL< O MVRAX®

NSRBI S QUHHR 0 Q10107 EHHOEKDQ RIS | FLULEDWODRIG
NIONVRINRRINE®

(28&D 2 fon@iNINHh)

SORNVLPIKOREIRM SV isfaile
ADOAINSOSEWRE SR IR LIKBENIII DI O S4°

MUK OO e

[I0_° L O RRpe]

618" £ESMILD FwIMEL DS HW]
BURINIODMVHINS B RBIMVSHHIN UK IP TG

MREK DRIPIREBIU IO KLTHH SHUENINYTC —LLHTTILC NN LIRS

IRNRUSINS T IR BHQRRIE B 59

(¢ AL URGOM AL A8 0 JUh)

RLBHIESINN RN - LININSREHYBISX OBRIO @HRQMNAD DA
SRJIVIMELMSI®

MEO%0RS HWHKLPDIRE |

NWIONDORKEZESHIUS VRN SO O NS
RUBINURMOKE" KL IROELMNE DM SO
KOAPIPHIMILA MO RIEIL HRIRORFIWIE NSV VERMHERSIVS
NHHIN BB AN DTI0V BRI SIRAVBHI0 LU FUOHE S LN NN H
XIUPERPEHEO O ML O 8°

SRR NI
[Qc]

Aﬁ/hﬁ/lﬂ.ﬁv ...... 7._

[0 1040104010101010101010101018 52

KO PERERNTHIRS LK
VR BERSIROMBEV SIH ORI O - =
(WO LK AOMIEIN-)






item/image/allcover-001.jpg
25 RHOURER

DGR b NSRS 5] (SR

TLBEE.
TU=SATBNENGBIEES, BikE TR
LATURREBNERNTY |

1520 D

TU=547, DVIREETT |
BAT SOUEE SO E CRBY TolS
TR,

AR-AFAR L4
Dr-FHAL e

POTHNEREEDRADER. (AN EAIZE, ]
BEOERONDNELES, SRALEISNBEK,
KRELHVHIRD EFRLLEXS. ETEHEEDTVL
RS & DR OB PREICTN < 1S T —
bo—. XUy JS5UTTUPTRANHE. #ICF
HEZERTELBLSLOEDSBVERETFID. BEH
COURICREBEENZ LD, REOBIAEHRL |
[KEXE S TN B> TH EPrAETTICR>TLDHS]
[ KRTTE?] DLCHSNBERORE. ATHR
{(DU—S17)DDEEND ! RIEROATDSA T 5!





item/image/img-p070.jpg





item/image/img-p191.jpg





item/image/img-p272.jpg





item/image/gaiji-001.png
b\





item/image/img-p274.jpg





item/image/img-p115.jpg





item/image/img-p234.jpg
SOD RTpek'E





item/image/img-p310.jpg





item/image/img-p207.jpg





item/image/img-p008.jpg





item/image/img-p326.jpg
Z.?yifyli(_T 1
fiﬁz 5 5“‘¢%A¢¢/)T~*7‘2






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　ルートゥー編



		第二章　メリッサ編



		第三章　ユミエル編



		第四章　収穫祭編



		第五章　幻想世界編



		最終章　フリーライフ



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img-p162.jpg





item/image/titlepage.jpg
7Y=347 ~RURMTHEER:9

[HDOFEEE

BINA=Z—H—XE
355






item/image/img-p122.jpg





item/image/img-p120.jpg
MU AT DMKV O O N S eo=

AIHBH IS RQBURIR I SHE SN OGS L” NSHUNRELEIOGR NS R
EHMRSIOROUPEION N DODQURDI I DL YET IL°

[187 1887 P VLG NESHEER]

SR HREIRNSNe°
OROEHHOMERND” HEEH EE RGNS <L

WU H O KRN UINHOS R EORM L [Kik) [T USSR
IKREOK O NS Wa—r°
[D7 HHRBSH6 Q]

[ RUOVAUPBRSMIUPR® NINSIOKTOHE O ML Qo |

57 52

L ROR DL BV VRS KIL®
NQIIDKIFRRONHQDHY * AD AP HEECTINVIOLEK QARSI
[KHEKIEH? QILD7 {0# QURR O MGRIN]

[IR7 IRe-]

[RUASRQQ HIURDRISHRSWIRIS O]

AXA—EKIPW G UKD DDHOKIN®

WINL6E3 5 £ QU1 W OISR SR —°

57 SRO/GR— MI0— MoK

HIUORISIOS AR KHIK 102 QUKRRNIIGRIN]
MRIRE O V5L QORI 2 2 =]
BRPEEDICRMHEON2RYT A OX D - 2B H—°
EXTOKHIN O VD607 LN O VDB IV—
MmN Y02 UM VIR ]

(LS D RDIUM-- Q7 FIQ 2L

NIQND O N7 XD DD HOIER S BB S #ott6 HI O b 5 04
HHUSILG TS0\ oAU K LI D QR IH DRI hie

ISV IR B 0ORCHIBIUEO LURUEE” QIPROLY DL VESs)
/Nt ...... WW_ZEO

[5 0D n=]
ORI R NAUL 0 NIOE3 O {0 O e

uze






item/image/img-p003.jpg





item/image/img-p017.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
S0P’

rwloﬁéw UEHRUENE )
\

MQEE IR (0P~
BURWEON VSN





item/image/img-p172.jpg
qlﬂ#1o ."
ez o€ iR

HES K57 HSHRIOSQKERDD (1622 Vilkh)°

DT RV SRV LIHQON S PBE<REAMIUORMH OV SH°
L | MDD’ FLURBHSILBESSD® Vit D SmINg 0 —
DR BEMOSTABEI R N W°

[UINSION AR o=

[57 | & QruolEg-

[UIOIRI O MED SVE R =]

[MNLBIPORON PORINRA-- =]

BRENOAKAO IKHPSAUR Y UEHIMS NNAND R VI QUIYV O 2 v O #
LDOMNESMVSWe

NERIRN SRS HHIIEES RRIVERES QRN QUMM BLI0SKRNIOHI
DRSNT EMIOPHIL” NSRS ORHETIVIR P S49°

(BR8N NS R

:.C\ +C¢® ...... nr;
MPEHRRRUNE” EHIWD L0 ST DRI I—°
[RE2M02—]

[16° #602:]

[0E ERRINL—QRY%S:]

[ @RVINSHA-----o]

[VHDR5— 1850087 NG RS U6 —]

[0 EEstie |

IRV QVBES I RISIHISIRIE O VS 0 IR IO NAY®
HKUAIHR ESHOUIEDNKIOSEN1” 5SOPEOSIHOW O Wa—°
[T BRSO 5=

ORI #5616 O HUOURARHION O 10°

[UINTM PREBHUREON SHsimQ—
(ORI RN SR =]

[BR QENOBLER o

[H610R #610R e






item/image/kuchie-005.jpg
p#-AxXA7zF > AN =E'—
n#-Ax Ay » YL






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
0
L\ /2
®
%
(/)

\ »
2

;-






item/image/img-p176.jpg





item/image/img-p174.jpg
DUIHOBE DM QORI 23°
HOSBRP OVUNHBSK" NMNRIOEHIIHULIQHRE 16—-=
HEBTPHBROLOINR” HESANSBERVBIVHISIPON |VieL VR
SRERIB BN NINADNDEUBEK O K OMPLUPIKE ONIO O 40
VR OWERL RN REQIRIUININNAY”
(A7 I0DHIO-----)
(PORINV QIUOBEIIN----)
(RHopH0E O le)
EMHORDSNAINBESTHOV S
ANHRASNAURRQAL 102 LUEBNMS LRI
BMRUDIRENVIOI LS R—HIURNNH KRB R I 18—
(527 SONUBRQUDY” S5NURL[AWDHY)
[ cliizp kel iAVAFAVARI NS )
WE VBV RRUPIBRVIOVIOURN S
[H=EE O MEIIT O AU PIRAPULIN BRI B UINSeY”
[BRe BIFEN” LHPELEINVIN ]

frroe:gy)
LRV PSR WO AIHL O
IO D LAPACh LDV @S B-YS VHUrRH6I0 L DNV 510°
NWERHYIRM QU6 (18O RUO—] [ Y02 24p—] UIQEDHR O
NS OWER” RS20
[C25258—]
[EOPR5S— EpRSRI0—]
V7 B O MIKEBL Rk VERK-IIRRpEI L [12102) A | i3 OMRI0”
118" S58° D#IRE)
RKBANHUWIS” HOMSORe
FIVIIFRELELIED” fROk06I0 L OMNEORR S N—°
[rmog ne:]])
PR Riv=1PF W’
HHURNMIOSIONAULE RV’ IFRSIERHO M Sy ON—*
NERIRN REQUNRIEOIOWDH0 6L DRSS 01L°

uze






